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蓮
は
古
来
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い。

そ
の

花
は
清
浄
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
蓼
の
情
を
も
た
ら
す。

千
葉
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
現
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、

奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
古
に
は
蓮
池
（
は
す
い

け）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁

華
街
に
位
置
す
る。

音
通
す
る
s
i

ren
は
美
声
を
し
て
船
乗
り

を
誘
惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る。

蓮

を
採
る
が
如
く
古
今
の
美
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す

る
芸
術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

採
蓮
の
い
わ
れ

千
葉
市
美
術
館
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The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of Art 

is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond(Hasu-ike) in ancient times. 

Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their destruc

tion. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both present and 

ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

Chiba City Museum of Art 
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肉筆34 （浅野報告の参考図参照）
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千
葉
市
美
術
館
は
二
0
0
七
年
四
月
二
八
日
か
ら
六
月
一

0
日
ま
で
「
鳥
居
清
長」

展
を
開
催
し、

そ
れ
に
合
わ
せ
て

図
録
を
刊
行、

更
に、

同
年
五
月
三
一

日
に
『
鳥
居
清
長
作

品
総
目
録』

を
刊
行
し
た。

こ
の
研
究
紀
要
に
は、
『
鳥
居

鳥
居
清
長
辻
番
付
目
録

1
こ
の
目
録
に
は、

清
長
が
関
与
し
た
と
推
定
さ
れ
る
江
戸
の
大
芝

居
の
辻
番
付
を
収
録
し
た。
一
部、

辻
番
付
を
再
利
用
し
た
役
割

番
付
も
収
録
し
た
が、

そ
れ
に
つ
い
て
は
た
ま
た
ま
気
づ
い
た
も
の

だ
け
で
あ
り、

網
羅
的
に
調
査
は
し
て
い
な
い。

2
辻
番
付
に
は
絵
師
の
署
名
が
な
い
た
め、

清
長
が
版
下
を
描
い
た

か
ど
う
か
の
判
断
は
容
易
で
は
な
い。

鳥
居
家
三
代
目
当
主
の
清

滴
が
天
明
5
年
4
月
3
日
に
没
し
て
後、

清
長
が
鳥
居
家
を
統

率
す
る
よ
う
に
な
る
の
が
何
時
か
ら
か
は
判
然
と
し
な
い
が、

天

明
5
年
11
月
の
顔
見
世
番
付
が
「
鳥
居
清
長
筆」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
し、
こ
の
目
録
に
は
天
明
5
年
以
降
の
江
戸
の
辻
番

付
を
す
べ
て
収
録
し
た。

た
だ
し、

清
長
が
全
く
関
与
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
ご
く一
部
の
も
の
は
省
い
た。

3
辻
番
付
の
図
の
版
下
は
鳥
居
家
の
仕
事
で
あ
っ
た
た
め、

清
長
が

当
主
で
あ
る
期
問
は
清
長
が
絵
組
み
を
統
率
し
た
と
推
定
さ
れ

ー 鳥
居
清
長
作
品
総
目
録、

補
遺

清
長
作
品
総
目
録』

に
載
せ
な
か
っ
た
辻
番
付
を
掲
載
し
た

が、

他
に、

そ
の
後
に
判
明
し
た
補
遺
と、

若
干
の
覚
書
を

記
し
た
い
。

る
が、

実
際
の
版
下
を
す
べ
て
を
清
長
が
描
い
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い。

し
た
が
っ
て、

天
明
4
年
以
前
の
も
の
に
も
清
長
の

版
下
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
が、

そ
れ
は
収
録
し
て
い
な
い。

4
清
長
は
文
化
12
年
5
月
21
日
に
没
し
て
い
る
の
で、

同
年
5
月
初

日
の
も
の
ま
で
収
録
し
た。

5
配
列
は、

①
中
村
座
・
都
座、

②
市
村
座
・
桐
座、

③
森
田
座
・

河
原
崎
座
の
順
と
し
た。

6
辻
番
付
に
は、

原
則
と
し
て、

初
日
の
日
付
の
み
記
し
て
い
る
の

で、

そ
れ
が
何
年
何
月
で
あ
る
の
か
は
他
の
資
料
に
拠
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い。

役
割
番
付
に
拠
る
の
が
最
も
確
実
で
あ
る
が、

そ

こ
ま
で
確
か
め
て
は
い
な
い。

そ
れ
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て、
『
歌

舞
伎
年
表』
や、

番
付
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
書
館
・
博
物
館
の

記
載
を
碁
に
私
見
に
よ
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い。

7

調
査
し
た
機
関
は、

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

（「
演
博」

と
略
記。

以
下
同）
・
国
立
国
会
図
書
館（
国
会）
・
東

京
大
学
附
属
図
書
館（
東
図）
・
同
国
文
学
研
究
室（
東
研）
・
日

本
大
学（
日
大）
・
阪
急
学
園
池
田
文
麻（
池
田）
の
み
で
あ
り、

浪

劇
博
物
館
の
も
の
は
写
真
版、

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
と
日

本
大
学
の
も
の
は
D
V
D
版、

池
田
文
庫
の
も
の
は
目
録
に
拠
っ

た。

そ
れ
以
外
の
機
関
・
個
人
は
調
査
し
て
い
な
い
が、
一
部
他
の

情
報
を
加
え
た
も
の
も
あ
る。
―
つ
の
機
関
で
複
数
所
蔵
し
て
い

る
場
合
は、

括
弧
内
に
数
字
で
示
し
た。

浅

野

秀

剛

，

 



竪型・
横型の

劇場名 上演初日年月日 外題・湯名等 別 所蔵 備考

1 中村 天明5.1.15 初花親曾我 横 演博・日大

2 中村 天明5.2.3 初花親曾我第二番目 横 演博・日大

3 中村 天明5.2.18 三つ人形の所作 竪 演博・国会

4 中村 天明5.3.7 室町桜舞台 横 演博•国会・日大

5 中村 天明5.4.8 室町桜舞台第二番目 横 演博・国会・日大

6 中村 天明5.5.5 諸手綱親子心中 横 演博•国会（2) • B大

7 中村 天明5.5.17 日本出世鑑 竪 演博・日大

8 中村 天明5.6.14? 菅原伝授手習鑑 横 演博 1日版の再利用か

， 中村 天明5.7.15 稚馴染累詞 横 演博

10 中村 天明5.8.1 稚馴染累詞第二番目 横 演博

11 中村 天明5.9.16 織合檻襖錦 横 演博・国会

12 中村 天明6.1(3).15 さるわか万代腹・道行色のいのじ 横 演博•国会・日大(2)

13 中村 天明6.4.1? 棟上万代不易記 竪 演博 清長ではない

14 中村 天明6.5.5 六玉川口□ ロロ 演博 l日版の再利用。清長ではない

15 中村 天明6.8.9 貢信田豊年 横 演博•国会・日大

16 中村 天明6.8.27 貢信田豊年 横 国会 上記の日付のみ改刻

17 中村 天明7.1.8 大銀杏根元曾我 竪 演博・国会

18 中村 天明7.3.15 助六名取八重桜 横 演博・国会

19 中村 天明7.5.1 けいせい井堤蒲 横 演博

20 中村 天明7.5.6 けいせい井堤蒲 横 国会 上記の日付のみ改刻

21 中村 天明7.8.13 今川本領貢入船 竪 演博

22 中村 天明7.9.9 今川本領貢入船第二番目・浮名卿月小夜衣 横 演博

23 中村 天明8.4.11 傾城吾嬬鑑 横 演博

o
r



24 中村 天明8.5.5 傾城吾嬬鑑第二番目 竪 演博

25 中村 天明8.7.15 高尾大明神楓維 横 演博

26 中村 天明8.9.9 月友宵宮五百崎・高尾大明神楓簾第二番目 竪 演博

27 中村 天明8.9.11 月友宵宮五百崎・高尾大明神楓錐第二番目 竪 日大 上記の日付のみ改刻

28 中村 天明9.1 江戸富士陽曾我 横 演博・東図

29 中村 寛政1.3.3 荏柄天神利生鑑•江戸富士陽曾我第二番目 横 演博・日大

30 中村 寛政1.3.17 花頃誓十七夜待 竪 演博

31 中村 寛政1.4.16 江戸富士陽曾我第二番目新狂言 竪 演博

32 中村 寛政1.5.5 江戸富士陽曾我第二番目新狂言 横 演博

33 中村 寛政1.5.15 江戸富士陽曾我第二番目大詰 竪 演博 富士の巻狩の陣幕紋尽くし

34 中村 寛政1.7.3 平家評判記 横 演博・日大

35 中村 寛政1.7.21 寿世嗣三番曳 竪 演博 初日「廿三日より」と墨書

36 中村 寛政1.8.6 平家評判記第二番目新狂言 竪 演博・国会

37 中村 寛政1.8.16 月友対道行・平家評判記第二番目 竪 演博

38 中村 寛政2.1.15 春錦伊達染曾我 横 演博・日大

39 中村 寛政2.2.7 春錦伊達染曾我第一番目六立目大詰 横 演博・日大

40 中村 寛政2.3.3 春錦伊達染曾我第二番目 横 演博・日大

41 中村 寛政2.4.1 物狂胡蝶袂・春錦伊達染曾我第二番目中幕 横 演博

42 中村 寛政2.4.2 物狂胡蝶袂・春錦伊達染曾我第二番目中幕 横 演博 上記の日付のみ改刻

43 中村 寛政2.5.5 郭公殊月夜・春錦伊達染曾我第二番目三幕新狂言 横 演博・日大

44 中村 寛政2.5.24 伊達染曾我まつり 横 演博・日大

45 中村 寛政2.7.15 忠孝両国織 横 演博・日大

46 中村 寛政2.8.16 忠孝両国織新狂言二幕 竪 演博・日大

47 中村 寛政3.1.23 春世界花麗曾我 横 演博

48 中村 寛政3.3.17 桜浮名朧夜・柳浮名春雨・春世界花麗曾我 横 演博・日大（2)
r

r

 



49 中村 寛政3.4.11 助六縁牡丹 横 演博

50 中村 寛政3.5.5 艶容浪花姓•五月菊名大津絵 横 演博・日大・東図

51 中村 寛政3.5.16 ひらがな盛衰記 竪 演栂・日大

52 中村 寛政3.9.11 菊宴むかしの都 横 演博・日大

53 中村 寛政4.3.15 隅田川劇場縁日・けいせい浅間嶽・道成寺花の面影 横 演栂・日大・東図

54 中村 寛政4.4.16 隅田川劇場縁日第二番目新狂言 横 演博・日大

55 中村 寛政5.2.11 遇曾我中村 横 演博・国会・日大・東図

56 中村 寛政5.3.3 遇曾我中村第二番目新狂言 横 演博

57 都 寛政6.2.1 初曙観曾我 横 演博・日大

58 都 寛政6.2 侠客形近江八景・達模様吾妻八景 横 演博

59 都 寛政6.3.3 初曙観曾我第三番目 横 演博(2) • B大

60 都 寛政6.3.23 初曙観曾我第三番目 横 演博・日大 上記とは別種のもの

61 都 寛政6.4.12 都座百六拾三年当寿都錦 横 国会 「鳥居清長画」とあり

62 都 寛政6.5.5 花菖蒲文禄曾我 横 演博

63 都 寛政6.7.25 けいせい三本傘 横 演博・国会・日大

64 都 寛政6.8.17 けいせい三本傘第二番目新狂言 竪 演博・国会・日大

65 都 寛政6.9.9 義経千本桜・色競比翼塚 横 演博・日大・東図

66 都 寛政6．閏11.1 花都廓縄張 竪 演博・国会・日大

67 都 寛政7.1.15 江戸砂子慶曾我 横 演博

68 都 寛政7.3.9 江戸砂子慶曾我第二番目新狂言・桃柳娘雛形・三瀬川吾妻人形 横 演博・国会

69 都 寛政7.4.5 仮名手本忠臣蔵 横 国会(2)

70 都 寛政7.7.20 遊女操吉原蓑育 横 国会(2)

71 都 寛政7.8.7 遊女操吉原義育第二番目新狂言・容競出入湊 横 国会

72 都 寛政7.8.19 ー谷撒軍記・容競出入湊 竪 国会・日大

73 都 寛政7.9.9 蔽屋道満大内鑑 横 国会・東図

Z
r



74 都 寛政8.1.15 振分髪青柳曾我・帯文桂川水・浮偕吾妻森 横 日大

75 都 寛政8.2.15 振分髪青柳曾我第二番目新狂言・京鹿子娘道成寺 横 演博•国会（2) ・日大

76 都 寛政8.3.3 敵討雛磯貝・京鹿子娘道成寺 横 日大

77 都 寛政8.4.8 祇園祭礼信仰記・京鹿子娘道成寺 横 国会・日大

78 都 寛政8.4.16 祇園祭礼信仰記・戻駕籠法志賀山 横 国会・日大

79 都 寛政8.7.15 菅原伝授手習鑑 横 国会

80 都 寛政8.8.10 新口村色出来秋 竪 演博•国会・日大

81 都 寛政8.9.9 彦山権現普助剣 横 演博•国会（3) ・日大

82 都 寛政9.1.15 江戸春吉例曾我•初霞廓巣籠 横 国会

83 都 寛政9.2.4 江戸春吉例曾我第二番目・梅見月恋閣思君 横 国会(2)

84 都 寛政9.3.9 御国名物花菅笠•初霞浅間嶽・英執着獅子 横 国会・日大

85 都 寛政9.3.17 江戸春吉例曾我第二番目•初霞浅間嶽・英執着獅子 竪 国会(2)

86 都 寛政9.4.10 いろは縁起・花扇郡椰枕 横 国会・日大

87 都 寛政9.5.5 ひらかな盛衰記 横 国会（2) ・日大

88 都 寛政9.6.15 大塔宮唆鎧・極彩色娘扇・義経千本桜 横 国会・日大

89 都 寛政9．閏7.7 出世握虎軍配鑑 横 国会（2) ・日大・東図

90 都 寛政9.8.1 近江源氏先陣館・姿花秋七種 横 国会・日大・東図

91 都 寛政9.8.16 近江源氏先陣館・姫小松子日の遊・姿花秋七種 竪 日大

92 都 寛政9.9.9 十帖源氏物ぐさ太郎・行平磯馴松・丹州爺打栗 横 国会(5) ・日大

93 中村 寛政10.3.3 若駒朧曾我 横 国会・日大

94 中村 寛政10.4.9 若駒朧曾我・大切中村宮十郎追善妹背山 横 国会

95 中村 寛政10.5.5 敵討染分纏・道成寺伝授睦言 横 国会（2) ・日大・東図

96 中村 寛政10.8.10 入船信田出来作 横 演博•国会（2)

97 中村 寛政10.9.12 太平記忠臣講釈・北条時頼記 横 国会

98 中村 寛政10.9.23 蓋屋道満大内鑑 竪 国会
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99 中村 寛政11.2.13 大三浦達寿・乱咲緑花笠 横 国会・日大

100 中村 寛政11.3.3 助六廓の花見時 横 国会

101 中村 寛政11.4.7 仮名手本忠臣蔵 横 国会(4)・日大

102 中村 寛政11.4.20 仮名手本忠臣蔵切狂言七変化所作事花菖蒲曳手数多 竪 国会

103 中村 寛政12.1.21 富士三升幸曾我・幡随長兵衛・妹背中結柏 横 国会(3)

104 中村 寛政12.2.15 富士三升幸曾我第二番目 竪 日大

105 中村 寛政12.3.23 意計高尾伊達染・蜀魂其夜の睦言・俊寛双面影 横 国会(2)・日大・東図

106 中村 寛政12.4.6 俊寃双面影・織合会稽錦 横 国会(3)・日大・東図

107 中村 寛政12.5.5 義経千本桜・道行初音の旅路 横 演博・国会（3)・日大

108 中村 寃政12.5.25 江戸花五枚錦絵 竪 国会(2)• B大

109 中村 寛政12.6.18 出世太平記・庚申若櫓鼓・筆跡倭撫子 竪 演博・国会(2)・日大

110 中村 寛政12.7.15 けいせい屏風浦・蛍双色夕月 横 演博・国会（3)• B大・東図

111 中村 寛政12.8.7 けいせい屏風浦第二番目・蛍双色夕月 横 国会(2)• B大

112 中村 寛政12.9.11 赤松媚兎見島台 横 国会(3)• B大(2)・東図

113 中村 享和1.3.23 仮名手本忠臣蔵 竪 国会(2)・東図

114 中村 享和1.5.9 今盛鳴門噺・辻花恋待合 横 国会(2)

115 中村 享和1.7.13 妹背山婦女庭訓 横 国会・東図

116 中村 享和1.9.18 源平布引滝・振袖隅田川・両顔月姿絵 横 国会(5)・東図

117 中村 享和2.1.25 初舞台陽向曾我・霞袖春山寺・友呼声睛燕 横 国会(3)・東図

118 中村 享和2.3.3 助六廓の江戸桜 横 演博・国会(3)

119 中村 享和2.3.25 菅原伝授手習鑑・助六廓の江戸桜 横 国会・東図

120 中村 享和2.4.11 想妻袷小袖•初舞台陽向曾我第三番目二幕 横 国会

121 中村 享和2.5.23 彦山権現誓助剣・夏祭団七縞 竪 日大

122 中村 享和2.8.9 伊賀越乗掛合羽 横 国会・日大・東図

123 中村 享和2.9.27 伊賀越乗掛合羽・傾城廓文章 竪 国会
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124 中村 享和3.1.17 松春寿曾我・三重霞嬉敷顔鳥 横 国会

125 中村 享和3.2.10 伊達染仕形講釈・道行嫁菜露 横 国会

126 中村 享和3.4.2 仲蔵縞博多今織 横 演博•国会・東図

127 中村 享和3.4.16 仲蔵縞博多今織第二番目・錦車縫裾卯の花 竪 国会(2)

128 中村 享和3.6.5 仮名手本忠臣蔵 竪 国会

129 中村 享和3.6.6 仮名手本忠臣蔵 2T 国会 上記のものを役割番付に直したも
の。日付を改刻。

130 中村 享和3.6.28 仮名手本忠臣蔵第十段目第十一段目 横 国会

131 中村 享和3.8.27 菅原伝授手習鑑・幡随長兵衛精進俎板・萩薄露転寝 横 国会・東図

132 中村 享和4ふ2 鯉花御利生鉢木・命懸色の二番目 横 国会・日大

133 中村 享和4.2.9 罷出邑助花・三人花真の道行 横 日大

134 中村 文化1.3.17 ー谷撒軍記・長者丸釣鐘鋳桜・花筐鹿子道成寺・道行面影草 横 演博•B大

135 中村 文化1.5.10 敵討剣組帯・花筐鹿子道成寺 横 演博(2)•国会・日大

136 中村 文化1.8.13 義経千本桜・道行初音旅 竪 国会・日大

137 中村 文化2.2.4 全盛虎女石・烏帽子紐解寝夜 横 国会・日大

138 中村 文化2.3.3 法花四季台 竪 国会(2)

139 中村 文化2.4.10 還供養妹背縁日・道行念玉蔓 横 国会(2)• B大(2)

140 中村 文化2.5.5 虎女石後日狂言（夏祭浪花鑑） 竪 国会(2)• B大・東図

141 中村 文化2.5.16 全盛虎女石後日狂言大切・姿花鳥居が色粉 竪 国会(2)・日大

142 中村 文化2.7.20 けいせい鏡台山・三紅閾時酒 横 演博(2)•国会・日大(3)

143 中村 文化2．閏8.1 月視月余慶讐討 横 演博・国会(4)• B大(2)•池田

144 中村 文化2．閏8.16 月視月余慶讐討切狂言・太夫暫由縁月視 竪 演博

145 中村 文化2.9.16 姫小松子日の遊・太夫暫由縁月視 横 国会・日大（2)・東図

146 中村 文化3.1.17 念力箭立杉・我栖里春曾我菊•初音歌祭文 横 演博・国会・日大

147 中村 文化3.2.6 念力箭立杉第二番H•初音歌祭文・道行柳朧夜・七字の花在姿絵 横 演博•国会・東図

148 中村 文化3.3.6 館結花行列・七字の花在姿絵 横 演博•国会(2)• B大(3) g
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149 中村 文化3.4.14 館結花行列・七字の花在姿絵 竪 演博・国会（3)

150 中村 文化3.5.7 姫小松子日の遊 横 演博・国会（2)・日大（3)

151 中村 文化3.7.28 初紅葉二樹讐討 横 演博・国会（2)・日大(2)・東図

152 中村 文化3.9.9 初紅葉二樹讐討敵討の段 横 演博・国会

153 中村 文化3.10.2 義経千本桜・道行初音旅 横 演博・国会(3)

154 中村 文化4.3.27 さるわか栄曾我・其儘娘七種・助六桜の二重帯 横 演博(2)•国会(3)•池田

155 中村 文化4.5.5 さるわか栄曾我第二番目（五節句の所作事） 横 演博(2)•国会(3)•池田

156 中村 文化4.7.20 霊験鼎高嶺・八幡鐘更行夜中 横 演博(2)•国会（3)・日大

157 中村 文化4.9.9 仮名手本忠臣蔵 横 演博・国会（4)・日大・東図

158 中村 文化4.9.23 仮名手本忠臣蔵十段目十一段目 横 演博・国会(4)・東図

159 中村 文化4.12.3 会稽雪木下第二番目大切・女鉢木雪のだん 横 国会・東図

160 中村 文化5ふ2 妹背山婦女庭訓・女鉢木雪のだん 横 演博(2)•国会・日大・池田

161 中村 文化5.2.5 初便春盤飾曾我・梅柳昔画冊 横 演博(2)• B大(3)

162 中村 文化5.2.6 初便春盤飾曾我・梅柳昔画冊 横 国会・池田 上記の日付のみ改刻

163 中村 文化5.3.23 頃宿花児譜・桜舛対の綻 横 演博(4)•国会（3)・日大（2)・東図・池田

164 中村 文化5.4.12 頃宿花児譜第二番目大切・堀川の段 竪 演博・東図

165 中村 文化5.5.5 義経千本桜・幾菊蝶初音道行 横 演博(2)•国会・日大(2)・東研・池田

166 中村 文化5.6.22 源平布引滝・染模様妹背門松・倭仮名在原系図 竪 演博・国会・東図・東研・池田

167 中村 文化5.7.17 増補覚仇討 横 演博(2)•国会（2)・日大（2)・東図

168 中村 文化5.8.10 行平磯馴松・形見忍夫摺 横 演博(2)•国会・日大・東図

169 中村 文化5.8.28 菅原伝授手習鑑 横 演博(4)•国会・日大・東図

170 中村 文化5.9.24 菅原伝授手習鑑大切・恋女房染分手網 竪 演博(3)・日大・東図

171 中村 文化5.10.2 菅原伝授手習鑑切狂言・廓文章 竪 演博・国会・東図

172 中村 文化6.3.23 花似想曾我・八百屋お七物語・艶容錦画姿 横 国会

173 中村 文化6.3.24 花似想曾我·八百屋お七物語・艶容錦画姿 横 演博(4)•国会（2)・日大（2)・東研・池田 上記の日付のみ改刻
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174 中村 文化6.4.17 花似想曾我後日狂言・秋葉権現廻船語・郡椰園菊蝶 横 演博(2)• 国会・日大・東研・池田

175 中村 文化6.5.7 仮名手本忠臣蔵 横 演博(3)• 国会・日大（2)・東図

176 中村 文化6.7.15 高尾丸賀慨・色楓縁辻駕 横 演博(2)• 国会・東研・池田

177 中村 文化6.7.19 恋女房染分手綱・姫小松子日の遊 横 演博(3)• 国会・東図

178 中村 文化6.8.7 近江源氏先陣館・葱例跡色歌 横 演博（3)・日大（2)・東研・池田

179 中村 文化6.9.17 競伊勢物語・廓文章 横 演博（2)• 国会・日大（2)・東図

180 中村 文化6.9.29 男一疋嫁入献立・廓文章 横 演博•国会・日大・東図

181 中村 文化7.1.15 江戸春御摂曾我・花兄弟壮士春駒 横 国会

182 中村 文化7.1.17 江戸春御摂曾我・花兄弟壮士春駒 横 演博（3)・日大（3)・東研・池田 上記の日付のみ改刻か

183 中村 文化7.3.3 江戸春御摂曾我後日狂言・楼門五山桐・隅田春妓女容性 横 演博（3)・日大・東研・池田

184 中村 文化7.4.14 楼門五山桐・隅田春妓女容性・女鉢木 横 演博・日大・東図・池田

185 中村 文化7.5.5 敵討相合袴 横 演博(2)• 国会・日大・東研・池田

186 中村 文化7.5.21 敵討相合袴切狂言・道行恋飛脚 竪 演博•国会（2)・日大・池田

187 中村 文化7.7.15 道中娘菅笠 横 演博（3)・日大・東研・池田

188 中村 文化7.8.17 道中娘菅笠第二番目新狂言・奉掛色浮世図画 横 演博•国会・東研・池田

189 中村 文化7.9.9 伊達遊花街風俗 横 演博（3)• 国会・日大・東研・池田

190 中村 文化7.9.25 伊達遊花街風俗切狂言・義経腰越状 竪 演博（2)・日大・東図・池田

191 中村 文化8.1.20 銀杏鶴曾我・廓罠春鎮菊・東都名物錦絵始・払暁鐘浅草 横 演博（2)• 国会・日大（2)・東図・東研

192 中村 文化8.2.15 銀杏鶴曾我第二番目・東都名物錦絵始大切・払暁鐘浅草 竪 演博・日大・東図

193 中村 文化8．閏2.7 銀杏鶴曾我第二番目（加賀見山） 竪 演博・東図

194 中村 文化8.3.5 年々歳々沙石川 横 演博•国会・日大・東図・東研・池田

195 中村 文化8.3.15 年々歳々沙石川第二番目・浮名種艶油・花侵傘相合・遅桜手爾葉七 横 演博・日大・東研

196 中村 文化8.5.5 花菖蒲佐野八橋 横 演博・日大・東図(2)・東研・池田

197 中村 文化8.5.17 花菖蒲佐野八橋第二番目大切 竪 演博(2)• B大(3)• 池田

198 中村 文化8.7.15 菅原伝授手習鑑 横 演博•国会・日大（3)・東研・池田 に
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199 中村 文化8.7.16 仮名手本忠臣蔵 横 演博・国会・日大（4)・東図・東研・池田

200 中村 文化8.9.17 ー谷檄軍記・枝鶴紅葉賀 横 演博・日大（2)・東研・池田

201 中村 文化9.1.15 名高富士根曾我・扇仝髭門松・台頭霞彩幕・其常磐津仇兼言 横 日大（2)・東研・池田

202 中村 文化9.3.5 清水清玄面影桜・道行拙振袖・似紫鹿子道成寺 横 演博・日大・東研・池田

203 中村 文化9.4.5 清水清玄面影桜第一番目新狂言・亀山染読切講釈・道行拙振袖・ 横 演博・日大
似紫鹿子道成寺

204 中村 文化9.4.8 清水清玄面影桜第一番目新狂言・亀山染読切講釈・道行拙振袖・ 横 演博・日大 上記の日付のみ改刻
似紫鹿子道成寺

205 中村 文化9.5.5 皐連歌恋句白浪 横 演博（2）・日大・東研

206 中村 文化9.7.15 太平記忠臣講釈・道行拙振袖 横 演博・日大（4)・東研

207 中村 文化9.9.9 ひらがな盛衰記 横 演博（3)・日大(2)

208 中村 文化9.9.9 ひらがな盛衰記第二番目切狂言・姻山姥・再春松種蒔・紅葉袖名残 横 演博(4)・日大(3)
錦絵

209 中村 文化10.1.11 春駒勢曾我・隈取霞帯曳•初便廓玉章・三度笠故郷春雨 横 演博・日大

210 中村 文化10.2.5 春駒勢曾我第二番目・娘景清八島日記 竪 演博・日大

211 中村 文化10.2.11 未咲花契言・沢紫鹿子道成寺 竪 演博

212 中村 文化10.3.5 其面影伊達写絵・観瀬水扇楓 横 演博(2)・日大(2)

213 中村 文化10.3.5 四季詠寄三大字 竪 演博(2)• B大

214 中村 文化10.4.2 其面影伊達写絵 竪 日大

215 中村 文化10.5.6 物ぐさ太郎・名所名所秀句の曙・封文其名顕・隙行駒七字法掛 横 演博・日大（2)

216 中村 文化10.7.15 太平記菊水之巻 横 演博・日大（4)

217 中村 文化10.7.15 短夜仇散書・文月恨鮫鞘・三爪欅賄曙 横 演博(3)• B大(3)・東図

218 中村 文化10.8.23 碁太平記白石噺・短夜仇散書 横 演博・日大（2)

219 中村 文化10.9.9 蔵屋道満大内鑑・御名残尾花留袖 横 演博(3)・日大(3)・東図

220 中村 文化10.9.16 （梅の由兵衛） 竪 演博・日大（2)

221 中村 文化11.1.23 御贔贋延年曾我・咲分枕土俵・色情曲輪蝶花形・道行若菜の重棲 横 演博(2)

222 中村 文化11.3.7 花雲宿色衣 横 演博・日大(3)•池田
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223 中村 文化11.3.7 寄三津再十二支 横 演博 ・ 日大（3)

224 中村 文化11.3.18 花雲宿色衣第二番目新狂言 竪 演博（2) ・ 日大（2) ・ 東図

225 中村 文化11.4.6 仮名手本忠臣蔵 横 演博 ・ 日大（2) ・ 東図

226 中村 文化11.5.7 夏祭浪花鑑 ・ 戻駕色相肩 横 日大（2) ・ 東図 ・ 東研

227 中村 文化11.6.18 双蝶蝶曲輪日記 ・ 戻駕色相肩 横 演博（2) ・ 日大 ・ 東研 ・ 池田

228 中村 文化11.7.15 双蝶々曲輪日記後日狂言 ・ 伊勢音頭恋寝刃 竪 演博(2) ・ 日大(2)

229 中村 文化11.8.6 伊賀越乗掛合羽 横 演博 ・ 日大（3) ・ 東研 ・ 池田

230 中村 文化11.9.9 八陣守護城 ・ 惣一座色の世界 ・ 富ヶ岡屏風八景 ・ 壇浦兜軍記 横 演博 ・ 日大（2） ・ 東研

231 中村 文化11.11.21 二人聟座定第二番目 ・ 恋女房染分手綱 ・ 廓文章 横 演博（2） ・ 日大(3)

232 中村 文化12.1.15 伊達彩曾我雛形 横 演博 ・ 東図 ・ 東研

233 中村 文化12.3.5 五大力艶湊 横 演博 ・ 日大（2） ・ 東研

234 中村 文化12.3.5 其九絵彩四季桜 横 演博（3） ・ 日大(2)

235 中村 文化12.4.18 五大力艶湊第二番目 ・ ひらがな盛衰記 ・ 其九絵彩四季桜 横 演博(2)・日大(2)

236 中村 文化12.5.5 祇園祭礼信仰記 ・ 句兄弟菖蒲帷子 横 演博 ・ 日大 ・ 東研

237 桐 天明4.11 （式三番、桐座再興披露） 横 平野『鳥居清長画集』 署名「鳥居清長筆」。岩井半四郎
参加のことが記されているのでか
なり早くに作られたものか。

238 桐 天明4.11.1 （桐座再興口上図） 横 演博(2)•国会

239 桐 天明5.1.17 重重人重歌曾我 横 日大

240 桐 天明5.2.8 重重人重歌曾我第二番目・春昔由縁英 横 演博 ・ 国会 ・ 日大

241 桐 天明5.3.3 重重人重歌曾我第二番目大詰まで ・ 嬌柳妹背的 横 演博 ・ 日大（3)

242 桐 天明5.3.24 江戸仕立団七縞 横 演博（2） ・ 日大

243 桐 天明5.4.20 江戸仕立団七縞第二番目新狂言 ・ 乱髪夜編笠 ・ 式三番 横 演博 ・ 日大

244 桐 天明5.5.5 江戸仕立団七縞第二番目新狂言不残 横 日大

245 桐 天明5.7.21 千代始音頭瀬渡 横 浪博 ・ 日大

246 桐 天明5.8.1 千代始音頭瀬渡第二番目新狂言 竪 日大
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247 桐 天明5.8.15 千代始音頭瀬渡・蘊屋道満大内鑑 横 日大

248 桐 天明5.8.16 千代始音頭瀬渡第二番目不残 横 演博

249 桐 天明6.3.16 大飾寿曾我・若菜摘野路手段 横 演博・日大・東図

250 桐 天明6.5.15 大飾寿曾我第二番目 横 日大

251 桐 天明6.8.18 室町嬬文章 横 演博

252 桐 天明6.9.9 室町嬬文章第一番目新狂言・高麗菊浮名色入 竪 日大

253 桐 天明7.1.15 雪蒋視曾我 横 日大 「来ル十一日より」の 「一」のJ:に
墨書で 「五」と記入

254 桐 天明7.1.15 雪蒋視曾我 横 演博 上記の日付のみ改刻

255 桐 天明7.2.14 雪齊視曾我新狂言 横 日大

256 桐 天明7.3.5 都鳥弥生渡・花来睛色維 横 日大

257 桐 天明7.4.18 都鳥弥生渡第二番目 竪 日大

258 桐 天明7.9.9 天竺徳兵衛故郷取舵・紅葉実能中 横 日大

259 桐 天明8.2.20 浮名の初霞・世噂翌雪解 横 平野『鳥居清長画集』

260 桐 天明8.5.5 艶郷習昼夜正説 横 演博

261 桐 天明8.7.15 菅原伝授手習鑑 横 演博（2）・日大

262 桐 天明8.8.16 高尾宮本地開帳 横 日大

263 桐 天明8.9.9 高尾宮本地開帳第二番目新狂言・秋色姿菊蝶 横 演博・日大

264 市村 天明9.1.15 恋便仮名書曾我・誓文色謂謎 横 日大

265 市村 寛政1.3.3 其悌浅間嶽・石橋の所作 横 演博・日大（2)

266 市村 寛政1.4.5 恋便仮名書曾我第二番目・艶容垣根雪 横 演博・東図

267 市村 寛政1．閏6.8 太平記忠臣講釈 横 日大

268 市村 寛政1．□．13 （不明） 横 平野『鳥居清長画集』 辻番付の下絵を掲載

269 市村 寛政1.8.5 姿伊達契情容儀 横 日大 (2)

270 市村 寛政1.9.9 姿伊達契情容儀第二番目切狂言•西山路菊月 横 ボストン美術館

271 市村 寛政2.1.15 うれしく存曾我 横 日大
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272 市村 寛政2.2.1 うれしく存曾我第二番目 横 日大

273 市村 寛政2.3.15 花贈木母寺由来・吾嬬鳥娘道成寺・都鳥男浅妻・嬌柳朧黒髪 横 日大

274 市村 寛政2.5.9 有職鎌倉山 横 日大

275 市村 寛政2.6.15 四季風流彩色扇・ひらがな盛衰記・極彩色娘扇 横 演博・日大

276 市村 寛政2.9.9 義経腰越状 横 日大(2)

277 市村 寛政3.1.15 春色江戸絵曾我・百千鳥蝶羽根書 横 演博(2)・日大

278 市村 寛政3.2.16 春色江戸絵曾我第二番目新狂言・棲襄捉振袖 横 演博・日大

279 市村 寛政3.3.17 春色江戸絵曾我第二番目大詰 横 日大

280 市村 寛政3.4.2 筆要夷壺碑・助六花街二葉草 横 演博

281 市村 寛政3.6.12 義経千本桜 横 国会

282 市村 寛政3.8.1 仮名書室町文談 横 演博・日大

283 市村 寛政3.9.9 竹春吉原雀 竪 国会・日大

284 市村 寛政4.2.14 若紫江戸子曾我第二番目 横 東図 「来ル十四日より」の 「四」は塁書

285 市村 寛政4.2.16 若紫江戸子曾我第二番目 横 演博 「 来ル十六日より」の 「六」は畏
書。上記と同一のもの。

286 市村 寛政4.4.6 花楊櫨白髪岸柳 横 B大

287 市村 寛政4.8.5 むかしむかし掌白猿 竪 日大・東図

288 市村 寛政4.9.15 妹背山婦女庭訓 横 B大

289 市村 寃政5.2.1 貢曾我富士着綿・新曲かぐら獅子 横 日大・東図

290 市村 寛政5.3.15 貢曾我富士着綿第二番目新狂言・（助六） 横 日大

291 市村 寛政5.4.15 貢曾我富士着綿第二番目新狂言（大詰） 竪 日大(2)

292 市村 寛政5.5.13 仮名手本忠臣蔵 横 国会・日大

293 桐 寛政6.1.11 舞台花若栄曾我 横 演博

294 桐 寛政6.2.9 舞台花若栄曾我第二番目 竪 日大

295 桐 寛政6.3.3 舞台花若栄曾我第二番目新狂言 横 演博・日大

296 桐 寛政6.3.15 贔曳花鐘入 横 B大 r
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297 桐 寛政6.4.8 舞台花若栄曾我第三番目新狂言 竪 日大

298 桐 寛政6.5.5 敵討乗合話・花菖蒲思拌 横 ボストン美術館

299 桐 寛政6.5.27 若栄曾我まつり 竪 日大・東図

300 桐 寛政6.8.15 神露矢口渡・四方錦故郷旅路 竪 国会・日大 二丁の役割番付に改変したものあ
り

301 桐 寛政6.8.24 四方錦故郷旅路第三番目切狂言・姫小松子日の遊 横 演博・日大

302 桐 寛政6閏11.1 男山御江戸磐石第二番目 横 日大

303 桐 寛政7.1.15 再魁森曾我・浪花御別堕 横 ボストン美術館

304 桐 寛政7.2.1 再魁森曾我第二番目・八十八夜恨鮫鞘 竪 演博・国会

305 桐 寛政7.2.13 再魁森曾我後日狂言・八百やお七恋江戸染・筆茅針恋字 横 国会

306 桐 寛政7.4.15 仮名手本忠臣蔵 横 日大

307 桐 寛政7.5.12 染分手綱道中双六の段・忠臣蔵・蓬葺軒玉水・染分手綱十一段目 横 国会

308 桐 寛政7.6.4 三浦大助紅梅約•平家女護島・藍桔梗雁金五紋 竪 国会 (2)

309 桐 寛政7.6.17 藍桔梗雁金五紋・江戸紫娘道成寺 横 国会

310 桐 寛政7.7.17 妹背山婦女庭訓・糸蒲色苧環 横 国会

311 桐 寛政8.1.27 曾我大福帳・文枕閻初恋・隅田春妓女容性 横 演博・国会・日大

312 桐 寛政8.4.8 江戸花赤穂塩富 横 演博 (2)• 国会・日大（2)

313 桐 寛政8.5.5 恋闇皐月媛・壇浦兜軍記 横 国会 (2)・日大 「壇浦兜軍記」の部分だけ改刻し
たものと二種あり

314 桐 寛政8.5.20 恋闇皐月嫉・壇浦兜軍記・国性爺合戦 横 国会 (2)・日大

315 桐 寛政8.7.27 時花唄比翼三紋・菊花墟仇夢 横 国会 (4)・日大

316 桐 寛政8.9.9 時花唄比翼三紋切狂言・彦山権現誓助剣 横 演博•国会（2)・日大

317 桐 寛政8.9.25 彦山権現誓助剣切狂言・物ぐさ太郎 竪 国会 (2)・日大

318 桐 寛政9.1.13 大注連曾我門松・雛睦月三引•青楼詞合鏡 横 国会

319 桐 寛政9.1.17 大注連曾我門松・雛睦月三引・青楼詞合鏡 横 国会 上記の日付のみ改刻

320 桐 寛政9.3.17 太平記菊水之巻 横 国会 (2)・日大
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321 桐 寛政9.4.6 けいせい時雨桜•江戸紫娘道成寺・咲初花振袖 横 国会・日大（3)

322 桐 寛政9.5.17 藍桔梗雁金五紋•江戸紫娘道成寺 横 日大(2)

323 桐 寛政9.6.24 太平記忠臣講釈・積恋雪関扉 竪 国会・日大・東図

324 桐 寛政9．閏7.15 月武蔵野秋狂言・道行恋思荷 横 演博•国会・日大

325 桐 寛政9.9.9 菅原伝授手習鑑 横 国会(4)・日大(3)

326 桐 寛政10.1.15 着衣始小袖曾我・髭豆男廓文車 横 演博

327 桐 寛政10.3.3 澪標浪花眺・道行菜種裳 横 国会(3)

328 桐 寛政10.4.12 着衣始小袖曾我第三番目新狂言 横 国会・日大(2)

329 桐 寛政10.5.5 着衣始小袖曾我第四番目 竪 国会(3)・日大

330 桐 寛政10.5.21 蘭奢待新田系図 竪 国会(2)

331 桐 寛政10.6.7 道行恋飛脚 竪 日大

332 桐 寛政10.6.20 双蝶蝶曲輪日記・源屋道滴大内鑑・花鍼葛葉重 竪 国会(2)

333 桐 寛政10.7.29 智仁勇三面大黒・十二段月粧 横 国会(2)・日大

334 桐 寛政10.8.8 智仁勇三面大黒第二番目新狂言・大内山恋賊 竪 東図

335 桐 寛政10.8.16 新うすゆき物語・のべの書置・恋の橋つくし 横 国会(3)・日大(3)

336 桐 寛政10.9.9 其悌浅間嶽・相生獅子 ？ 東図

337 桐 寛政10.9.29 御存五大カ 竪 演博

338 市村 寛政10.11.1 （檄再興口上、翁） 横 演博

339 市村 寛政11.1.15 大紋日花街曾我・六玉川衡柵・花姿詠千金 横 国会・日大(4)

340 市村 寛政11.3.3 大紋日花街曾我第二番目新狂言（草履打） 竪 国会(4)・日大(2)

341 市村 寛政11.4.8 袷小袖血汐染色・道行比翼袖屏風・大紋日花街曾我第三番目新狂 横 演博・国会（2)・日大
言

342 市村 寛政11.5.5 本朝廿四孝 横 国会(2)・日大(2)

343 市村 寛政11.7.23 女文字筆陸 横 B大(2)

344 市村 寛政11.7.26 女文字筆陸 横 国会(4) 上記と同一。「来ル廿六Bより」の
「六」を畢書にしたものと改刻した
ものと二種あり。 笥



345 市村 寛政11.8.17 女文字筆陸・増補千両織・浮名夜月洩世中 横 国会・日大・東図

346 市村 寛政11.9.9 義経千本桜·差実爾初音色鳥•江戸紫男鑑 横 国会（3) ・日大・東図

347 市村 寛政12.1.15 梅蕉誉曾我・仇競恋姿見 横 国会・日大 (2)

348 市村 寛政12.2.12 楼門五山桐・瀬川の仇浪 横 国会（6) ・日大

349 市村 寛政12.3.3 楼門五山桐第一番目六建目 竪 国会 (2) ・日大

350 市村 寛政12.4.2 化粧六歌仙 竪 日大

351 市村 寛政12.4.14 楼門五山桐後日・蜘糸曳渦巻 竪 国会 (3) ・日大

352 市村 寛政12．閏4.2 男巻誓立願 横 国会 (3) ・日大・東図

353 市村 寛政12.5.10 ひらかな盛衰記 横 演博・国会 (2)

354 市村 寃政12.5.21 卿閾鳥の庵 竪 国会 (2) • B大

355 市村 寛政12.6.16 源平布引滝•五大力恋絨 竪 演博・国会・日大 (2)

356 市村 寛政12.6.18 源平布引滝•五大力恋絨 竪 国会 (2) 上記の日付のみ改刻

357 市村 寛政12.7.15 仮名手本忠臣蔵 横 国会 (4)

358 市村 寛政12.7.23 仮名手本忠臣蔵第二番目切狂言・酒山路菊月 横 演博
「
来ル廿三8より」の

「
三」は墨書

359 市村 寛政12.7.23 仮名手本忠臣蔵第二番目切狂言・7互山路菊月 横 国会 上記と同一。日付は版刻。

360 市村 寛政12.8.16 物ぐさ太郎 横 国会 (5) ・日大 (2)

361 市村 寛政12.9.9 菅原伝授手習鑑 横 国会 (2) ・日大

362 市村 寛政13.1.17 通花街馴初曾我・婆百人一首・恋いろは恕書始 横 日大

363 市村 享和1.2.17 通花街馴初曾我第二番目新狂言・今様雌雄喪石橋 竪 国会・日大

364 市村 享和1.3.3 比良嶽雪見陣立・桃桜雛世帯・道行恋蝶菜花盛 横 国会 (2) • B大 (2)

365 市村 享和1.4.14 全盛伊達曲輪入・茂懺悔睦言・増補むめのよし兵衛 横 国会・日大（3)

366 市村 享和1.5.21 祇園祭礼信仰記 竪 国会 (3)

367 市村 享和1.8.19 敵討認雁的 横 国会 (4) • B大・東図

368 市村 享和1.9.9 敵討認雁的第一番目大切 竪 日大

369 市村 享和1.9.27 敵討認雁的第二番目新狂言・堂島田実畳 竪 日大
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370 市村 享和2.1.19 三国一細盛・花恋月夜里 横 日大

371 市村 享和2.3.18 天滴宮菜種御供 横 国会

372 市村 享和2.5.19 太平記忠臣講釈・新艘本朝丸 横 国会(3)

373 市村 享和2.8.1 綽歌恋白浪・信田妻名残狐別・妥双吾妻菊 横 演博•国会・東図

374 市村 享和3．閏1.1 歳男徳曾我•江戸紫由縁十徳・乱候柳黒髪 横 演博•国会（2)・日大

375 市村 享和3.2.7 歳男徳曾我第二番目•江戸紫由縁十徳・乱候柳黒髪 竪 日大

376 市村 享和3.3.11 歳男徳曾我第二番目新狂言（草履打） 竪 演博・国会 寛政11.3.3市村座の版木を流用
し、顔・紋と文字の一部を改刻

377 市村 享和3.5.14 歳男徳曾我第三番目・のべの書残 竪 国会(2)• B大

378 市村 享和3.6.8 太平記忠臣講釈•五大力恋絨 竪 国会(3)• B大

379 市村 享和3.7.15 積恋雪関扉 竪 国会・日大

380 市村 享和3.8.7 義経千本桜・恋中車初音の旅•桂川細月見・恋栞萩玉鉾 横 演博・東図

381 市村 享和3.9.9 妹背山婦女庭訓 横 演博・国会(2)•日大(2)

382 市村 享和3.9.16 月名残誓約石山 横 演博・国会・東図

383 市村 享和3.9.24 仮名手本忠臣蔵 横 国会

384 市村 享和4ふ20 梅桜松曾我 横 国会(2)・日大(2)

385 市村 文化1.2.20 四花菱比翼吉原・其妹背花朧•四紅葉思恋深川・妻夫事雨柳 横 国会(4)• B大（2)・東図

386 市村 文化1.4.5 梅桜松曾我第二番目・卯花恋中垣・時鳥夢生玉 横 国会・日大・東図

387 市村 文化1.6.16 ひらかな盛衰記・青楼詞合鏡 竪 国会・日大（3)

388 市村 文化1.7.15 其悌浅間嶽 竪 国会・日大（2)・東図

389 市村 文化1.7.26 碁太平記白石噺 横 国会(2)• B大（2)・東図

390 市村 文化1.9.9 漢人韓文手管始•吉原俄番付・全盛操花車 横 国会

391 市村 文化2.2.16 花雲曙曾我•江戸性男鑑・末結女夫柳 横 国会(2)•池田

392 市村 文化2.12(3).3 花雲曙曾我第一番目・恋相場身請入札第二番目 竪 東図 「来ル十二月三日より」とあり

393 市村 文化2.3.3 花雲曙曾我第一番目・恋相場身請入札第二番H 竪 国会(2) 上記と同 一のもの。「来ル三月三
日より」とあり。



394 市村 文化2.3.27 伊達姿花見御殿・ニ世の縁青葉楓 横 国会(2)・日大(2)

395 市村 文化2.4.27 花菖蒲浮木亀山 横 国会・日大・東図(2)

396 市村 文化2.5.7 男作五雁金 竪 国会（3)・日大・東図

397 市村 文化2.5.13 花菖蒲浮木亀山第二番目・橘古巣玉垣 竪 国会・日大・東図

398 市村 文化2.6.12 双蝶々曲輪日記・姫小松子日の遊 竪 国会(2)・日大(2)

399 市村 文化2.7.15 源平布引滝・双蝶々曲輪日記・姫小松子日の遊 竪 国会(2)・日大(2)・東図

400 市村 文化2閏8.1 小室節錦江戸入・絃来着綿菊娠入・女郎花桂曙 横 演博・国会（4)・日大(2)

401 市村 文化2.9.9 木下蔭狭間合戦 竪 浪博(2)•国会(3)・日大・東図

402 市村 文化3.1.21 梅柳魁曾我・其画寅試筆 横 演博・国会・日大(2)•池田

403 市村 文化3.1.21 略三五大切・仇枕夢玉鉾•河原噂京諺・比翼鳥部山 横 演博・国会・日大（2)・東図

404 市村 文化3.3.3 梅柳魁曾我第二番目大詰新狂言 竪 演博・国会（2)・日大・東図

405 市村 文化3.4.14 仮名手本忠臣蔵 横 演博・国会（3）・東図・池田

406 市村 文化3.5.5 仮名手本忠臣蔵十段目十一段目 横 演博•国会（2)・日大(2)・東図

407 市村 文化3.6.18 波枕韓聞書 竪 国会・日大・東図

408 市村 文化3.9.9 湖月照天松 竪 演博•国会（3)・日大・東図

409 市村 文化3.9.17 花兄幡随長兵衛・恋結露菊蝶 横 演博・国会（3)・日大(2)・東図・池田

410 市村 文化3.9.27 織合檻襖錦 横 演博•国会（2)・日大(2)・東図

411 市村 文化4.2.5 壮平家物語 竪 演博・国会（2)・日大・東図

412 市村 文化4.3.7 橘盤代曾我・其庵模様五節句・往昔元吉原 横 演博(3)•国会（3)・日大・池田

413 市村 文化4.4.5 橘盤代曾我第二番目大詰・追善丸伊左衛門・道行菜種裳 横 国会(2)

414 市村 文化4.4.6 橘盤代曾我第二番目大詰・追善丸伊左衛門・道行菜種裳 横 国会・日大・東図 上記の日付のみ改刻

415 市村 文化4.5.5 栢頭岸柳島・京鹿子娘道成寺 横 演博・国会(3)

416 市村 文化4.6.20 三国妖婦伝•本律糸のしらベ 横 国会(5)• B大・東図

417 市村 文化4.8.22 金龍山創磐・魂線結千種朝露 横 国会(4)• B大

418 市村 文化4.9.16 金龍山創磐第二番目•桂川連理柵 横 演博•国会(4)• B大・東図
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419 市村 文化4.10.2 金龍山創磐第二番目大詰・けいせい返魂香・其手向法大津絵 竪 演博•国会（3）・東図

420 市村 文化5.1.13 月梅和曾我・解初霞帯曳・春商恋山崎 横 演博•国会（2)・東図・池田

421 市村 文化5.2.4 月梅和曾我第二番目・春商恋山崎 竪 演博•国会（2)・日大・東図

422 市村 文化5.3.3 伊達競阿国戯場・恨衣棟棠累 横 演博(3)•国会（2)・日大・池田

423 市村 文化5.4.8 伊達競阿国戯場後日狂言・道行初時鳥 横 日大 「 来ル八日より」の 「八」の上に
「九」と墨書

424 市村 文化5.4.9 伊達競阿国戯場後日狂言・道行初時鳥 横 演博・国会・日大・東図

425 市村 文化5.5.5 仮名手本忠臣蔵 横 演博（3)•国会（2)・日大・東図・池田 図の部分は文化3.4.14を流用し紋
を改刻

426 市村 文化5.5.16 本朝廿四孝 横 演博(3)•国会（2)・日大・東図

427 市村 文化5.5.16 垣衣卿手向発心 横 演博(3)•国会（3)・日大・東図

428 市村 文化5．閏6.6 彩入御伽舛・蝉時雨恨刃 横 演博・国会（2)・日大（2)・東図（2)•池田

429 市村 文化5．閏6.8 彩入御伽岬・蝉時雨恨刃 横 国会 上記の日付のみ改刻

430 市村 文化5.7.5 彩入御伽岬後日狂言 竪 演博（2)•国会（2)・日大

431 市村 文化5.7.25 時桔梗出世請状 横 演博(3)•国会（2)・日大・東図・池田

432 市村 文化5.8.10 時桔梗出世請状後日・是筐残高麗屋縞 横 演博（2)•国会・日大・東図・池田

433 市村 文化5.9.9 鳴響御未刻太鼓 横 演博(3)•国会（2)・日大・東図

434 市村 文化5.9.21 嗚響御未刻太鼓第二番目・三扇法絵合 竪 日大

435 市村 文化5.9.22 鳴響御未刻太鼓第二番目・三扇法絵合 竪 浪博•国会・東図 上記の日付のみ改刻

436 市村 文化6.4.5 霊験曾我雛・元為見花所領椎 横 演博(3)•国会（3)・日大(2)•池田

437 市村 文化6.5.5 霊験曾我簾第二番目新狂言 横 演博•国会（2)・日大・東図

438 市村 文化6.6.12 日本振袖始・御祭礼端午帷子 横 演博（2)•国会・日大・東図

439 市村 文化6.6.24 薦屋道満大内鑑・道行信田二人妻 竪 浪博（2)•国会・日大（2)・東図

440 市村 文化6.7.15 魂祭お七の追善・新媛房雛世話事・道行手向の花呂 横 演博(3)•国会・日大・東図

441 市村 文化6.8.17 ひらがな盛衰記・富岡恋山開 横 演博（2)・日大・東図

442 市村 文化6.9.16 高麗大和皇白浪 横 演博(3)•国会・日大・池田
に
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443 市村 文化7.1.15 春栄松曾我・祐成寄書初・心謎解色糸 横 演博(3)・日大(2)

444 市村 文化7.3.6 楼門五山桐・勝相撲浮名花触・風誘鐘四竹 横 演栂（3)•日大(3)•池田

445 市村 文化7.4.12 楼門五山桐後日・沢紫鹿子道成寺 横 演博(3)•国会・日大(2)・東図

446 市村 文化7.5.5 絵本合法衛 横 演博・国会・日大・池田

447 市村 文化7.6.22 閏扇墨染桜・尾上の鐘忍夜話 横 演博（3)•国会・日大（3)•池田

448 市村 文化7.7.15 閏扇墨染桜増補新狂言・尾上の鐘忍夜話 竪 演博(2)・日大(3)・東図

449 市村 文化7.8.17 当秋八幡祭 横 演博(2)•国会（2)・日大・池田

450 市村 文化7.9.15 当秋八幡祭第二番目大切·千種の花色世盛 横 演博（3)•国会・日大(2)・東図

451 市村 文化8.1.17 諏蓬莱曾我・仕立柾昔綺・袖浦誓中偕 横 演博(4)•国会・日大(3)・東図・池田

452 市村 文化8.2.18 諏蓬莱曾我第二番目・助六所縁江戸桜 横 演博・東図・池田

453 市村 文化8．閏2.3 諏蓬莱曾我第二番目（草履打） 竪 演博

454 市村 文化8.3.6 陰話水滸伝・七枚続花の姿絵 横 演博(2)• B大

455 市村 文化8.4.8 陰話水滸伝第二番目後日狂言・七枚続花の姿絵 竪 演博(2)•国会・日大(2)・東図

456 市村 文化8.5.1 伊賀越乗掛合羽 横 演博(2)• B大（2)・東図・池田

457 市村 文化8.5.5 伊賀越乗掛合羽大切 横 国会・日大(2)

458 市村 文化8.5.17 御註文仕入茜染 横 演博（3)・日大・東図

459 市村 文化8.7.18 玉藻前尾花錦繍・苅枕露濡事・謎帯一寸徳兵衛 横 演博(4)•国会・日大(2)

460 市村 文化8.9.16 義経千本桜・道行初音旅 横 演博(2)・東図・池田 初日は貼紙か改刻

461 市村 文化9.1.17 初萩鶯曾我・三津朝床敷顔触・色一座梅椿 横 演博・池田

462 市村 文化9.3.5 姿花江戸伊達染・其悌浅間嶽・深見草相生獅子 横 演博(2)• B大（2)・東研・池田

463 市村 文化9.4.11 姻山姥 竪 演博・日大（2)

464 市村 文化9.5.5 菖蒲太刀利生鑑 横 演博(3)

465 市村 文化9.5.11 妹背山婦女庭訓・誂糀子帯屋 横 演博(2)・日大

466 市村 文化9.6.16 京詣雷神桜 横 演博(4)• B大(2)•池田

467 市村 文化9.6.16 其姿まゐらせ候・散書仇名かしく 横 演博(2)• B大(2)•池田
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468 市村 文化9.9.1 菅原伝授手習鑑 横 演博 (2) ・日大 (2)

469 市村 文化10.1.26 花挿悌曾我・牛房髭御節献立・花昏待乳山清攪・濡扇恋朧夜 横 演博・日大（3)

470 市村 文化10.3.12 添削信仰記・心中嫁菜露・妥咲似山桜 横 演博 (4) ・日大 (2)

471 市村 文化10.4.5 仮名手本忠臣蔵・妥咲似山桜 横 演博・日大

472 市村 文化10.6.24 ひらがな盛衰記・釜渕双級巴・近頃河原の達引 横 演博 (2) ・日大 (2)

473 市村 文化10.8.15 尾上松緑洗濯話・累渕掬其後・閏絃姿八景 横 演博（3）・日大 (2)

474 市村 文化11.3.3 隅田川花御所染・都鳥名所渡 横 日大

475 市村 文化11.5.19 復再松緑刑部話・微三升四季俳優 横 演博・東図

476 市村 文化11.5.22 復再松緑刑部話・傲三升四季俳優 横 演博（2) ・日大（4) ・東図 上記の日付のみ改刻

477 市村 文化11.6.16 桂JI I緑仇浪 竪 日大 (3)

478 市村 文化11.7.24 新織博多縞入船•もと様参かしく文月 横 演博 (2) ・日大 (2)

479 市村 文化11.8.10 新織博多縞入船切狂言・廓文章 竪 演博・日大 初日の日付は改刻

480 市村 文化11.8.11 新織博多縞入船切狂言・廓文章 竪 演博・日大（2) 上記の日付のみ改刻

481 市村 文化11.8.28 染細竹春駒 横 演博 (3) ・日大 (2)

482 市村 文化11.9.14 染細竹春駒大切•四季写記念紅筆 横 演博 (2)

483 市村 文化12.1.15 増補富士見西行・其蓋色三組 横 日大 (2)

484 市村 文化12.2.8 増補富士見西行第二番目大詰・御存江戸絵風流 竪 演博（2）・日大（3)

485 市村 文化12.3.3 義経千本桜 横 演博（2）・日大（3)

486 市村 文化12.3.17 義経千本桜後日第二番目・八重霞桜花掛合 横 演博（2）・日大 (3)

487 市村 文化12.4.12 義経千本桜後日狂言第二番目・郭公色夜話・八重霞桜花掛合 横 演博（2）・日大 (2)

488 市村 文化12.5.19 箱根霊験壁仇討・今様須磨の写絵 横 演博 (4) ・日大

489 森田 天明6.2.9 花御江戸恵曾我・振袖染分道成寺・色手綱前髪角カ 横 演博・日大

490 森田 天明6.3.9 花御江戸恵曾我第二番目 横 演博

491 森田 天明6.5.23 花御江戸恵曾我後日・国性爺合戦 竪 演博

492 森田 天明7.1.15 花入庵初会曾我 横 演博
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493 森田 天明7.2.11 花入庵初会曾我第二番目新狂言・京鹿子娘道成寺 竪 演博

494 森田 天明7.3.18 花入廂初会曾我第二番目新狂言・散残花只鳥 竪 演博

495 森田 天明7.4.17 花入廂初会曾我第二番目大詰 竪 演博・日大

496 森田 天明8.1.21 雛形稚曾我 横 演博

497 森田 天明8.3.7 雛形稚曾我第一番目第二番目・垣衣恋写絵 横 演博・日大

498 森田 天明8.4.9 仮名手本忠臣蔵 竪 演博

499 河原崎 寛政3.2.7 初緑幸曾我 竪 演博・日大（2)

500 河原崎 寛政3.3.3 初緑幸曾我第二番目・過恋深山桜 横 浪博

501 河原崎 寛政3.4.15 初緑幸曾我第二番目三幕新狂言 横 演博・日大

502 河原崎 寃政3.5.5 初緑幸曾我第二番目残らず・席書墨絵の富士 横 演博・日大

503 河原崎 寛政3.6.17 女達高麗屋経緯 竪 演博・日大 左下には 「六月十五日ヨリ」とあり

504 河原崎 寛政3.8.1 増補夏祭中の巻・細工業雛出来秋 横 演博・日大（2) ・東図

505 河原崎 寛政3.9.9 女達高麗屋経緯十一段目二幕 横 演博・日大

506 河原崎 寛政3.9.22 女達高麗屋経緯十一幕続下の巻 竪 演博・日大

507 河原崎 寃政3.9.27 女達高麗屋経緯切狂言・俊寛島物語 横 演博・日大

508 河原崎 寛政4ふ23 けいせい金秤目 竪 演博・日大

509 河原崎 寃政4.3.3 けいせい金秤目第二番目 竪 演博・日大

510 河原崎 寃政4.4.6 けいせい金秤目第二番目・恋衣縁初桜 横 演博・日大

511 河原崎 寛政4.4.18 けいせい金秤目第二番目大詰・杜若七重の染衣 横 演博

512 河原崎 寃政4.5.5 忠臣伝仕形講釈・富貴曾我裾野睦 横 演博

513 河原崎 寃政4.6.20 極彩色娘扇 竪 演博

514 河原崎 寛政4.8.23 神明祭祀女団七・花信時雨森・蔽屋道満大内鑑 横 演博・日大

515 河原崎 寛政5.1.13 御前懸相撲曾我 横 演博・日大

516 河原崎 寛政5.2.1 御前懸相撲曾我第二番目 横 演博・日大

517 河原崎 寛政5.3.4 御前懸相撲曾我第二番目・桜花恋巣籠 横 演博・日大・東図
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518 河原崎 寛政5.4.2 御前懸相撲曾我第二番目・英名鏃五郎 横 演博・日大

519 河原崎 寛政5.5.5 潤色八百屋お七・時鳥夢路恋 横 演博・日大・東図

520 河原崎 寛政5.5.27 寛活そがまつり 横 演博・日大

521 河原崎 寛政5.7.15 潤色八百屋お七続狂言三幕 横 日大

522 河原崎 寛政5.7.20 潤色八百屋お七続狂言三幕 横 演博 上記の日付のみ改刻

523 河原崎 寛政5.8.7 姫小松子日の遊 横 演博・日大

524 河原崎 寛政5.8.24 姫小松子日の遊続狂言三幕 竪 演博・日大

525 河原崎 寛政5.9.17 姫小松子日の遊続新狂言二幕•江戸紫娘道成寺 横 演博・日大

526 河原崎 寛政5.11.15 三扇屋所縁紙子・花麗源氏花咲門 竪 演博

527 河原崎 寛政6.1.13 御曳花愛敬曾我 横 演博・日大

528 河原崎 寛政6.3.3 御曳花愛敬曾我第二番目・色雉子浮名夜桜 横 演博

529 河原崎 寛政6.4.2 御曳花愛敬曾我第二番目・色垣衣娘筐 横 演博

530 河原崎 寛政6.5.5 恋女房染分手綱・時鳥花有里・義経千本桜 横 演博・日大

531 河原崎 寛政6.5.27 曾我まつり 横 演博

532 河原崎 寛政6.8.7 二本松陸奥生長・桂川月思出 横 演博・東図

533 河原崎 寛政6.9.9 二本松陸奥生長第二番目新狂言・紅葉褐錦滝 横 演博

534 河原崎 寛政6.9.21 仮名手本忠臣蔵 竪 演博・日大

535 河原崎 寛政6．閏11.1 松貞婦女楠・春待猫妻乞 横 演博

536 河原崎 寛政7.2.7 注連筋吉例曾我 横 演博•国会 初日の 日付「十五日」の上から
「七B」と墨書

537 河原崎 寛政7.8.1 全盛東伽羅・色懺悔野辺花道 横 国会(2)

538 河原崎 寛政7.9.9 全盛東伽羅第二番目 竪 国会・日大

539 河原崎 寛政7.9.21 妹背山婦女庭訓 竪 国会

540 河原崎 寛政8.2.2 柳桜曾我憤·仇恋名画の通路 横 国会・日大・東図

541 河原崎 寛政8.3.25 太平記忠臣講釈・亀屋縞裏山富貴・燕鳥故郷軒 竪 日大

542 河原崎 寛政8.8.5 けいせい水滸伝・丹前出口揚柳島 横 国会・日大 r
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543 河原崎 寛政9.1.20 富士見里和曾我・思春娘嬌巳年 横 国会(2)

544 河原崎 寛政9.3.3 富士見里和曾我・助六廓桜人 横 日大

545 河原崎 寛政9.4.8 富士見里和曾我第二番目新狂言 横 日大

546 河原崎 寛政9.4.9 富士見里和曾我第二番目新狂言 横 国会・日大

547 河原崎 寛政9.4.25 関取菖蒲稀 竪 演博

548 河原崎 寛政9.5.5 関取菖蒲稀 竪 国会(2)・日大 上記の日付のみ改刻

549 河原崎 寛政9.6.8 富士見里和曾我後日狂言•関取菖蒲稀 竪 国会(3)・千葉市美術館

550 河原崎 寛政9.7.20 時今蓮花魁・詩和歌分根牡丹 横 国会・日大

551 河原崎 寛政9.8.15 とくさま参お初天神・全盛操花車 横 国会・日大

552 河原崎 寛政9.9.3 貢物志賀入船 横 国会(2)• B大・東図

553 森田 寛政10.2.1 鏡万代曾我・市川団蔵待受噺・東下花関札 横 国会・日大

554 森田 寛政10.2.3 市川団蔵待受噺 竪 国会

555 森田 寛政10.7.15 桂男刃大剣・織合檻捜錦 横 国会・日大（3)・東図

556 森田 寛政10.8.16 源平布引滝 竪 国会•H大

557 森田 寃政10.9.9 妹背山婦女庭訓・振袖隅田川・両顔月姿絵 横 国会(2)・日大・池田

558 森田 寛政11.1.13 彦山権現誓助剣 横 国会(2)・日大

559 森田 寃政11.3.11 伊達衣裳曲輪好・八重単操の桜戸 横 国会(4)・日大

560 森田 寛政11.4.6 伊達衣裳曲輪好・京鹿子娘道成寺 竪 国会(4)・日大

561 森田 寛政11.5.7 菅原伝授手習鑑・京鹿子娘道成寺 竪 演博・国会・日大

562 森田 寛政11.6.19 関取千両織・姻袖鏡 竪 国会

563 森田 寛政11.9.9 仮名手本忠臣蔵・三度笠恋の乗掛 横 国会・日大(2)

564 河原崎 寛政13.1.17 的当歳初寅曾我・奇花文渦巻 横 演博・国会(2)

565 河原崎 享和1.2.13 花鳥朧乗掛•月梅思春雨 横 演博・国会・日大

566 河原崎 享和1.3.3 的当歳初寅曾我第二番目 横 演博・国会(2)

567 河原崎 享和1.3.25 的当歳初寅曾我第二番目・江の島奉納見台 横 演博・国会・日大
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568 河原崎 享和1.5.7 皐花吉岡染 横 国会(2)

569 河原崎 享和1.5.25 的当歳初寅曾我御祭・花屋台見物左衛門 竪 演博

570 河原崎 享和1.7.15 妹背山婦女庭訓 横 演博•国会（3)・日大・東図

571 河原崎 享和1.8.13 蕨紫四季の家橘 竪 演博•国会・日大

572 河原崎 享和1.9.15 仮名手本忠臣蔵 竪 演博(2)•国会(3)・東図

573 河原崎 享和1.9.15 仮名手本忠臣蔵 3T 国会 上記のものを役割番付に仕立て
直したもの。

574 河原崎 享和1.11.9 （名歌徳三升玉垣•四立目） 竪 演博 本屋半兵衛版。清長ではない。

575 河原崎 享和2.1.29 初紋日扮飾曾我・三浦の片貝操車 横 演博・国会(2)

576 河原崎 享和2.3.3 初紋日扮飾曾我第二番目・結拗鹿子道成寺 竪 演博・国会(2)

577 河原崎 享和2.4.5 郭公相宿話・結拗鹿子道成寺 横 演博・国会・東図

578 河原崎 享和2.5.5 郭公相宿話第二番目 横 演博・国会(2)• B大

579 河原崎 享和2.6.24 夏祭浪花鑑 竪 演博

580 河原崎 享和2.8.10 （参考）柱立披露口1:書 横 国会 絵入

581 河原崎 享和2.9.29 九月花双重雛形・源平布引滝•お俊伝兵衛・道行栄花月 横 演博・日大

582 河原崎 享和2.11.21 義経千本桜 竪 日大

583 河原崎 享和3．閏1.13 世響音羽桜・娘形外媚道成寺 横 演博・国会・日大・東図

584 河原崎 享和3.2.2 姫小松子の日遊・伊勢音頭恋寝剣・娘形外媚道成寺 横 演博・国会（2)• B大

585 河原崎 享和3.8.17 花櫓助飛入相撲・色揚古手屋仕込・紅葉瀬川月 横 演博・国会・日大(2)

586 河原崎 享和4.2.6 戯場花女絵曾我・蝶鮨松太夫・ニ人女房仲も由兵衛 横 国会(2)

587 河原崎 文化1.3.11 戯場花女絵曾我第二番目大詰・恋衣悌花王 竪 演博・国会・東図

588 河原崎 文化1.5.15 おやま紅対艶姿 横 演博・国会

589 河原崎 文化1.7.3 天竺徳兵衛韓噺 竪 演博・国会・日大

590 河原崎 文化1.7.3 天竺徳兵衛韓噺 3丁 国会 上記のものを役割番付に仕立て
直 し たもの。 上記に 「 河 原長十
郎」とあったものを 「 河原崎長十
郎」に直している。
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591 河原崎 文化1.8.13 天竺徳兵衛韓噺第二番目後日・色取名画家土産・七種秋錦絵 横 演博・国会(2)

592 河原崎 文化1.9.12 恋手取相撲番付 横 演博・国会・日大

593 河原崎 文化1.9.29 仮名手本忠臣蔵 横 演博・国会（2)・日大・東図

594 河原崎 文化2.2.1 御江戸花賑曾我・初霞由縁蝶 横 演博・国会（3)・日大

595 河原崎 文化2.3.21 御江戸花賑曾我後日・（鏡山故郷錦絵）・助六由縁江戸桜 横 国会

596 河原崎 文化2.6.10 仮名手本忠臣蔵 竪 演博・東図

597 河原崎 文化2.7.15 仮名手本忠臣蔵第十段目 竪 演博・国会(2）・東図

598 河原崎 文化3.1.23 三津誉会稽曾我・睦暑蘇猿隈 横 国会(2)・東図

599 河原崎 文化3.3.3 三津誉会稽曾我・京鹿子娘道成寺 竪 演博・国会

600 河原崎 文化5.1.13 ひらかな盛衰記・染模様妹背門松・翠恋柳朧夜 横 演博・国会・東図

601 河原崎 文化5.3.17 菅原伝授手習鑑 横 国会・日大

602 森田 文化5.4 森田座再興（式三番曳） 横 国会(2)•池田 「鳥居清長画」とあり

603 森田 文化5．閏6.1 時為得花栄森田・垣衣昔雛形・棲榜恋賤女 横 国会(2)・東図・池田(2)

604 森田 文化5．閏6.22 ー谷撒軍記・姫小松子Bの遊 竪 演博・国会

605 森田 文化5.9.19 双蝶々曲輪日記・平家女護島 竪 演博・東図

606 森田 文化6.1.25 御贔展新玉曾我・御慶候初音の感・花暦開紀行 横 演博・国会（2）•池田

607 森田 文化6.2.18 花暦開行記第二番目・道行柳春雨 竪 国会

608 森田 文化6.3.3 其往昔恋江戸染•新媛房雛世話事・道行手向の花曇 横 国会・日大・東図

609 森田 文化6.6.11 阿国御前化粧鏡 横 演博・国会・日大・池田

610 森田 文化6.8.16 義経千本桜・けいせい返魂香・有土佐容形写絵 横 東図

611 森田 文化6.9.9 けいせい返魂香・有士佐容形写絵•関取二代勝負付・廓文章 横 演博

612 森田 文化6.11.12 四天王撤功・山又重山雲彩色 竪 演博

613 森田 文化7.1.23 八陣守護城・刀屋半七浮名の深川・恋路の真崎 横 演博・国会・池田

614 森田 文化7.3.3 八陣守護城第二番目・隅田川続悌・鐘嗚朧写絵 横 国会・東図・池田

615 森田 文化7.4.2 柵自来也談 横 演博
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616 森田 文化7.4.5 柵自来也談 横 演博・日大・池田 上記の日付のみ改刻

617 森田 文化7.5.11 太平記忠臣講釈 横 演博•国会・日大(2)

618 森田 文化7.6.1 太平記忠臣講釈切狂言・世話料理八百屋献立 竪 国会・日大

619 森田 文化7.6.24 男盛浪花姓・堀川のだん 竪 演博

620 森田 文化7.7.5 男盛浪花姓・堀川のだん・綴合会稽錦 竪 演博・国会

621 森田 文化7.9.13 今昔小栗栖文談・恋飛脚大和往来・三種笠慈愛旅路 横 演博・日大

622 森田 文化8.2.23 台賀栄曾我・花姿詠千金 横 演博・東図・池田

623 森田 文化8.3.5 台賀栄曾我後日・祇園祭礼信仰記・英執着獅子 横 演博•国会・東図・池田

624 森田 文化8.3.7 英執着獅子 横 東図

625 森田 文化8.3.21 祇園祭礼信仰記切狂言・花後H妓女風俗 竪 演博

626 森田 文化8.4.6 仮名手本忠臣蔵・旅枕姿花娠 横 国会・日大（2)・東図

627 森田 文化8.4.8 仮名手本忠臣蔵・旅枕姿花娠 横 演博 上記の日付のみ改刻

628 森田 文化8.5.10 仮名手本忠臣蔵新狂言 横 日大(2)

629 森田 文化8.6.8 義経千本桜•関初音杉鳥 竪 演博・日大

630 森田 文化8.8.4 漢人韓文手管始・蕨屋道満大内鑑・今昔同中宮 横 演博(2)•国会・日大

631 森田 文化8.8.16 證屋道満大内鑑第二番目・縫習帯屋信濃屋・名月桂川浪 竪 演博・国会

632 森田 文化8.9.17 俊寛双面影•本朝廿四孝 横 演博（2)・日大・池田

633 森田 文化8.10.6 本朝廿四孝•江戸紫流石男気・積恋雪関扉 横 演博（3)・日大・池田

634 森田 文化9.4.14 友集重島原細記・伊勢音頭恋寝剣 横 演博・日大（2)

635 森田 文化9.5.5 増補安達原・さる程重情一諷・花妻浮名井筒顔 横 演博（2）・日大

636 森田 文化9.5.28 増補安達原・さる程重情一諷・新累世俗話 竪 演博・日大・池田

637 森田 文化9.6.18 行平磯馴松・恋飛脚大和往来・形見忍夫摺・道行浮名の時付 竪 演博（2）・日大

638 森田 文化9.7.15 行平磯馴松・恋飛脚大和往来・恋女房染分手綱・恋男調松風・道 竪 日大・池田
行浮名の時付

639 森田 文化9.8.20 其往昔恋江戸染・新媛房雛世話事・手向草霧の写絵 横 演博(2)・日大
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640 森田 文化9.9.9 扇矢数四拾七本・箪陽謎の常磐津・新媛房雛世話事・手向草霧の 横 演博(2)・日大
写絵

641 森田 文化9.9.23 扇矢数四拾七本・頂陽謎の常磐津・女鉢木・参らせ候根引曙 横 演博

642 森田 文化10.1.17 例服曾我伊達染 横 演博・日大

643 森田 文化10.3.5 浜真砂劇場絵本・お染久松色読販・心中翌の噂 横 演博(4)・日大

644 森田 文化10.4.6 浜真砂劇場絵本後日・五大力恋鍼 横 演博・日大

645 森田 文化10.4.18 源平布引滝 竪 日大

646 森田 文化10.5.7 曾我祭侠競 横 演博・日大

647 森田 文化10.5.20 （仏舎利） 横 日大

648 森田 文化10.6.17 尾上松緑洗濯話・閏絃姿八景 横 演博

649 森田 文化10.6.20 尾上松緑洗濯話・閏絃姿八景 横 演博(2)・日大 上記の日付のみ改刻

650 森田 文化10.9.11 男一疋達引安売 横 演博・日大

651 森田 文化10．閏11.7 （戻橋閏顔鏡） 横 日大（2)

652 森田 文化11.1.10 双蝶仝仮粧曾我・其心春朧夜 横 演博・日大・東図

653 森田 文化11.3.12 妹背山婦女庭訓・隅田川続悌・両顔月姿絵 竪 演博（2）・日大（2)

654 森田 文化11.5.11 仮名手本忠臣蔵 横 演博（2)・日大・東図

655 森田 文化11.6.16 恋女房染分手綱 竪 演博

656 森田 文化11.6.29 恋女房染分手綱・伊達競阿国戯場 竪 演博

657 河原崎 文化12.4吉 （河原崎座再興・式三番斐） 横 演博・日大・東研 「鳥居清長筆」とあり

658 河原崎 文化12.5.11 時今摂握虎・杜若艶色紫 横 演博（2）・日大

参考 河原崎 文化12.6.28 懸紅葉汗顔見勢・垂帽子不器用娘・寿二人狸々 横 演博(2)・東研・池田 顔見世番付形式。「絵師鳥居清
峯筆」とあり
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｀ 悪禦

iJ��榮以辻
＇

『虚迎定啜生[Ig編1III磁』S 「 婆画

辻[Ig1III姦」「溢怜臨字・涎社・返涎・呈涎怜辻[Ig1III磁」
「翌崇国辻[Ig1III磁」S舞製如至挙→心

゜

睾挙匿・云零迂『編1III磁』以坦0心
゜

「 乏」「生[lg�」S圭竺定禁函も口出活令S芯基筈,....)

心
゜

涵壬S辻[lg以竺 「 乏」0四以＊呂如字,...)心
゜

涵,....)

2 「 芝」必睾潔 「 芝」S封全心蔓以字,....)心
゜

心沢

,._j' 匡l据蓉以譴ヤ心涵区�, 泌臨如型呈→心
゜

定禁四皿SAぐ心 「造隧（以話）」S涵繋S要呈迂冬

茎縣室以医製⇒心
゜

版画作品日録

1大判

No. 作品名 続絵 版元 年代（西暦） 所蔵（文献） 備考

1 • 20 当世遊里美人合 たち花 BER 

2·4 雛形若菜の初模様 松葉屋瀬川 1784。図録の浅野論文参照

2·5 雛形若菜の初模様 大文字屋内まいずみ BER 

3·2 風俗東之錦 （町家の妻と娘と小僧） ギリシャ国立アジア美
術館

4·2 風流三つの駒 （馬貝） BER 礫川

6·6 美南見十二候 （八月 月見の宴） ヨハネスバーグ美術館
（左）

7·4 （官女）（清少納言） ギリシャ国立アジア美
術館

7·5 （官女）（女三の宮） ギリシャ国立アジア美
術館

11·5 子宝五節遊 （重陽） BER 

13·3 子宝五節遊 （端午） ギリシャ国立アジア美
術館

15 （大川端の夕涼） 岬（左） に
8



18 （宮士の巻狩り） リー トベルグ美術館

22·a （牛若丸と浄瑠璃姫） ギリシャ国立アジア美
術館（中・左）

30 （仲の町の桜） BER（左） 1785。次項の追記参照

32 （仲の町の牡丹） 1786。次項の追記参照

41 （洗濯と張り物） ギリシャ国立アジア美
術館（中）

43 （初春の越後屋） ヨハネスバ ー グ美術館
（中）

49 （吉原炊々楼遊興） ギリシャ国立アジア美
術館（左）

55 （三代目瀬川菊之丞の小糸、山下万菊の賤機姫、三代目 HAM 

沢村宗十郎の大友常陸介、浄瑠璃二代目宮本豊前太
夫、脇語り富本斎宮太夫、三絃名見崎徳治）

67 （三代目市川八百蔵の揚巻の助六、中村里好の揚巻、五 ギリシャ国立アジア美
代目市川団十郎の髭の意休、二代目市川門之助の白酒 術館（右）
売、市川海老蔵の禿あげは、中村彦太郎の禿小ちょう）

76 （三代目沢村宗十郎の頼朝、山下万菊の政子、中村里好 HUAMをフリーア ・ アン
の清滝） ド・サックラ ー美術館に

変更

82 （三代目沢村宗十郎の曾我五郎、三代目市川八百蔵の 足立区立郷土博物館
白菊の亡霊、五代目市川団十郎のでく六兵衛、浄瑠璃
二代目富本豊前太夫、脇語り富本斎宮太夫、三絃名見
崎徳治）

102 （三代目瀬川菊之丞の石橋） リー トベルグ美術館

*553 （三代目瀬川菊之丞と四代目岩井半四郎の回礼姿） 総屋重三郎 1791~93 クリスティ ーズ・ニュ ー 極印あり
ヨーク1996.3

109 （天狗を凧にして揚げる金太郎） ギリシャ国立アジア美
術館

118 （熊に乗る金太郎） ギリシャ国立アジア美
術館

ooc
 



121 （芝居ごっこの金太郎） 『白潮山荘浮世絵鑑賞 』 (1958) 掲載品に
1805年11月または12月の改印あり

130 （仔犬をひく金太郎） リ ー トベルグ美術館
ギリシャ国立アジア美
術館

135 （猪に乗る金太郎） ヨハネスバー グ美術館

144 （牛若丸と弁慶） ギリシャ国立アジア美
術館

145 （旗本の妻と侍女二人、供の男） 「旗本」を「武家」に訂正

*149 （鳥居前の女たち） 2枚続 左図に相当する作品が 従来紹介されていたのは2枚続の右図。次項
『日本版画美術全集』 の追記参照。
第3巻及びクリスティ ー

ズ・ニュ ー ヨ ー ク1997.
11に載る

150 （観梅の人々） 削除。勝川春潮の作品。

*554 （矢の根五郎） 江崎屋吉兵衛 1789~93頃 『白潮山荘浮世絵鑑 武者絵
賞』(1958)

D間判

*154•5 1 音曲手ことの遊 （舟に乗る芸者） クリスティ ーズ・ニュ ー

ヨ ーク2003.9

m 中判

159·3 風流十二気候 やよひ ギリシャ国立アジア美
術館

* 161 • 10 山玉御祭礼 小網町三丁分 筒井筒踊やたい 西村屋与八 1780 リー トベルグ美術館

163 • 7 （唐子遊び）（碁でけんかする唐子たち） ギリシャ国立アジア美
術館

*163·8 （唐子遊び）（子をとろ子とろの遊びをする唐子たち） ギリシャ国立アジア美
術館

169·4 叉江花 （店前の若者と仲居） 副題を（水茶屋三人女）に訂正

178-7 青楼仁和嘉尽 京町一丁目 龍神はやし練りもの 副題を「京町一丁目 龍しんはやしねりも
の」に訂正 6
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182· 5 美南見十二候 五月 ヨハネスバーグ美術館

182·8 美南見十二候 八月 ギリシャ国立アジア美
術館

184 • 10 児女宝訓女今／II 人の中言を企て … ギリシャ国立アジア美
術館

186·2 誹風柳多留 腰帯を… リー トベルグ美術館

187·4 教歌十首 （不作法） ギリシャ国立アジア美
術館

188· 2 江戸八橋 日本橋 ヨハネスバーグ美術館

193 風流江都之亡コ 作品名の亡コを削除

197 • 1 誹風柳多留 うつつにも … HAM 

198·9 女風俗十寸鏡 （芸者） ギリシャ国立アジア美
術館

200 江都七福神まいり 1793か。図録の浅野論文参照

202·4 東風俗略十種香 （旗本の娘と侍女） 「旗本」を「武家」に訂正

202· 5 東風俗略十種香 （旗本の妻と侍女） 「旗本」を「武家」に訂正

202· 6 東風俗略十種香 （遊女花扇の揚屋入り） 副題を「遊女道中」に訂正

or
 

N小判

*237· 7 戯童十二気候 三月（汐干狩） 西村屋与八 「2009新春版画目録 」
99頁

239·4 風流略六玉川 高野 ギリシャ国立アジア美 2丁掛の左
術館

239· 5 風流略六玉川 千鳥 ギリシャ国立アジア美 2丁掛の右
術館

244· 5 六歌仙 在原業平 副題を「在原業平朝臣」に訂正

*245·9 三ヶ津涼十景 両国 個人

*246· 10 風俗十二通意 （品川遊所） インディアナ大学附属
美術館



v 細判

257 細川勝元 （二代目）市川高麗蔵 HUAMをフリ ーア ・ アン
ド ・ サックラ ー美術館に
変更

*306 （二代目市川八百蔵の助六）（四代目）岩井半四郎のけい 2枚続 所蔵不明（右） ヨハネ
せいあげ巻 スバーグ美術館（左）

*555 （二代目）瀬川菊之丞のけいせい舞鶴 1772 礫川 「振袖着更衣曾我」

*556 （二代目）山下金作の浅香のつぼね 1772 個人 「けいせい紅葉福」

291 （二代目）坂田半五郎の小林の朝比奈 HUAMをフリ ーア ・ アン
ド ・ サックラ ー美術館に
変更

292 （三代目）瀬川菊之丞の傾城千代崎と瀬川雄次郎の喜瀬 リ ー トベルグ美術館
/11 

315 （四代目松本幸四郎の菅丞相） 作品名を 「（四代目）松本幸四郎のかんしや
うじやう」に訂正

331 （三代目沢村宗十郎） 351と重複につき削除

344 （四代目）岩井半四郎のかさね リ ー トベルグ美術館

349 （二代目坂東三津五郎の天念の万作狐、二代目市川門 作品名の 「二代目坂東三津五郎…」の 「 ニ
之助の二階堂信濃介、四代目岩井半四郎の大倉の小女 代目」をとる
郎狐）

*557 （二代目市川門之助の？）曾我五郎と御所五郎丸 『清長名作特別展』図録（1964)と同年の『日
本浮世絵協会会報』8の溝口康麿氏の記事
参照

376· 1 （曾我祭の役者たち）（二代目嵐龍蔵と三代目市川高麗 東博（2)
蔵）

376·3 （曾我祭の役者たち）（五代目市川団十郎と四代目市川海 東博（2)
老蔵）

376· 5 （曾我祭の役者たち）（二代目市川門之助と三代目瀬川菊 東博(2)
之丞）

377·c （市川蝦蔵の暫） BER 
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382· 2 風流七福神 （弁天） リー トベルグ美術館

*558 （本柳屋お藤） 岩戸屋源八か 1770~72頃 礫川(2)

*559 （遊女と禿） 1775頃 ギリシャ国立アジア美
術館

*560 うまいだあまいだぶし おどけ班念仏 1776~77 個人

Zr
 

VI柱絵判

432 （舟に乗る藝者） HUAMをフリーア ・ アン
ド ・ サックラ ー美術館に
変更

*433-4 風流十二支 子 1782頃 Jacob Pins: The 
Japanese Pillar Prints, 
Hashira-e 1982 

516 （天神像） 千葉 錯誤につき削除

*561 （猿曳と男女） 1782頃 Jacob Pins: The 
Japanese Pillar Prints, 
Hashira-e 1982 

*562 （屋根舟の男女と岸を歩く女二人） 1783~84頃 SCHRAUBSTADTER ・

COLL..1921N.Y. 

Vll摺物
No. 作品名 判型 1版元 I 年代（西暦） 1所蔵（文献） 1備考

544 門松 猿若 | | | | 「猿若」を 「 さるわか」に訂正

*563 （藤間芳名開き披露公演摺物） 大奉書全紙判I | 1810 1 個人 I 42.5x55.7cm 

絵本番付・絵本・枕絵・挿絵本作品 H録
I No. 作品名 種類 ・ 形式など I llJ年 1版元 1所蔵（文献） I備考

*32 壇浦兜軍記 糸ざくら 長唄（めりやす）安永7 1778 金井半兵衛 ・ 個人 表紙絵
正本1冊 千本藤七



肉筆画作品H録

No. 作品名 形状 署名•印章 制作年 所蔵 備考

19 「徒然草画巻」 3巻のうち「酔歩の女と階上の士人」 享和3年頃 個人→東京藝術大学 島内裕子「東京藝術大学大学美術館蔵「徒
大学美術館 然草画巻」（全五十三図）の紹介と研究」

（『放送大学研究年報』25号、2007)及び古
田亮「烏居清長の肉筆画を含む《徒然草画
巻》（東洋画真蹟1262)について」（『東京藝
術大学 大学美術館年報［平成19年度］』
2009)参照

*34 三代目市川八百蔵の助六・尾上松助の意休・中山富三 紙本着色扇面 清長筆「清長」 享和2年 個人（『肉 筆浮世絵』 享和2年3月中村座「助六廓の江戸桜」に取
郎の揚巻 （朱文方郭内 1989.5ギャラリ ー 内村、 材。辻番付目録118と同一図様

円印） 所載）
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絵本32

「
鳥
居
清
長」

展
図
録
に
掲
載
し
た、

表
題
の
論
文
で、

二
つ
だ
け
追
記
し
て
お
き
た
い
。
―

つ
め
は
一

三
六
頁
と
ニ

七
二
頁
に
記
し
た
大
判
三
枚
続
「
仲
の
町
の
桜」

と
同
「
仲

の
町
の
牡
丹」

の
制
作
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る。

両
頁
に
天

明
五
年
秋
版
の
吉
原
細
見
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
と
書
い
た

が、

そ
れ
は
間
違
い
で、

そ
の
後、

天
明
五
年
秋
版
の
吉
原

細
見
を
見
る
機
会
を
得
た。

そ
の
細
見
に
「
あ
ふ
ぎ
や
内
に

ほ
て
る
」

の
名
前
が
あ
っ
た。

禿
名
は
「
な
み
じ

ち
ど

り」

で
あ
る。

天
明
五
年
秋
版
に
初
め
て
名
が
載
る
と
い
う

こ
と
は、

普
通
に
考
え
る
と、

に
ほ
て
る
は
天
明
五
年
春
版

の
細
見
の
編
集
が
終
わ
っ
た
後、

天
明
五
年
春
頃
以
降
に
見

世
に
出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る。

し
た
が
っ
て、
一
――一
六
頁

に
記
し
た
よ
う
に、
「
仲
の
町
の
桜」

に
描
か
れ
た
三
人
の

遊
女
が
図
に
記
さ
れ
た
禿
を
伴
っ
て
揃
う
可
能
性
が
あ
る
の

は
天
明
五
年
春
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る。

に
ほ
て
る
付
き

の
禿
の
一

人
が
版
画
と
細
見
で
合
わ
な
い
の
は、

見
世
に
出

た
当
初
は
版
画
に
あ
る
よ
う
に
「
な
み
じ

あ
ふ
み」

で
あ

っ
た
が、

天
明
五
年
秋
版
が
編
集
さ
れ
る
前
に
そ
の
う
ち
の

「
あ
ふ
み」

が
「
ち
ど
り」

に
変
わ
っ
た
と
考
え
れ
ば
矛
盾

し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
絵
の
場
合、

よ
り
重
要
な
の
は
遊
女

名
で
あ
り、

禿
名
を
間
違
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
る。

ま
た、

天
明
五
年
秋
版
の
吉
原
細
見
に
「
玉
屋
内
静」

の

名
前
は
無
か
っ
た。

し
た
が
っ
て、

静
の
名
が
細
見
に
登
場

4

拙
稿
r
清
長
版
画
の
編
年
に
つ
い
て

1

美
人
風
俗
画

を
中
心
に」

追
記

す
る
の
は、

天
明
六
年
春
版
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る。

と

な
る
と、
「
仲
の
町
の
牡
丹」

は
天
明
六
年
の
五
月
頃
の
牡

丹
の
季
節
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
な
る。

天
明
六
年
の
大
判
の
美
人
風
俗
画
の
基
準
作

が
で
き
た
と
い
う
点
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る。

平
野
千
恵
子
氏
は、
「
仲
の
町
の
桜」

の
制
作
年
代
を
天

明
六
年、
「
仲
の
町
の
牡
丹」

の
制
作
年
代
を
天
明
七
年
と

し
て
い
る
が、

結
果
的
に
一

年
ず
つ
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る。

し
か
し、

こ
れ
を
も
っ
て
平
野
氏
の
年
代
推

定
を
杜
撰
と
考
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

お
そ
ら
く、

平

野
氏
は
こ
の
時
期
の
吉
原
細
見
を
す
べ
て
用
意
し
て
遊
女
絵

の
年
代
考
証
は
し
て
い
な
い
。

戦
前
に
そ
れ
を
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
か
っ
た
か
ら
で
あ
る。

し
た
が
っ
て、

他
の
作

品
と
の
様
式
の
比
較
に
よ
っ
て
作
画
年
代
を
決
定
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る。

そ
れ
が
一

年
し
か
ず
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
む
し
ろ
称
賛
す
べ
き
で
あ
ろ
う。

二
つ
め
は、

金
太
郎
絵
に
つ
い
て
で
あ
る。

金
太
郎
絵
は

毎
年
正
月
に
売
り
出
し、

時
に
そ
の
歳
の
干
支
に
因
む
動
物

を
画
中
に
入
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が、

金
太
郎
絵

の
制
作
は、

当
然
な
が
ら、

前
年
の
暮
と
い

う
こ
と
に
な

る。

虎
の
玩
具
が
描
か
れ
て
い
る
「
芝
居
ご
っ
こ
の
金
太

郎」

に
つ
い
て、

楢
崎
宗
重
『
白
潮
山
荘
浮
世
絵
鑑
賞』
（
内

山
晋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン、

私
家
版。

一

九
五
八
年）
に
掲
載
さ

れ
た
図
に、

文
化
二
（
丑）
年
―
一

月
あ
る
い
は
一
―
―
月
の
改

印
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は、

文
化
二
年
の
暮
に
制
作
さ
れ、

翌
年
用
に
売
り
出
し
た
（
販
売
は
暮
か
ら
行
わ
れ
た
の
か
も
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5

お
わ
り
に

し
れ
な
い
）
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り、

同
様
に、

兎

が
い
る
「
船
頭
姿
の
金
太
郎」

に
文
化
三
（
寅）
年
一

0
月
S

1

1

一
月
の
改
印
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は、

文
化
三
年
暮
に
制

作
さ
れ、

翌
年
用
に
売
り
出
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
あ
る。
「
天
狗
の
闘
鶏
を
見
る
金
太
郎」

に
は、

津
村
屋

三
郎
兵
衛
の
月
番
行
事
印
が
あ
る
が、

津
村
屋
は、

文
化
九

年
―
一

月
に
月
番
行
事
で
あ
っ
た
の
で、

そ
の
月
に
改
め
を

受
け
て
制
作、

翌
文
化
一

0
年（
酉
年）
用
に
売
り
出
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る。

最
後
に、

補
逍
を
作
成
し
て
の
覚
書
を
記
し
て
お
き
た

�
゜『

総
目
録』

の
「
版
画
作
品
目
録」

の
「
大
判」

で、

平

野
氏
の
目
録
に
新
図
様
を
追
加
し
え
た
の
は、

池
9
の
「
源

氏
物
語（
浮
舟）
」

と
金
太
郎
図
2
図
の
計
3
図
の
み
で
あ
っ

た。

そ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
平
野
目
録
の
秀
逸
さ
を
再
認
識

で
き
る
の
で
あ
る
が、

補
遺
で、

3
図
加
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
幸
で
あ
っ
た。

そ
の
う
ち
の
池
145
「
（
烏
居
前
の
女

た
ち）
」

は
平
野
氏
の
予
想
ど
お
り
続
絵
で
あ
っ
た
が、

美

人
風
俗
画
と
し
て
見
た
場
合、

何
と
も
し
つ

く
り
こ
な
い
奇

妙
な
作
品
に
み
え
る。

左
図
の
立
っ
て
い
る
女
性
の
着
衣
の

模
様
が
藤
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
参
考
に、

こ
の
図
を
「
鏡

山」

物
の
草
履
打
の
や
つ
し
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か。

左
図
の
二
人
を
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
社
前
で
の
岩
藤

と
尾
上、

周
囲
の
揚
帽
子
姿
の
女
性
た
ち
を
御
殿
女
中
と
解

す
る
の
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
吉
田
映―
―
氏
が
『
H
本
版
画

美
術
全
集』

第
3
巻
[
講
談
社ヽ

―

九
六

ニ
ヰ]

で
既
に
指

摘
し
て
い
る）
。

そ
う
で
あ
れ
ば、

清
長
の
美
人
風
俗
画
と

し
て
は、

従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
種
類
の
作
品
と
し
て

注
目
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う。

文
化
七
年(
-

八
一

0)
の
大
型
豪
華
摺
物
「
藤
間
芳
名
開

き
摺
物」

の
資
料
的
価
値
も
小
さ
く
な
い
。

Nn
306
の
左
図
も

新
た
に
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、

岩
井
半
四
郎
の
姿
形

が
Nn
303
の
姿
形
と
ほ
と
ん
ど
同
一

で
あ
る
の
も
輿
味
深
い
。

ま
た
こ
れ
は、

既
に
『
総
目
録』

に
記
載
し
た
作
品
で
あ
る

が、

池
532
「
謡
曲
番
組」

の
二
図
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も、

大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る。

二
図
の
う
ち
「
し
や
っ

き
や
う
」

は
15
.

9
X

11
.

o
em
、
「
夜
う
ち
曾
我
」

は

16
.

1
X
11
.

1
em
と
い
う
大
き
さ
で、

お
そ
ら
く
は
小
奉

書
八
分
の
一
、

す
な
わ
ち
小
判
の
二

分
の
一

の
判
型
で
あ

る。

清
長
は
も
と
よ
り、

同
時
代
に
こ
の
よ
う
な
小
型
の
揃

物
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
に
接
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る。

管
見
の
範
囲
で
は、

こ
の
サ
イ
ズ
の
版
画
は
摺
物
を
除
く
と

歌
川
広
重
の
最
も
小
さ
い
花
烏
画
し
か
知
ら
な
い
。

も
し
か

し
て、

清
長
や
同
時
代
の
絵
師
と
版
元
は、

こ
の
よ
う
に
小

さ
く
安
価
な
作
品
を
相
当
数
制
作
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

当
時、
「
三
文
絵」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が、

そ
れ
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か。

ま
た
こ
れ
も
既
に
『
総
目

録』

に
記
載
し
た
作
品
で
あ
る
が、

Nn
552
の
紅
の
包
紙
も
珍

し
く、

か
つ
重
要
な
も
の
で
あ
る。

こ
れ
を
含
む
貼
込
帖
は

少
な
く
と
も
二
種
現
存
し
て
お
り、

改
め
て
考
察
さ
れ
る
べ

き
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で、

こ
れ
以
上
は
言
及
し
な
い
。

版
画
作
品
に
お
い
て、

小
判
・

細
判
と
い
っ
た
小
型
の
も

の
や
摺
物
は、

今
後
も
か
な
り
新
規
に
追
加
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
が、

大
判
・

間
判
な
ど
比
較
的
大
き
な
判
型
の
も
の
の

追
加
は
ご
く
わ
ず
か
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う。

中
判
で
は、

揃

物
で
欠
け
て
い
る
作
が
新
た
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も、

全
く
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
が
見
つ
か
る
可
能
性
は
少
な
い

と
思
う。
「
所
蔵
（
文
献）
」

を
見
て
も
気
付
く
こ
と
で
あ
る

が、

大
判
・

間
判
・

中
判
・

柱
絵
判
は
清
長
が
版
下
を
制
作

し
た
作
品
の
八
割
以
上、

場
合
に
よ
っ
て
は
九
割
以
上
伝
存

し、

見
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

黄
表
紙、

緒
番
付、

絵
入
版
本
も
同
様
と
思
わ
れ
る
が、

今
回
の
補
遺
に
収
載
し
た
長
唄（
め
り
や
す）
正
本
『
壇
浦
兜

軍
記

糸
ざ
く
ら
』

の
表
紙
絵
に
「
清
長
画」

と
署
名
さ
れ

て
い
る
の
に
は
驚
い
た。

当
時、

薄
物
正
本
と
俗
に
言
わ
れ

る、

数
頁
し
か
な
い
浄
瑠
璃
・

長
唄
の
正
本
の
刊
行
は
盛
ん

で、

歌
舞
伎
の
上
演
に
合
わ
せ、

浮
世
絵
師
に
よ
る
役
者
絵

の
表
紙
を
付
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
た。

そ
の
表
紙
絵
の
多
く

は
無
款
で
あ
る
が、

な
か
に
は
署
名
入
り
の
も
の
も
あ
り、

歌
麿
や
春
朗（
北
斎）
の
表
紙
絵
も
確
認
さ
れ
て
い
る。

し
か

し、

お
そ
ら
く
は
鳥
居
派
の
作
が
最
も
多
い
と
考
え
ら
れ

る。

清
長
の
署
名
の
あ
る
表
紙
絵
の
正
本
が
今
後
多
数
確
認

さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
が、

無
署
名
の
表
紙
絵
の
か
な
り
の

も
の
が
清
長
の
版
下
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ

る。

明
和
後
期
か
ら
安
永
期
の
新
進
の
清
長
が、

細
判
の
役

者
絵、

中
判
・

小
判
の
美
人
風
俗
画、

黄
表
紙、

絵
本
番
付
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に
作
画
し、

師
の
消
満
が
指
揮
す
る
絵
看
板
の
作
画
や
辻
番

付
．

顔
見
世
番
付
の
作
画
を
補
助
し、

そ
の
上、

浄
瑠
璃
．

長
唄
正
本
の
表
紙
絵
を
担
当
し
て
い
た
と
す
れ
ば、

当
該
期

の
清
長
の
充
実
し
た
作
画
活
動
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来

る。
肉
筆
画
の
う
ち
「
酔
歩
の
女
と
階
上
の
士
人」

の
現
在
の

所
蔵
先
が
判
明
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る。
「
徒
然
草
画
巻」

三
巻
中
の
一

図
で
あ
り、

同
巻
に
は
鍬
形
恵
斎
等
の
絵
も
あ

る。

詳
細
は
島
内
裕
子
氏
の
論
文
と
古
田
亮
氏
の
研
究
報
告

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が、

今
後
の
詳
細
な
研
究
の
侯

た
れ
る
画
巻
で
あ
る。

扇
面
の
助
六
図
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

も
大
き
い
。

上
演
に
即
し
て、

お
そ
ら
く
注
文
に
よ
り
制
作

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が、

清
長
が
同
種
の
も
の
を
相
当

数
描
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。

捺
さ
れ
た
印
章

は、

従
来
の
作
品
に
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り、

今
後
も
検
証
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う。

天
明
期
以
降
の
清
長
が
制
作
し
た
絵
画
関
係
の
作
品
で、

歩
留
り
率、

つ
ま
り
制
作
し
た
作
品
の
う
ち
現
在
に
伝
わ
っ

て
い
る
も
の
の
数
が
決
定
的
に
悪
い
の
は
肉
筆
画
で
あ
る。

特
に
著
し
い
の
は
絵
看
板
で
あ
る。

現
存
す
る
絵
看
板
は
わ

ず
か
に
一

点
の
み。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば、

辻
番
付

の
図
数
に
相
当
す
る、

い
や
顔
見
世
興
行
も
あ
る
か
ら
そ
れ

を
上
回
る、

年
間
百
前
後
の
数
の
絵
看
板
を
門
弟
と
一

緒
に

描
い
た
も
の
と
推
定
し
た
い
。

清
長
が、

生
涯
に
最
も
時
間

を
費
や
し、

最
も
多
く
制
作
し
た
の
は
絵
看
板
で
あ
ろ
う。

清
長
の
絵
師
と
し
て
の
一

生
を
展
望
す
る
に
当
た
っ
て、

そ

の
こ
と
だ
け
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う。

こ
の
紀
要
に
お
い
て、
『
烏
居
消
長
作
品
総
目
録』

の
作

成
を
一

応
終
え
る
こ
と
に
な
る
が、

よ
り
充
実
さ
せ
る
営
為

は
今
後
も
続
け
た
い
し、

清
長
に
関
心
の
あ
る
諸
氏
に
も
そ

の
こ
と
を
お
願
い
し
た
い。
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Catalogue Raiso皿e of the Works of Torii Kiyonaga, An Addendum 

ShugoAsano 

In 2007, the Chiba City Museum of Art held a Torii Kiyonaga exhibition from April 28 - June 10. A catalogue 
of the exhibition was published at the time and on May 31, 2007, a Catalogue Raisonne of Torii Kiyo nag a was 
published. In this Research Journal I have cited the tsuji banzuke (advance promotional flyers or street play
bills for a kabuki theater) that were not included in the Catalogue Raisonne Here I note some additional infor
mation and ideas that have since come to light. Further, I have added reference illustrations of those images 
discussed in the Print Works Catalogue and in this addendum which were not previously reproduced in the To
rii Kiyonaga exhibition catalogue or in Hirano Chieko's Torii kiyonaga gashu [Collected pictures ofTorii Kiyo
naga]. 

Further, I would like to add two additional notes to my paper,‘、The Chronology of Kiyonaga's Woodblock 
Prints - Focusing on beauty genre pictures," published in the Torii Kiyonaga exhibition catalogue. My first 
comment is regarding the date of production of two Oban size triptychs, Nakanocho no sakura and Nakanocho 
no botan. In that paper I noted that the Tenrnei 5 Autumn edition of the Yoshiwara Saiken had not yet been pub
lished, but since then I have had opportunity to view it. As a result, I can almost certainly determine that the 
Nakanocho no botan was published around the 5th month of Tenmei 6. Hirano Chieko has dated Nakanocho no 
sakura to Tenrnei 6 and Nakanocho no botan to Tenrnei 7, but this new research reveals that production dates 
of these two triptychs should be pushed back a year. 

Secondly, I would like to note that Kintaro-e prints were sold each New Year, and the zodiac animal of 
each year was clearly worked into those prints. Thus, those Kintaro-e pictures were naturally produced at the 
end of the preceding year. The actual period of production is proved by the censor seals on each print. 

Three oban works can be added to the catalogue raisonne's addendum. Of these works, no. 145, Torii mae 
no onnatachi, is, as posited by Hirano, part of a multi-sheet work, while it was also a Yatsushi of Kagamiyarna. 
It thus must be considered noteworthy as a type of Kiyonaga beauty genre picture not previously known. The 
reference material value of the Bunka 7 (1810) dated oban size luxury surimono "announcement of the succes
sion to Fujima Yoshi" is also considerable. Further the confirmation of two pictures in no. 532, Noh Chant Pro
gram is also greatly important, even though it is a work that was previously listed in the Catalogue Raisonne. 
Of the two pictures, Shiyakkyo is 15.9 x 11.0 cm, while Youchisoga is 16.1 x I 1.1 cm in size. This means that 
they were 1/8 of kobosho-sized piece of paper or half of a koban-sized piece of paper. The presence of this size 
work is important because up until now there has been no information that Kiyonaga, or indeed anyone at that 
time, was producing small-scale prints. The term "sanmon-e" was used during that period, and it may refer to 
this particular small-scale format. It is also important to note that there is a "Kiyonaga ga" signature on the 
cover-sheet picture of a nagauta (meriyasu) libretto Dannoura-Kabutogunki, Ito. At the time, there was a flour
ishing publication ofjoruri and nagauta libretti that consisted of only a few pages and were commonly referred 
to as usumono shohon, literally thin libretti. When kabuki plays were presented, these libretti were published 
with actor prints by ukiyo-e artists attached as their front covers. The majority of these cover sheet pictures 
were anonymous, and the presence of this "Kiyonaga ga" signature is important because it indicates the possi
bility that a considerable number of these anonymous cover sheet pictures may have been based on drawings 
by Kiyonaga.l 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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本
稿
で
は、

高
松
次
郎
(
-

九
三
六
ー
九
八）
が
自
宅
ア
ト
リ
エ
で
主
宰
し
た
「
塾」

の
初

期
の
動
向
に
つ
い
て、

彼
を
中
心
と
し
た
紹
介
を
行
う。

高
松
の
「
塾」

に
関
わ
る
活
動
は
一

九
七
一

年
か
ら
七
四
年
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が、

彼

が
直
接
運
営
に
携
わ
っ
た
期
間
は
最
初
の
一

年
間
で
あ
る
と
い
う。

本
稿
で
は
活
動
の
助
手

を
務
め
た
田
島
廉
仁
氏
（
以
下
敬
称
略）
よ
り
提
供
さ
れ
た
一

九
七
一

年
度
に
お
け
る
「
塾」

の
活
動
記
録
を
高
松
の
メ
モ
の
う
ち、

公
表
が
可
能
な
内
容
を
御
遺
族
で
あ
る
高
松
靖
子
氏

の
了
解
を
得
て、

筆
者
の
責
任
に
お
い
て
纏
め
た。

な
お、

引
用
し
た
高
松
の
メ
モ
は、

加

筆
訂
正
箇
所
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
こ
し
た
も
の
と、

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る。

「
塾」

の
開
講
を
告
知
し
た、

二
種
類
の
活
字
資
料
を
紹
介
す
る。

『
美
術
手
帖』
一

九
七
一

年
五
月
号
の
「
告
知
板」

欄
に、

次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
（
以
下、

本
稿
で
は
引
用
文
に
つ
い
て
太
字
で
示
す）
。

「
塾
」

開
設

開
講

は
じ
め
に

芸
術
全
般、

高
松
次
郎
の
「

塾
」

ー一
九
七一
年
度
の
活
動

l

そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
関
す
る
思
考
と

体
験
の

開
講
期
間

資
格

場。
（
註
1
)

二
0
名

二
0
名

連
絡
先
の
住
所
は
高
松
の
自
宅
だ
が、
「
高
松
次
郎
方
『
塾』」

と
な
っ
て
い
る。

雑
誌
な

ど
の
公
刊
物
に
掲
載
さ
れ
た
「
塾」

発
足
の
告
知
は、

現
在
こ
れ
以
外
確
認
さ
れ
て
い
な

�
゜『

美
術
手
帖』

の
告
知
記
事
の
他、

詳
し
い
内
容
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
募
集
要
項
（
活
版

印
刷
に
よ
る）
が
作
ら
れ
て
い
る。

入
塾
募
集
要
項

名
称
を
「
塾」

と
す
る。

当
塾
は、

美
術
を
基
盤
と
し
な
が
ら
芸
術
全
般、

さ
ら
に
は、

わ
れ
わ
れ
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
に
対
し
て
思
考
と
体
験
の
場
に
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る。

担
当
者

高
松
次
郎
・

藤
枝
晃
雄

研
究
内
容
に
応
じ
て、

随
時
特
別
講
師
を
招
聘
す
る。

募
集
人
員

第
一

部

第
二
部

原
則
と
し
て
一

八
才
以
上
と
す
る。

一

九
七
一

年
五
月
―
一

日
（
火）
よ
り
七
二
年
三
月
二
九
日
（
火）
ま
で
と
す
る。

（
但
し、

八
月
を
除
く）

藁

科

英

也
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記
載
さ
れ
た
申
込
先
住
所
は
『
美
術
手
帖』

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で、

表
記
が

「
高
松
次
郎
方
ー
塾」

と
や
や
異
な
っ
て
い
る。

こ
の
募
集
要
項
の
末
尾
に
は、

希
望
の
時

間
帯、

希
望
の
面
談
日
時、

連
絡
先
を
記
入
し
て
提
出
す
る
「
申
込
用
紙」

欄
が
設
け
ら
れ

て
い
る。

現
在
で
あ
れ
ば、

こ
の
よ
う
な
募
集
要
項
（
の
チ
ラ
シ）
な
ど
は、

た
と
え
ば
学
校

や
画
廊
と
い
っ
た
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
が、

田
島
廉
仁(
-

九
四
八
生）
に
よ
れ
ば
こ
の
募

集
要
項
は
画
廊
な
ど
に
は
置
か
ず、

さ
き
の
『
美
術
手
帖』

の
記
事
を
読
ん
で
問
い
合
わ
せ

た
人
間
に
渡
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う。

印
刷
さ
れ
た
枚
数
は
不
明
だ
が、

お
よ
そ
二
0
0

枚
程
度
と
さ
れ
る。

ま
た、
「
募
集
要
項」

中
の
開
講
期
間
の
終
わ
り
を
「
七
二
年―――
月
二

九
日（
火）
」

と
し
て
い
る
が、

一

九
七一
一
年
は
閏
年
に
当
た
り、

三
月
二
八
日
が
火
曜
日
で

あ
る。高

松
の
メ
モ
の
断
片
を
基
に
推
測
す
れ
ば、

彼
が
こ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
一

九
六
九

年
頃
か
ら
構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
が、

直
接
の
動
機
を
示
す
手
記
の
よ
う
な
も
の

経
費

面
談
日
時

申
込
先

入
塾
決
定

申
込
期
間

開
講
日
時

月
額

時
間
は、

午
后
二
時
S
五
時、

六
時
ー
九
時
と
す
る。

申
込
用
紙
に
都
合
の
よ

い
日
時
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

一

五，

0
0
0
円
（
入
塾
時）

四，

五
0
0
円
（
毎
月、

最
終
火
曜
日）

入
塾
費

（
略）

「
塾」

に
関
す
る
説
明
を
兼
て
の
面
談
を
し
た
の
ち
に
決
定
す
る。

四
月
中
の
毎
週
火
曜
日
（
六
日
・
一

三
日
・

ニ
0
日
・

ニ
七
日）
4
回
に
渡
っ
て

面
談
す
る。

第
一

部

第
二
部

（
原
資
料
の
数
字
は
全
て
ア
ラ
ビ
ア
数
字
•

他
は
原
文
の
ま
ま）

毎
週
火
曜
日
・

午
后
二
時
S
五
時

毎
週
火
曜
日
・

午
后
六
時
S
九
時

一

九
七
一

年
四
月
一

五
日
（
木）
ま
で
と
す
る。

は
現
在
ま
で
確
認
で
き
て
い
な
い。

そ
れ
で
も、

高
松
が
当
時
の
美
術
教
育
と
は
異
な
っ
た
あ
り
よ
う、

言
い
換
え
れ
ば
学
校

や
画
廊
な
ど
と
い
っ
た
既
成
の
存
在
と
は
異
な
っ
た
「
場」

と
い
っ
た
も
の
を
希
求
し
て
い

た、

と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る。

こ
の
傍
証
と
な
り
得
る
出
来
事
を
求
め
る
と
す
れ

ば、

小
林
昭
夫(
-

九
二
九
—―
1
0
0
0)
が
一

九
六
七
年
に
発
足
さ
せ
た
「
現
代
美
術
ベ
イ

シ
ッ
ク
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
略
称
．

B
ゼ
ミ
）
」

に
高
松
が
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と

や（
註
2
)、

六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
多
摩
美
術
大
学
の
学
園
紛
争
を
契
機

に
一

部
の
教
官
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
自
主
ゼ
ミ
（
ナ
ー
ル）
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る（
註
3
)。

ま
た、

高
松
は
「
塾」

発
足
の
半
年
ほ
ど
前、
一

九
七
0
年
一

0
月
一

六
日
か

ら
一

八
日
の
三
日
間、

自
宅
ア
ト
リ
エ
を
使
用
し
て、

田
島、

川
井
調
吉
（
生
年
不
詳）
と
共

に
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」

を
行
っ
て
い
る（
註
4
)。

さ
き
に
掲
げ
た
「
入
塾
募
集
要
項」

に
は
藤
枝
晃
雄(
-

九
三
六
生）
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る。

当
初
は
高
松
と
藤
枝
ふ
た
り
の
協
同
で
「
塾」

の
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
た。

し

か
し、

藤
枝
は
開
講
前
に
退
き、

高
松
は
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」

に
参
加
し
た
田
島
を
助
手

と
し
て
「
塾」

の
開
講
に
当
っ
た。

開
講
直
前
の
五
月
九
日、

高
松
次
郎
は
中
原
佑
介
（
一

九
三
一

生）
を
自
宅
に
訪
ね、
「
塾」

へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い
る。

高
松
と
田
島
は
「
塾」

の
内
側
に
あ
た
り、

中
原
の
位
置
づ
け
は
外
部
か
ら
「
塾」

に
協
力
す
る、

と
い
う
も
の
だ

っ
た。
「
塾
名
簿」

に
は
「
責
任
担
当
者」

で
あ
る
高
松
と
「
助
手
・

事
務
担
当」

で
あ
る

田
島
と
共
に、

中
原
の
名
前
が
「
相
談
役」

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る。

一

九
七
一

年
五
月
―
一

日、
「
塾」

は
開
講
し
た。

七
月
に
活
版
印
刷
で
作
成
さ
れ
た

「
塾
名
簿」

に
は、

面
談
を
経
て
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
（
以
下、

高
松
た
ち
の
メ
モ
に
従
い

「
塾
生」

と
す
る）
の
名
前
が
第
一

部
・

第一
一
部
共
に
ニ――一
人
づ
つ
、

計
四
六
人
が
記
載
さ
れ

て
い
る。

塾
生
は
美
術
大
学
の
学
生
に
止
ま
ら
ず、

一

般
の
大
学
生
や
就
職
し
た
者
も
い

た。

現
在、

彼
ら
の
年
齢
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
が、

残
さ
れ
た
記
録
か
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ら 、
そ
の
多
く
が
二
0
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る（
註
5
)。

そ
れ
で
は 、
「

塾」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
予
定
し
て
い
た
の
か 。

高
松
が
当
初
構
想
し
て
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て 、
そ
の
い
く
つ
か
を
彼
の
メ
モ
を

基
に
列
記
す
る 。

定
期
的
な
も
の

①
作
品
批
評

参
加
者
が
自
宅
お
よ
び
教
室
で
制
作
し
た
作
品

②
教
室
制
作

課
題 、
材
料
を
提
供（
た
だ
し 、
小
品
で
即
興
的
な
も
の）

③
読
書

例
え
ば
老
子
や
荘
子
な
ど

不
定
期
な
も
の

①
講
師
の
招
聘

②
見
学
会

③
特
別
技
術
研
究

作
品
制
作
上
の
技
術
に
つ
い
て

④
作
品
発
表
会

参
加
者
全
員
で
検
討
し
て
決
定
す
る

⑤
フ
リ
ー
ト
ー

キ
ン
グ

随
時

次
に
開
講
初
日
に
関
す
る
高
松
の
メ
モ
の一
部
を
引
用
す
る（
内
容
が
変
わ
る
箇
所
は
ア

ス
テ
リ
ス
ク
で
示
し
た） 。

me
mo

 on
 Mar
 8
t

h

五
月一

B
 

A
 

一
日
の
講
義（
話
し）

ー ．

田
島
氏
の
助
手
と
し
て
の
紹
介

2 ．

藤
枝
氏
の
辞
任
の
件
↓
中
原
氏
に
関
し
て

ママ

（
辞
任
通
告
は
五
月
六
日）
五
月
八
日 、
最
通
告

講
義
ま
た
は
参
加
者
の
作
品
批
評

xhH .
 

質
問
事
項

自
己
紹
介（
塾
生）

4 ．

塾
の
出
発＿
発
想
と ．

そ
の
論
理＿
塾
生
の
決
定
の
報
告

ママ

5 ．

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
最
検
討

作
る
か

6．

規
則
の
件 ．

一
作
ら
な
い
か

ママ

7 ．

運
営（
経
営
と
教
課）

（
な
る
べ
く
塾
生
の
要
望
は
取
り
入
れ
る ．

に
お
い
て
決
定
す
る）

＿
経
理
公
開
の
問
題一

8 ．

詳
細
に
わ
た
る
問
題

®
読
書

今
迄
に
最
HJ
興
味
0
持
て
た
芸
術
家

一
（
現
代
日
K
を
除
v.
)
-

今
迄
に
最
も
興
味
の
持一
こた
書
匂

中
原
佑
介
氏
に
関
し
て

（
責
任
外
相
談
役 ．

及
び ．

非
常
勤
講
師）

⑥
開
始
時
間

特
に
第
二
部
は
六
時
半
ま
で
は
free
ti

me
に
す
べ
き
か ．

©
そ
の
他
（
記
録
の
問
題
な
ど）

ー
g ．

討
詩

11Q 

塾
生
に
対
し一
質
問
事
項

-
S

三
冊

教
室
に
於
け
る
も
の

一
②

＿
自
宅
に
於
け
る
も
の
ー

レ
ポ
ー
ト

①
し
か
し
最
終
的
に
は
高
松
が
そ
の
責
任

3.

(
2
)

に
ま
つ
わ
る
変
更（
塾
生
の
辞
退
の
問
題）
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⑲
一
八
日
は
教
室
に
於
け
る
作
品
制
作

｛
二
五
日．

合
評
会

塾
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

®

 

ャ
上

冒
令
迄
最
も
興
味
の
持
っ
て
い
る
芸
術
家
」
を一
人
選
び．

い
て．
（
原
則
こ
し一
l

現
代
日
本
を
陪
V-

)

六
月
の
第
二
週
に
提
出

13．

少
な
く
と
も＿
二
S
四
ヶ
月
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
資
料
提
供
は
し
な
い。

マ
マ

[
（
シ
ャ
ッ
タ・
ア
ウ
ト）

14・
（
塾
報
の
発
行）
？

〗

口
了
四
ヶ
月
に一
回）

（
活
動
主
体
は
塾
生
に
お
く
と
い
う
案）

◎
15．

記
録
は、
個
人
を
主
体
に
し
た
も
の
に
限
る。

16．

専
用
の
ノ
ー
ト
を
持
参
の
こ
と．
（
手
帖
で
も
よ
い）

X
17．

開
始
の
時
間
（
遅
刻
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
を
考
慮）

l
|
®
 

次
回

18．

レ
ポ
ー
ト
提
出

四
百
字

原
則
と
し
て
三
S
五
枚
以
内

本
人
が
最
近
最
も
興
味
を
持
っ
た
本．

又
は
文
章
に
つ
い
て
の
感
想。

そ
の
芸
術
家
に
つ

①
荘
子

②
レ
オ
ナ
ル
ド・
ダ・
ビ
ン
チ
の
手
記

③
セ
ザ
ン
ヌ
の
手
紙

④
新
し
い
哲
学（
註
6
)

マ
マ

◎
個
人
面
談
の
中
で．

全
員
に
計
つ
て
決
定
す
べ
き
問
題
は，

高
松
の
方
か
ら，
あ
る
い
は，
そ
の
発
言
者・
直
接
に．

と
き
に
は

そ
の
部
の
み．

と
き
に
は

◎（
必
ず
し
も）
美
術
の
文
脈
か
ら
語
ら
な
い。
↓
教
室
に

於
け
る
作
品
制
作。

二
部
共
通
に
提
案
す
る。

＊
 

全
員
に

一
部

高
松
に
よ
る
連
続
的
な
読
書

本
質
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
共
同
体

塾
と
し
て
の
公
的
組
織

一
自
然
発
生
的

規
則
↓
作
ら
な
い
方
向

⑳ ⑳

＊
 

＊
 

個
人
面
談
の
日

五
月
中
に
l

度

見
学
者
の
件．

補
欠
の
件

椅
子
使
用
の
問
題

閏
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◎
名
簿
の
配
布（
共
同
討
議）

＊

◎
規
則
を
作
ら
な
い
こ
と
に
関
し
て．

＿
前
近
代
的
に
な
ら
な
い
た
め
の
努
カ一

超
近
代
的
な
方
向
へ
の
努
力．

一
見
学
者
の
問
題（
高
松
と
し
て
は
普
通
の
日
は

二
部
に
関
し
て．
l

部
の
人
が
四
人．

二
部

ママ

◎
全
員
に
計
る
べ
き
問
題

五
月
一
八
日
に
予
定
す
べ
き
こ
と

＊ ＊

原
則
的
に
拒
否）

に
く
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
件

ママ
第
に
部
に
関
し
て．

遅
刻
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
の
た
め
に．

◎
始
め
の
ニ
・
三
ヶ
月
は
塾
生
の
動
向
が
つ
か
み
難
い
と
思
う
の
で、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
断

片
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う。

「
塾」

と
は
言
う
も
の
の、

高
松
の
考
え
て
い
た
彼
と
塾
生
の
関
係
は、

教
師
と
生
徒
と

い
う
垂
直
的
な
あ
り
よ
う
よ
り
も、

よ
り
水
平
的
な
状
態
を
考
え
て
い
た（「
自
然
発
生
的」

「
本
質
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
共
同
体」）
こ
と
が
理
解
さ
れ
る。

と
は
言
え、

年
長
者
で

あ
る
高
松
が
「
塾」

と
い
う
場
を
参
加
者
11
塾
生
た
ち
に
提
供
す
る
以
上、

彼
は
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
編
成
か
ら
金
銭
の
具
体
的
支
出
に
至
る
ま
で、

全
体
の
責
任
者
た
る
を
免
れ
な
い。

彼
自
ら
も
こ
の
点
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た（
こ
の
こ
と
を、

塾
生
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
か
は
別
の
問
題
で
あ
る）。

ま
た、

後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が、
「
塾」

の
活

（
第一

部
・
第
二
部
共）
ガ
イ
ダ
ン
ス

動
を
外
部（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
等）
に
向
か
っ
て
告
知
す
る
こ
と
も
行
わ
な
い
こ
と
は、

開
講

し
た
早
い
時
期
に
申
し
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

初
日
で
あ
る
五
月―
一
日
と
翌
週
の
一
八
日
は
い
わ
ば
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
あ
り、

高
松
と
塾

生
た
ち
が
揃
っ
た、

い
わ
ば
顔
合
せ
が
主
だ
っ
た。

高
松
は
美
術
に
つ
い
て、

あ
る
い
は
思

想
に
つ
い
て
語
る
一

方、

自
宅
ア
ト
リ
エ
を
用
い
て
の
活
動
で
あ
る
た
め、

雨
の
日
以
外
は

玄
関
か
ら
入
ら
ず、

直
接
ア
ト
リ
エ
の
テ
ラ
ス
か
ら
出
入
り
す
る
よ
う
に、

と
い
う
こ
と
ま

で
塾
生
た
ち
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

活
動
の
記
録

本
項
で
は、

高
松
次
郎
と
田
島
廉
仁
に
よ
る
記
録
を
基
に、

各
週
の
活
動
を
判
明
し
た
限

り
掲
げ
る。

特
に
講
師
名
を
記
し
て
い
な
い
も
の
は、

全
て
高
松
が
担
当
し
て
い
る。

第一

部
と
第
二
部
の
タ
イ
ト
ル
が
同
じ
も
の
に
つ
い
て
は
「（
第一

部
・
第
二
部
共）」

と
記
し
た

（
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
生
た
ち
を
一

緒
に
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い）。

人
名
表
記
は、

原

五
月一
八
日（
火）

五
月
二
五
日（
火）

（
第一

部
・
第
二
部
共）
講
義
「
意
味
と
無
意
味」

講
師
・
中
原
佑
介

こ
の
講
義
は
ま
ず
約一

時
間、

中
原
の
『
ナ
ン
セ
ン
ス
の
美
学』（
現
代
思
潮
社

二）
を
高
松
が
読
み、

そ
の
後
約
二
時
間、

中
原
を
囲
ん
で
討
論
を
行
っ
た。

一

九
七
一

年
五
月―
一
日（
火）

（
第一

部
・
第
二
部
共）
ガ
イ
ダ
ン
ス

則
と
し
て
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
い
る
ま
ま
と
し
た。

一

九
六
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六
月
一

日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

合
評
会

「
合
評
会」

は
「
塾」

教
室
内
部
で
の
制
作
と
は
異
な
り、

塾
生
が
自
宅
で
制
作
し
た
作

品
に
関
し
て、

討
論
を
行
う（
以
下
同
）

。

六
月
八
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

合
評
会

六
月
一

五
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

「
教
室
に
於
け
る
制
作」

お
よ
び
『
老
子』

の
読
書

六
月
二
二
日
（
火
）

（
第
一

部
）

討
論
「
前
回
の
『
教
室
に
於
け
る
制
作』

に
つ
い
て」

（
第
二
部
）

講
義
「
カ
シ
ミ
ー
ル
・

マ
ー
レ
ビ
ッ
チ
論」

講
師
・

中
原
佑
介

六
月
二
九
日
（
火
）

（
第
一

部
）

講
義
「
記
号
に
つ
い
て」

講
師
・

針
生
一

郎

（
第
二
部
）

討
論
「
前
々
回
の
『
教
室
に
於
け
る
制
作』

に
つ
い
て」

七
月
三
日
（
土
）

草
月
ホ
ー
ル
に
て
映
画
鑑
賞
「
チ
ェ
ル
シ
ー
・

ガ
ー
ル
ズ
」
（
監
督
・

ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー

ホ
ル

一

九
六
六
）（
註
7
)

こ
れ
は
自
由
参
加
で
あ
り、

塾
生
全
員
の
う
ち
約
二
三
人
が
参
加
し
た。

鑑
賞
会
終
了
後

に
堀
浩
哉
（
一

九
四
七
生
）

を
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
た
「
自
由
会
合」

を
渋
谷
の
喫
茶
店
で
行
う

（
参
加
者
の
人
数
お
よ
び
高
松
が
参
加
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
詳
）

。

七
月
六
日
（
火
）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
）

講
義
「
老
子
論」

講
師
・

斎
藤
義
重

七
月
一

三
日
（
火
）

（
第
一

部
）

討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

お
よ
び
『
老
子』
（
第
四
S
七
章
）

の
読
書

（
第
二
部
）

討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

お
よ
び
『
老
子』
（
第
七
s
-

0
章
）

の
読
書

こ
の
「
制
作
過
程
と
内
容」

に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は、

高
松
の
メ
モ
に
よ
っ
て
後
の

項
で
紹
介
す
る。

七
月
二
0
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
八
・

九
章
）

の
読
書
お
よ
び
討
論
「
制
作
過
程
と
内
容」

（
第
二
部
）

『
老
子』
（
第
一
―

章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
李
馬
換
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・

李
萬

換七
月
二
七
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
一

O
·
―
一

章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
マ
ー
レ
ビ
ッ
チ
論」

講
師
・

中
原
佑
介

（
第
二
部
）

『
老
子』
（
第
―

二
S
一

三
章）
の
読
書
お
よ
び
講
義
「
シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ズ
論」

講

師
・

中
原

八
月
三
・
一

0
．
一

七
日

八
月
二
四
日
（
火
）

（
第
一

部
）

『
老
子』
（
第
一

四・
一

五
章
）

の
読
書
お
よ
び
講
義
「
シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ズ
論」

講
師・

中
原
佑
介

こ
の
講
義
は、

ま
ず
高
松
次
郎
が
中
原
の
『
現
代
彫
刻』
（
角
川
新
書

ュ
ビ
ッ
タ
ー
ス
の
章
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た。

（
第
二
部
）

講
義
「
ブ
ラ
ン
ク
ー
ジ
論」

講
師
・

中
原

八
月
三
一

日
（
火
）

（
第
一

部
）

合
評
会

（
第
二
部
）

第
一

部
の
塾
生
も
参
加
し
た
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

こ
の
日
は、

台
風
二
三
号
の
た
め
に
当
初
の
予
定
を
変
更
し
た
と
い
う。

九
月
七
日
（
火
）

（
第
一

部
）

合
評
会
お
よ
び
討
論
「
塾
の
運
営
に
つ
い
て」

（
第
二
部
）

討
論
「
塾
の
運
営
に
つ
い
て」

夏
期
休
講

一

九
六―
-
)
の
シ
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こ
の
日
の
討
論
の
主
な
議
題
は、
「

見
学
者
に
つ
い
て」
「

個
人
面
談（
そ
の
方
法）」
「

講
師

招
聘」
「

課
外
活
動」
「『
老
子』

以
外
の
読
書」。

九
月一
四
日（
火）

（
第一
部）
講
義
「

ブ
ラ
ン
ク
ー
ジ
論」

講
師
・
中
原
佑
介

（
第
二
部）
合
評
会

以
後、

中
原
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け、

し
ば
ら
く
「

塾」

講
師
を
務
め
て
い
な
い。

九
月
ニ
―
日（
火）

（
第一
部）
合
評
会

（
第
二
部）
合
評
会
お
よ
び
高
松
に
よ
る
報
告
「

制
作
過
程
と
内
容」

九
月
二
八
日（
火）

-
0
月
五
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
講
義
「

松
澤
宥
氏
を
囲
ん
で

1
0
月―
二
日（
火）

（
第一
部）
『
老
子』（
第
二
二
．
―-
五
・
ニ
七
・――――-
•
三
五
・
三
七
章）
の
読
書

（
第
二
部）
「

教
室
に
於
け
る
制
作

I
共
同
制
作」

-
0
月一
九
日（
火）

（
第一
部）
合
評
会
お
よ
び
「

教
室
に
於
け
る
制
作」

（
第
二
部）
『
老
子』
の
読
書

-
0
月
二
六
日（
火）

（
第一
部）
『
老
子』（
第
八一
章
ま
で）
の
読
書

（
第
二
部）
講
義
「

記
号
論」

講
師
・
針
生一
郎

―
一
月
二
日（
火）

観
念
合
成
法」

講
師
・
松
澤
宥

（
第一
部）
「

教
室
に
於
け
る
制
作

共
同
制
作」
お
よ
び
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打

（
第一
部）
合
評
会

こ
の
日、

第一一
部
の
活
動
は
不
明。

（
第
二
部）
『
老
子』
の
読
書
お
よ
び
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打
ち
合
わ
せ

第一
部
の
「

教
室
に
於
け
る
制
作

共
同
制
作」

内
容
は
前
月―
二
日
に
第
二
部
が
行

っ
た
も
の
と
同
じ。

「

合
同
合
評
会」
は、
一
九
七
二
年
三
月
に
「
塾」（
高
松
ア
ト
リ
エ）
を
中
心
に
行
わ
れ
た

大
規
模
な
合
評
会（
後
の
項
で
紹
介
す
る）。

―
一
月
九
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
講
義
「

老
子
・
そ
の
人
問
像」

講
師
・
山
田
統

―
一
月一
六
日（
火）

（
第一
部
•
第
二
部
共）
講
義
「

中
原
佑
介
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・
中
原
佑
介

今
日
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
報
告
お
よ
び
数
学
論。

―
一
月
ニ――一
日（
火
・
祝）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
「

発
表
の
方
法
に
つ
い
て」

こ
の
日
の
内
容
は、

前
掲
の
「

合
同
発
表
会（
仮
称）」
に
関
す
る
意
義
や
目
的
に
関
す
る

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ（
高
松
は
こ
の
語
彙
を
「

討
論」
と
や
や
分
け
て
用
い
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る）
で
あ
り、

共
に
高
松
の
他
に
塾
生
が
各一
名
司
会
を
務
め
た。

―
一
月一―1
0
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
合
評
会
お
よ
び
討
論
「

塾．

合
同
合
評
会
に
つ
い
て」

―
二
月
七
日（
火）

（
第一
部
・
第
二
部
共）
「

合
同
合
評
会（
仮
称）」
の
打
ち
合
わ
せ
お
よ
び
合
評
会
お
よ
び
討

論
「

塾
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て」

―
二
月一
四
日（
火）

（
第一
部）
パ
ネ
ル・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「

不
在
性
に
つ
い
て」
お
よ
び
「

新
聞
を
読
ん
で」

（
第
二
部）
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「

不
在
性
に
つ
い
て」

こ
の
日
は、

中
原
の
講
義
を
予
定
し
て
い
た
が、

彼
が
急
用
の
た
め
内
容
を
変
更
し
た。

ち
合
わ
せ
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―

二
月
ニ
―

日
（
火）

（
第
一

部）
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
講
義
「
現
代
数
学
講
義
」

講

師
・

中
原
佑
介

（
第
二
部）
討
論
「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
に
つ
い
て
」

お
よ
び
講
義
「
現
代
数
学
講
義
」

講

師
・

中
原
佑
介

第
一

部
の
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
第
二
部
の
討
議
は
テ
ー
マ
が
異
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る。

中
原
の
講
義
は
遠
山
啓
『
現
代
数
学
対
話
』
（
岩
波
新
書

テ
キ
ス
ト
と
し
た
集
合
論
の
講
義。

―
―
―
月
二
六
日
（
日）

（
第
二
部）
合
評
会
お
よ
び
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」、
「
自
由
討
論
」

こ
の
日
は
第一
一
部
の
み
の
特
別
講
座
だ
っ
た
（
理
由
は
不
明）
。

―
―
―
月
二
八
日
お
よ
び
一

九
七
二
年
一

月
四
日

冬
期
休
講

一

月
―
一

日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」

一

月
一

六
日
（
日）

「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二
部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

期
間
を
三
日
間
と
す
る
こ

と
を
決
定。

一

月
一

八
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
講
義
「
現
代
数
学
講
義
（
第
二
回）
」

講
師
・

中
原
佑
介

一

月
二
三
日
（
日）

「
合
同
合
評
会
（
仮
称）
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

一

九
六
七）
を

「
不
在
性
に
つ
い
て
」

は
高
松
が
レ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
彼
の
「
世
界
拡
大
計
画

第
一

章
」（
註
8
)

に
つ
い
て
語
り、
「
新
聞
を
読
ん
で
」

は
田
島
が
イ
ン
ド
・

パ
キ
ス
タ
ン
紛
争
に
つ
い
て
報

告
し
た。

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二

部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

場
所
と
日
時、

名
称
を

「
仮
称
合
評
会
」

と
す
る
こ
と、

主
旨、

対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
可
否
な
ど
を
決
定。

一

月
二
五
日
（
火）

一

月
三
0
日
（
日）

こ
の
両
日
は、

高
松
の
メ
モ
で
は
「
塾
生
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
討
論
」

（
二
五
日）
、
「
一

部
の

特
別
授
業
」

（
三
0
日）
と
の
み
記
さ
れ
て
お
り、

詳
細
は
不
明。

二
月
一

日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
ぼ
く
の
セ
ザ
ン
ヌ
論
」

こ
の
他、
「
仮
称
合
評
会
」

の
決
定
事
項
が
報
告
さ
れ
る。

二
月
六
日
（
日）

「
仮
称
合
評
会
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議
」

こ
の
会
議
は、

第
一

部
と
第
二
部
の
塾
生
が
合
同
で
行
っ
た。

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
の

「
仮
称
合
評
会
」

の
あ
り
方
と
内
容、

責
任
が
問
わ
れ
た
場
合
の
対
応
が
話
し
合
わ
れ
た。

二
月
八
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
現
代
数
学
講
義
（
第
三
回）
」

講
師
・

中
原
佑
介

二
月
一

三
日
（
日）

（
第
一

部）
「
教
室
に
於
け
る
制
作
」

お
よ
び
「
自
由
討
論
」

こ
の
日
は
第
一

部
の
み
の
特
別
講
座
だ
っ
た
（
理
由
は
不
明）
。

二
月
一

五
日
（
火）

（
第
一

部）
討
論
「
『
作
家
の
言
葉』

に
よ
る
討
論
」

高
松
の
メ
モ
に
は
ア
ー
サ
ー
・

エ
デ
ィ
ン
ト
ン
(
-

八
八
ニ
ー
一

九
四
四）
の
も
の
と
推
測

さ
れ
る
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
が、

エ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
天
体
物
理
学
者。

こ
の
日、

第
二
部
の
活
動
は
不
明。

二
月
二
二
日
（
火）

（
第
一

部）
講
義
「
位
相
数
学．

高
松
に
よ
る
中
原
氏
の
追
補
」、

討
論
「
『
作
家
の
言
葉』

に



よ
る
討
論」

お
よ
び
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
第
二
部）
「
ル
・

ク
レ
ジ
オ
の
読
書」

第
二
部
に
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
不
明。

二
月
二
九
日
（
火）

（
第
一

部
・

第
二
部
共
？）
講
義
「
寺
山
修
司
氏
を
囲
ん
で」

講
師
・

寺
山
修
司

三
月
五
日
（
日）

「
仮
称
合
評
会
の
た
め
の
全
体
打
ち
合
わ
せ
会
議」

こ
の
会
議
は
参
加
者
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

三
月
七
日
（
火）

（
第
一

部）
「
ル
・

ク
レ
ジ
オ
の
読
書」

お
よ
び
「
仮
称
合
評
会
の
連
絡」

（
第
二
部）
塾
生
に
よ
る
バ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
一

部
に
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
高
山
鉄
男（
訳）
『
発
熱』
（
新
潮
社

一

九
七
0)
所
載

の
「
ボ
ー
モ
ン
が
痛
み
を
知
っ
た
日」

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
二
月
二
二
日
第
二
部
も
同
じ

テ
キ
ス
ト
か）
。

こ
の
日
の
活
動
に
つ
い
て、

高
松
の
メ
モ
に
は
「
二
月
七
日」

の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る

が、

前
後
か
ら
判
断
し
て
三
月
と
し
た。

三
月
一

四
日
（
木）

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
仮
称
合
評
会
準
備
を
主
と
し
た
自
由
講
座」

三
月
一

六
・
一

七
・
一

八
H
（
木
＼
土）

「
仮
称
合
評
会」

高
松
の
ア
ト
リ
エ
を
は
じ
め、

武
蔵
野
市
公
会
堂
や
井
の
頭
文
化
公
園
内
な
ど
で
開
催
さ

れ
た。

三
月
ニ
―

日
（
火）

（
第
一

部）
塾
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
第
二
部）
講
義
「
現
代
音
楽
論」

講
師
・

秋
山
邦
晴

（
第
一

部
・

第
二
部
共）
「
第
一

期
最
終
講
座」

三
月
二
八
日
（
火）

約
一

年
間
の
活
動
を
通
覧
す
る
と、

さ
き
に
引
用
し
た
高
松
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
構
想
は、

．

．

．

．

．

 

あ
る
程
度
こ
な
さ
れ
て
い
る、

と
い
う
印
象
を
受
け
る。

「
定
期
的」

な
活
動
で
あ
る
合
評
会
は、

参
加
者
全
員
が
提
出
し
た
わ
け
で
は
な
く、

週

に
三
S
五
人
の
塾
生
の
作
品
を
批
評
し
合
う
も
の
で、

塾
生
一

人
当
た
り、

二
、

三
ヶ
月
に

一

回
と
い
う
ペ
ー
ス
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る。

高
松
に
よ
る
『
老
子』

講
読
に
つ
い
て
は、

そ
の
全
体
像
や
概
要
は
不
明
で
あ
る
が、
「
教
室
に
於
け
る
制
作」

に
つ
い
て
は
彼
が
示
し

た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
（
後
出）
。

「
不
定
期」

な
も
の、

特
に
外
部
か
ら
の
講
師
招
聘
は
「
塾」

の
相
談
役
を
務
め
た
中
原

佑
介
を
除
け
ば
美
術
評
論
家
の
針
生
一

郎
(
-

九
二
五
生）
、

美
術
家
の
斎
藤
義
重
(
-

九
0

四
ー
ニ
0
0
I

)

、

松
澤
宥
(
-

九
ニ
ニ
ー
ニ
0
0
六）
、

李
馬
換
(
-

九――一
六
生）
、

演
劇
の

寺
山
修
司(
-

九
三
六
ー
八
三）
、

音
楽
評
論
の
秋
山
邦
晴(
-

九
二
九
ー
九
六）
、

中
国
思
想

史
家
の
山
田
統(
-

九
0
六
生）
で
あ
り、

山
田
以
外
は
い
わ
ゆ
る
「
現
代
美
術」

に
（
直
接・

間
接
問
わ
ず）
関
わ
る
人
物
た
ち
だ
っ
た（
註
9
)。

当
初
は
高
松
自
身
も
文
学、

演
劇、

音
楽、

建
築
な
ど
幅
広
い
外
部
講
師
の
招
聘
を
考
え、

ま
た
塾
生
の
側
も
多
彩
な
講
師
の
顔
ぶ
れ
を

期
待
し
て
い
た（
註
10
)。

そ
の
意
味
に
お
い
て、

外
部
講
師
の
招
聘
は
不
活
発
な
も
の
と
評
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い。

し
か
し
な
が
ら、
「
塾」

は
大
学
な
ど
と
は
異
な
り
週
一

度、

し
か

も
わ
ず
か
な
時
間
で
の
活
動
で
あ
り、

定
期
的
な
活
動
の
計
画
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば、

外
部
講
師
の
招
聘
が
縮
小
し
て
も
仕
方
が
な

か
っ
た
だ
ろ
う。

高
松
が
記
し
た
メ
モ
の
内
容
を
追
う
限
り
で
は、

斎
藤
と
李
の
講
義
は
高
松
が
講
読
を
重

ね
た
『
老
子』

理
解
を
補
う
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り（
註
II
)、

松
澤
の
講
義
も
中
原
の

現
代
数
学、

針
生
の
記
号
論
と
様
相
を
異
に
し
な
が
ら
も、

思
考
の
方
法
論
と
い
う
意
味
で
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で
表
現
し
て
下
さ
い
。

は
共
通
す
る。

ま
た、

美
術
と
直
接
関
わ
る
講
義
を
見
て
も、

活
動
後
半
に
行
わ
れ
た
高
松

の
セ
ザ
ン
ヌ
を
は
じ
め、

中
原
の
マ
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ、

ブ
ラ
ン
ク
ー
シ、

シ
ュ
ビ
ッ
タ
ー
ス

な
ど
の
作
家
論
は、

い
わ
ば
二
0
世
紀
美
術
入
門
と
い
う
趣
が
強
い
。

こ
れ
に
対
し、
「
い

ま•
こ
こ」

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
塾
生
に
対
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
解
説
し、

理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

高
松
は、
『
老
子』

の
講
読
が
象
徴
す
る
よ
う
に、

古
典
的
な
思
想
あ
る
い
は
甚
礎
的
な
思
考
と
い
っ
た
も
の
を

重
視
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

な
お
本
項
の
し
め
く
く
り
と
し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た
日
に
ち
以
外
に
も、

高
松
は
助
手
で

あ
る
田
島
を
は
じ
め、

中
原
や
他
の
講
師
た
ち
と
数
多
く
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

「
制
作
過
程
と
内
容」

そ
れ
で
は、

高
松
は
塾
生
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
課
題
を
与
え、

何
を
語
っ
て
い
た
か。

一

九
七
一

年
六
月
一

五
・
ニ
ニ
・
ニ
九
日
の
三
週
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
教
室
に
於
け

る
制
作」

に
お
い
て
高
松
は
塾
生
た
ち
に
対
し
て
次
の
課
題
を
与
え
て
い
る。

問
ー．

提
出
さ
れ
た
物
体（
こ
れ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
l
引
用
者
註）
に
対
し
て、

文
字
又

は
文
章
で
表
現
し
て
下
さ
い
。

問
2．

提
出
さ
れ
た
同
じ
物
体
に
対
し
て、

指
定
の
紙
の
上
に、

文
字
ま
た
は
文
章
以
外

問
ー
・

問
2
の
両
方
の
問
題
を
共
に
未
完
成
で
も
六
時
よ
り
八
時―
二
0
分
（
二
時
よ
り
四
時

三
0
分）
ま
で
に
完
了
し
て
下
さ
い
。

⑮
提
出
さ
れ
た
物
体
に
変
化
を
与
え
な
い
こ
と。

「
教
室
に
於
け
る
制
作」

は、

各
塾
生
た
ち
の
作
品
を
高
松
や
塾
生
同
士
が
見、

討
論
す

る、

と
い
う
形
式
だ
っ
た。

高
松
の
ノ
ー
ト
に
は、

こ
の
課
題
の
意
図
と
思
わ
れ
る
メ
モ

が、

続
け
て
記
さ
れ
て
い
る。

こ
の
課
題
か
ら、

約
半
年
後
の
一

九
七
二
年
一

月
―
一

日
に
出
さ
れ
た
課
題。

0

こ
の
黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
右
の
一

文
に
関
連
し
て、

文
字
ま
た
は
文
章
を
指
定
さ
れ

た
用
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。

こ
の
ふ
た
つ
の
課
題
は、

こ
の
時
期
の
高
松
の
作
品
《
石
と
数
字》
(
-

九
六
九）
や
《
日

本
語
の
文
字》
(
-

九
七
0)
に
見
ら
れ
る、

世
界
と
そ
れ
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
関

係
を
問
お
う
と
す
る
姿
勢
と
直
に
結
び
つ
い
て
い
る。

高
松
が
「
塾」

の
準
備
の
た
め
に
記
し
た
メ
モ
の
中
で、

最
も
纏
ま
り
が
あ
る
内
容
が、

一

九
七
一

年
七
月
一

三
・
ニ
0
日
と
九
月
ニ
―

日
に
行
わ
れ
た
討
論（
あ
る
い
は
報
告）
「
制

作
過
程
と
内
容」

に
つ
い
て
で
あ
る。

こ
れ
は、

塾
生
た
ち
と
討
論
す
る
た
め
の、

い
わ
ば

「
た
た
き
台」

と
し
て
彼
が
記
し
た
草
稿
で
あ
り、

そ
の
内
容
は
彼
が
分
析
し
た
「
作
品」

制
作
と
そ
の
営
為
11
積
み
重
ね
の
原
理
に
つ
い
て
で
あ
る。

六
月一―1
0
日、

最
初
の
構
想
が
彼
の
ノ
ー
ト
に
現
れ
て
い
る。

「
文
字
ま
た
は
文
章
を
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

教
室
に
於
け
る
制
作
（
文
童
表
現）
I
（
言
語
表
現）

見
る
と
い
う
こ
と
の、

主
体
と
客
体
と
の
問
題
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引
き
続
き 、
七
月一
九
日
に
も
記
さ
れ
て
い
る 。

⑧
感
性
的
指
向
は
つ
ね
に
物
体（
実
在）
に
関
す
る
指
向
性
と
な
る 。

問
題
点

①
日
常
と
は
何

か
と
い
う
問
い
と
抽
象
性
が
重
要 ．

②
制
度
は
日
常
性
を
わ
い
小
化
し ．

プ
ロ
セ
ス
を
短
絡
さ
せ
る ．

③
他
人
が
見
る
場
合
は
上

か
ら
の
推
測 ．

④
感
性
の
感
性
は
存
在
し

な
い
！

そ
れ
は
即
自
存
在
的
で
あ
る 。
（
そ
の
た
め
に 、
プ
ロ
セ

ス
に
は
理
性
の
介
入
す
る
必
要
が
あ
る）

⑤
理
性
は
つ
ね
に 、
感
性
の
統
括
を
す
る 。

両
が
自
分
に
と
っ
て 、

Bi
面
白
い
こ
と
な
の

か
と
い
う
よ
う
な
l

一
何
が
こ
の
場
合

ti
正
当
で
あ
る
の

か
と
い
う
よ
う
な＿

⑥
理
性
の
理
性
が
哲
学 ．
（r
新
し
い
哲
学」
参
照）

W
技
術
の
技
術
が
教
育
で
あ
る
べ
き
で
あ
る 。
（
自
己
教
育
を
含
む）
（
理
性
の
働
く
こ
と
が

多
い）

制
作
過
程
と
内
容

高
松
の
メ
モ
'71
|7
|1

9

「形式」から具体的な制作が問題となる
百

そ
の
興
味
の
強
化
の
た
め
の
意
識
化 ，
（
あ
る
出
発）

薗
…

倦
怠
的
混
在

知
覚

百

思
考 ．

想
像 ．

情
報
経
験 ．

自
己
の
制
作
経
験 ．

…
そ
の
他）

内
容
…

あ
る
時
点
で
の
興
味
に
対
す
る
積
極
性 ．

混
在
の
中
の
発
生

立
ち
止
ま
る
と
い
う
こ
と．

性
格
…

感
性
的．
（
綜
合
的
作
用）

国
↓
回
と
田
の
境
界
は

時
間
的
で
な
く ．

空
間
的
で
あ
る
が．

空
間
的
境
界
も
ま

た ．

流
動
的

連
続
的
で
あ
る 。

受
動
性
と．

能
動
性
の
境
界
線
上 ．

闊
…

す
べ
て
の
経
験
（
事
物
と
の
触
れ
あ
い

一
般
的
な
日
常
的
世
界
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内
容
：（
具
体
的
作
業
術
動）．

た
と
え
ば．

ス
ケ
ッ
チ
や
模
型

と
き
に
は

空
想
的
作
業．

の
と
き
も
あ
る。

性
格
…
賭
け．

具
体
性．

や
や
特
殊
な
日
常
性．
（
虚
構
性）
C

（
以
下
同
じ）

闊
…
図
の

具休
性
抽
象
性
と．

内
容
的
統
綜
括

薗
…
感
性
的（
綜
合
作
用）

百

回
に
関
す
る
感
性
的
検
証

反
省
的

(―
戸1

構
住）
C

闊
…
1
の
検
討

及
び．
行
動（
作
業）
に
意
義

が
あ
る
か
否
か
の
検
討
は

具
体
的
に
は

自
分
に
と
っ
て．

何
が

最
も
面
白
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の

検
討

薗
…
理
性
的（
抽
象
化
作
業）

や
や
特
殊
な
日
常
性
の
発
生．固

の
具
体
性
と
の

賭
け
の
回
答

国
↓
図
固
回
は

時
間
的
順
序
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い。
つ
ま
り
同
時
的
に
も
存
在

し
え
る。
空
間
的
境
界
が
あ
る
と
し
て
も．

流
動

的

連
続
的
で
あ
る

哲
学（
的）

回
の
再
検
討

技
術
0
た
め
0
に
関
す
る
技
術

検
討。
思
考。
へ
の
思
考。

の
発
生
11
自
己
教
育
の
基
盤．

…
…
こ
れ
ら
を

綜
括
的
に
意
識
す
る
こ
と
が
教
育．

の
基
盤．

回
の（
検
証
結
果
の）
意
識
化．
そ
れ
を
通
し
て

の
田
の
再
検
討

そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
を．

で
き
る
限
り
広
範
囲
に

考
え
る
ま
た．
そ
の
問
題
の
限
界
を
考
え
る。

次
の
作
業
に
意
味
が
あ
る
か
否
か
の
検
討．

薗
…
抽
象
化
作
業
（
理
性

具
体
性．

内
容
：：
図
の
再
検
討

理
性
の
た
め
0
理
性
II

百

困
の
意
識
化
を
通
し
て
の
田
図
回
の
再
検
討

ゃ
ゃ
特
殊
な
日
常
住．
（
虐
構
l

二
）
C
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感
性
の
感
性
は
存
在
す
る
か．

（
多
分
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う。）

畠
性
格
…
固
と
の
相
違
は．

避
け
よ
う
と
し
て
も
不

可
能
な

経
験
の
量
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る。
一
固
の
技
術
的（
註12
ニ
具
体
化
作
業．

賭
け。

技
術
に
関
す
る
技
術
的
実
験
を
含
む。

内
容
…
団
と
現
象
的
に
は
同
じ
性
格．

具
体
的

な
内
容
的
性
格
の
相
違
の
み
が
問
題．

具
体
化
作
美

非
日
常
的

内
容
…
図
の
抽
象
性
と．

図
の
具
体
性
と
の

内
容
的
綜
括

性
格
…
感
性
的（
綜
合
作
用）

賭
け
へ
の
回
答．

l

国

図
に
関
す
る
検
証
感
性
的
検
証

感
性
の
綜
括）
超
越
的
性
格．

反
省
的
性
格．

非
日
常
的

(

0
に
も
ど
る

初
心
に
か
え
る）

回
↓
図
回
国
は．

時
間
的
順
序
が

あ
る
と
は
限
ら
な
い。
同
時
に
も
存
在一ud
(i)。
し
え
る。

空
間
的
境
界
が
あ
っ
て
も．

流
動
的．

連
続

以
下、
図
回
国
図
…
…
と
続
き
え
る。

そ
れ
は

展
開．

又
は
停
止
の
凶

要
性（
必
然
性）
が
発
生
す
る
ま
で．

く
り
か
え
さ
れ
る．

も
ち
ろ
ん．

国
で
終
る
こ
と
も
あ
り
え
る
が．

（
最
低
限

国
ま
で
は
必
要
条
件
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う。）

こ
れ
ら
の一
連
の
経
過
が
停
止
さ
れ
終
了
し
た

と
認
め
え
る
と
き．

そ
れ
は

一
般
的
日
常
性
と
な
る。

こ
の
メ
モ
の
中
に
「
教
育
の
基
盤」
と
い
う
語
句
が
あ
る
こ
と
か
ら、
こ
の
メ
モ
全
体
を

「
塾」
に
お
け
る
活
動、
諸
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
関
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う。
高

松
に
と
っ
て
は
作
品
の
制
作
も
「
塾」
も、
等
価
だ
っ
た
こ
と
に
な
る。
だ
か
ら
こ
そ、
彼

晶
国
11
回

／（
そ
れ
以
前
と
は
変
容
し
て
は
い
る
が．）

停 図
＼，
国

以
後
に
つ
い
て

的
で
あ
る
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教
室
に
於
け
る
作
品
制
作

題
名
「
共
同
制
作」

自
ら
の
制
作
上
の
関
心
を
「
塾」

に
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た。

そ
の
意
味
で
は、

塾
生
た
ち
は
高
松
次
郎
と
い
う
芸
術
家
が、

最
も
直
近
に
抱
え
て
い
た
問
題
に
触
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る。

高
松
は
一

九
六
0
年
代
末
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て、

階
梯
を
踏
ま
え
た
作
品
制
作
を
行

う
よ
う
に
努
め
て
い
た。

そ
の
連
関
に
お
い
て
彼
の
こ
の
メ
モ
は、

そ
の
制
作
原
理
の
根

拠
11
方
法
論
で
も
あ
る。

重
要
な
点
は、
「
私」

た
る
主
体
が
対
象
と
な
る
客
体（
こ
れ
は、

「
も
の」

や
「
物
質」

か
ら
「
作
品」

に
至
る
ま
で、

様
々
な
段
階
が
あ
る）
に
加
え
る
操
作

の
手
順（
手
続）
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が、

主
体
が
自
ら
に
対
し
て
懐
疑
を
抱
く
可

能
性
に
つ
い
て、

ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る。

そ
れ
に
か
か
わ
る
唯一
の

語
彙
が
「
賭
け」

で
あ
る
が、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
限
り、

彼
の
記
す
「
賭
け」

は

目
的
地
ま
で
の
交
通
手
段
を
選
ぶ
こ
と
と
大
差
は
な
く、

主
体
の
ゆ
ら
ぎ、

不
確
定
さ
ま
で

織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

彼
は
「
再
検
討」

や
「
検
証」

と
い

う
作
業
を
組
み
込
ん
で
は
い
る
が、

そ
れ
は
単
な
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
し
か
与
え
ら

れ
て
い
な
い。

こ
れ
は
主
体
を
客
体
と
し
て
見
つ
め
よ
う
と
す
る
ま
な
ざ
し
の
欠
如
で
あ

り、

同
時
に
他
者
の
存
在
が
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
も
あ
る。

こ
の
問
題
は、

塾
生
た
ち
が
集
団
で
行
う
こ
と
を
目
的
に
高
松
が
提
示
し
た
課
題
に
も
現

れ
て
い
る。

一

九
七
一

年一

0
月
―
―
一
日
と
一
一

月
二
日
に
行
っ
た
「
教
室
に
於
け
る
制
作

共
同

制
作」

の
課
題。

＿
ル
ー
ル
（
＿
）

（
大
項
目
）一

複
数
の
人
が、
l

つ
の
対
象（
課
題
）

に
対
し
て．

各
々
一

定
の
持
ち
時
間
の
中
で．

順
に
制

作
を
受
け
持
つ
こ
と。

回
数
を
重
ね
て
も
よ
い
が、

同
じ
順
番
で、

各
々
が
同
じ
回
数
制
作

を
受
け
持
つ
こ
と。

＿
ル
ー
ル
（
二
）

（
詳
細
）＿

指
定
さ
れ
た
紙
面
の
中
に、

指
定
さ
れ
た
用
紙
を
一

枚
l

枚
選
び．

三
分
以
内
に．

任
意
の

位
置
に．

指
定
さ
れ
た
接
着
剤
で
貼
り
付
け
る
こ
と。

冒
指
定
さ
れ
た
紙
面

及
び
用
紙
は、
｛
ル
ー
ル
（
二
）

（
詳
細
）｝

以
外
の
加
工
を
加
え
て
は
な

ら
な
い。冒

指
定
さ
れ
た
紙
面
の
外
側
に
は
み
出
し
て、

あ
る
い
は、

そ
れ
以
外
の
位
置
に、

用
紙
を
貼

っ
て
は
な
ら
な
い。

国
指
定
さ
れ
た
以
外
の
物
体
を、

指
定
さ
れ
た
紙
面
に
貼
る
こ
と
は
で
き
な
い。

ま
た、

指
定

さ
れ
た
以
外
の
物
体
に
関
し
て
は、

当
制
作
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い。

国
指
定
さ
れ
た
用
紙
の
接
着
面．

及
び
位
置
以
外
に．

接
精
剤
を
付
着
さ
せ
て
は
な
ら
な
い。

冒
制
作
参
加
者
は．

以
上
の
こ
と
を
守
っ
た
う
え
で．

必
ず
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

参
加
者
た
ち
は
こ
の
課
題
を
示
さ
れ
た
際、

お
互
い
が
話
し
合
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、

こ
れ
は
会
話
を
し
な
く
と
も
可
能
だ
ろ
う。

い
わ
ば、

自
ら
の
行
為
で
起
こ
っ
た
予
測
不
可

能
な
事
態（
他
の
参
加
者
た
ち
の
反
応）
に
対
し、

参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
反
応
を
重
ね
る

か、

と
い
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る。
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「
制
作
過
程
と
内
容」

の
内
容
に
立
ち
戻
れ
ば 、

既
述
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も 、

最
初
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
「
「

形
式」

か
ら
具
体
的
な
制
作
が
問
題
と
な
る ．
」

と
い
う

一

節
は 、
一

九
六
三
年
に
高
松
が
記
し
た
「
”

不
在
体“

の
た
め
に
」（
註
13
)

で
彼
が
規
定
し
た

絵
画
と
い
う
「
も
の
」

の
「

物
質
的
実
在」

を
明
ら
か
に
踏
ま
え
て
い
る
し 、
「

が
11 ,
O

」

の
無
限
反
復
は 、
「
『

不
在
体』

の
た
め
に
」

を
含
む
彼
の
六
0
年
代
に
積
み
重
ね
た
思
索

「
世
界
拡
大
計
画」

の
エ
ッ

セ
ン
ス
で
あ
る 。

高
島
直
之
は
高
松
の
「

方
法
論」

の
意
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る 。

…
高
松
が
生
涯
を
か
け
て
表
現
し
て
き
た
こ
と
と
は 、

実
在
性
か
ら
ど
こ
ま
で
遠
く
へ

行

け
る
か
と
い
う
実
験
で
あ
り 、

そ
の
仕
事
に
完
成
は
な
く 、

け
っ
し
て
到
達
が
な
い
と
い
う

点
で
す 。

重
要
な
こ
と
は
不
在
の
も
つ 、

よ
り

純
粋
な
緊
張
感
を
い
か
に
延
命
さ
せ
て
い
く

か
と
い
う
「

方
法
論」

こ
そ
が 、

高
松
の
手
中
に
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す 。
（
註
14
)

「
仮
称
合
評
会」

前
項
で
記
し
た
と
お
り 、

高
松
次
郎
の
メ
モ
「

制
作
過
程
と
内
容」

は
他
者 、

さ
ら
に
は

対
象
と
向
き
合
う
姿
勢
を
考
慮
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く 、

モ
ノ
ロ
ー
グ
的
な
構
造
で
あ

る 。
そ
の
一

方
で 、

高
松
は
「

塾」

に
お
い
て
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
る 。

そ
の
代
表
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
一

九
七
一

年
六
月
一

日
か
ら
絶
え
ず

続
け
ら
れ
た
合
評
会
が
あ
る 。

た
だ
し 、

彼
の
メ
モ
を
読
む
限
り 、

塾
生
た
ち
が
自
宅
で
制

作
し
た
作
品
を
「

塾」

に
持
ち
込
み 、

批
評
し
合
う
と
い
う
行
為
と 、
「

制
作
過
程
と
内
容」

に
記
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
統
合
す
る
か 、

と
い
っ
た
思
索
は
行
わ
れ
て
い
な

�ヽ
゜
,
>

通
常 、

毎
回
の
合
評
会
で
は
塾
生
全
員
の
作
品
を
批
評
す
る
こ
と
は
で
き
ず 、

高
松
は

「
塾」

の
活
動
が
本
格
的
に
な
っ
た
一

九
七
一

年
夏
ご
ろ
か
ら
自
宅
ア
ト
リ
エ
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
屋
内
外
で
第
一

部
と
第
二
部
合
同
の
合
評
会
を
行
う
構
想
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る（
註
15
)。

こ
の
構
想
が 、

高
松
と
田
島
廉
仁
と
の
間
の
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た

の
は
九
月1
1
0
日
の
こ
と
で 、

こ
の
段
階
で
は
翌
月
の
日
曜
日
で
あ
る
一

0
月
二
四
日
か
一

一

月
中
に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が 、

結
局
七
二
年一
二
月
一

六
日
か
ら
一

八
日
に
か
け
て 、

「
仮
称
合
評
会」

と
い
う
名
称
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た 。

こ
の
合
評
会
の
た
め
に
塾
生
た
ち
が
制
作
し
た
謄
写
版
刷
り
の
『

仮
称
合
評
会
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
』

に
よ
れ
ば 、

三
月
一

四
日
の
時
点
で
高
松
と
田
島
を
含
め
た
四
一

人
の
参
加
が
予
定

さ
れ
て
お
り 、

す
で
に
作
品
と
そ
の
発
表
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ

る
（
発
表
場
所
が
複
数
に
わ
た
っ
た
参
加
者
も
お
り 、

左
記
は
延
べ
人
数 。

ま
た
場
所
の
名

は
当
時
の
呼
称）

。

高
松
自
宅
ア
ト
リ
エ

井
の
頭
公
園（
公
園
駐
車
場 、

公
園
附
近
の
歩
道 、

中
ノ
島
池）

武
蔵
野
市
公
会
堂

東
京
都
立
教
育
研
究
所
三
鷹
分
室
山
本
有
三
青
少
年
文
庫

高
松
は
自
宅
ア
ト
リ
エ

、

井
の
頭
公
園 、

武
蔵
野
市
公
会
堂
で
そ
れ
ぞ
れ
《
複
合
体
1

》 、

《
複
合
体
2

》 ヽ
《
複
合
体
3

》

を
制
作
し
て
い
る 。

こ
れ
が 、

彼
が
「

複
合
体」

と
い
う
作

品
名
を
用
い
た
最
初
の
作
例
と
な
っ
た 。
「

仮
称
合
評
会」

で
発
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
複
合
体」

は 、

杭
や
立
っ
て
い
る
丸
太
（
木
製
の
電
柱
が
途
中
か
ら
切
り

取
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る）
な
ど
の
切
り
口
に
砂
を
円
錐
状
に
盛
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る 。

彼
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
井
の
頭
公
園
付
近
で
の
《
複
合
体
2

》

は
「

一

七
日
午
後
一

時」

か
ら
設
置
す
る
こ

と
を
予
告
し
て
い
る
（
こ
れ
は 、

仮
設
的
性
格
の
強
い
作
品
に
備
わ
る
イ
ヴ
ェ
ン
ト

性
に
つ

一

人

―
一

人 人

二
0
人



い
て、

高
松
が
考
慮
し
て
い
た
証
左
と
な
る）
。

「
仮
称
合
評
会」

は
「
塾」

の
活
動
で
あ
り、

活
動
を
対
外
的
に
は
告
知
し
な
い
と
い
う

原
則
に
従
う
と
す
れ
ば
「
仮
称
合
評
会」

に
各
自
が
提
出
し
た
作
品
も
非
公
開
と
な
る
が、

自
宅
ア
ト
リ
エ
以
外、

公
共
的
な
空
間
を
用
い
て
の
作
品
設
置
に
関
し
て
こ
の
原
則
を
当
て

は
め
る
こ
と
は
出
来
な
い。

結
果
と
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は、

ご
く
限
ら
れ
た
関
係
者

に
は
通
知
す
る、

と
い
う
曖
昧
な
決
着
が
図
ら
れ
た。

高
松
の
「
複
合
体」

も
本
来
な
ら
ば

非
公
開
の
は
ず
で
あ
る。

し
か
し
高
松
本
人
は
「
仮
称
合
評
会」

に
発
表
し
た
作
品
は
画
廊

な
ど
で
発
表
す
る
作
品
と
の
間
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
お
ら
ず、

後
に
『
美

術
手
帖』
一

九
七
三
年
一

月
増
刊
号
に
掲
載
し
た
い
と
い
う
峯
村
敏
明
(
-

九
三
六
生）
の
要

請
に
よ
っ
て
「
仮
称
合
評
会」

で
制
作
し
た
「
複
合
体」

の
写
真
資
料
を
提
出
し
て
い
る（
註

高
松
の
「
複
合
体」

の
写
真
掲
載
を
め
ぐ
っ
て
は、

そ
の
後
塾
生
内
部
か
ら
「
塾」

の
原

則
に
外
れ
る
の
で
は
な
い
か、

と
い
う
疑
義
が
出
さ
れ、

高
松
本
人
が
塾
生
た
ち
に
対
し
て

事
情
を
説
明
す
る
結
果
と
な
っ
た。

こ
れ
は
「
塾」

の
活
動
を
め
ぐ
り、

高
松
と
塾
生
た
ち

と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
た
一

例
だ
が、
「
仮
称
合
評
会」

が
当
初
予
定
し
て
い
た
期
日
か
ら

大
幅
に
ず
れ
込
ん
だ
理
由
も
こ
こ
に
あ
る。

高
松
が
開
催
そ
の
も
の
を
塾
生
た
ち
と
共
に
運

営
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
た
め、

合
同
で
合
評
会
を
行
う
こ
と
の
意
義
付
け
や
開
催
そ
の
も

の
の
可
否
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
各
自
の
認
識
と
主
張
の
ず
れ
が
露
わ
と
な
り、

討
論
に
多
く
の

時
間
が
費
や
さ
れ
た
た
め
で
あ
る。

そ
の
さ
な
か、

高
松
は
「
塾」

に
つ
い
て
自
ら
の
定
義
付
け
を
行
っ
て
い
る。

一

九
七
一

年
―

二
月
1

0
日
の．

メ
モ．

当
r
塾」

に
は、

現
実
指
向
も、

ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
も
存
在
し
え
な
い
だ
ろ
う。

塾
は
現
実

の
中
に
形
成
さ
れ
る
べ
き、

新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た、

小
さ
な
現
実
そ
の
も
の
な
の
で
あ

塾
一

期
の
終
了
に
あ
た
り．

塾
生
の
皆
様
に．

る。

現
実
指
向
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
が
混
線
し、

ま
た
い
ず
れ
か
に
対
し
て
の
仮
説
的
な
場

と
し
て
も
存
在
し
え
な
い
。

教
育
が、

一

方
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
成
立
を
条
件
と

し
て
い
る
な
ら、

塾
は、

そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
人
の
す
べ
て
が、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン

の
発
信
と
受
信
の
原
点
で
あ
る
だ
ろ
う。

ま
た
複
数
の
人
た
ち
が
理
想
的
な
関
係
を
も
つ
べ
き
共
同
体
と
し
て
の
単
純
化
し
え
る
論
理

を
存
在
さ
せ
る
に
は、

何
ら
の
前
提
を
も
も
っ
て
は
い
な
い
。

塾
の
構
成
方
法
は、

論
理
の

単
純
化
よ
り
も、

そ
の
複
雑
化
に
し
か
加
担
し
て
は
い
な
い
。

塾
は、

厳
密
な
意
味
で
教
育
機
関
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り、

最
大
限、

自
己
教
育
の
場
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し、

共
同
体
的
の
可
能
性
は
存
在
し
え
る。

そ
れ
は、

あ
く
ま
で
混
線
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
イ
シ
ョ
ン
と、

永
遠
に
否
定
を
く
り
か
え
す
ユ
ー
ト
ピ
ア
指
向
と
い
う
状
態
を
通
し
て
し

か
存
在
し
え
な
い
。

塾
は、

特
定
の
何
も
の
か
に
は
向
か
な
い
。

ま
た
逃
避
す
る
こ
と
も
な
い
。

結
果
と
し
て、
「
仮
称
合
評
会」

は
「
塾」

の
一

九
七
一

年
度
の
活
動
を
し
め
く
く
る
大

き
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
た。

た
だ
し
実
施
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
か
ら、

高
松
や
塾

生
た
ち
は
こ
れ
を
「
卒
業
制
作」

的
な
も
の
と
考
え
て
は
い
な
か
っ
た。

一

九
七
二
年――一
月
二
八
日、

最
終
講
座
が
行
わ
れ
た。

こ
の
際
の
高
松
の
挨
拶
文
を
掲
げ
る。

事
務
担
当
者

高
松
次
郎

よ
り
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昨
年
の
五
月
十一
日
よ
り 、

本
日 、

三
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
終
わ
る
当
塾
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
完
了
し
え
た
こ
と
は 、

相
談
役 、

中
原
佑
介
氏 、

及
び 、

助
手
兼
事
務
担
当
者 、

田

島
廉
仁
氏
の
多
大
な
る
誠
意
と
尽
力
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く 、

塾
生
皆
様
方
の
強
固
な
る

意
志
と 、

絶
大
な
る
努
力
な
く
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん 。

な
か
で
も 、

こ
の
十一
ヶ
月
の
間
に 、

個
人
の
問
題
を
越
え
て 、

当
塾
の
よ
り
全
体
に
関

わ
る
仕
事
で
努
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
方
々
が 、

こ
の
期
間
の
塾
を
支
え
て
き
た
一
面
に

は
言
葉
に
尽
せ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ 、

特
別
に
責
任
担
当
者
か
ら
感
謝
の
意
を
表
わ

す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん 。

し
か
し
な
が
ら 、

眼
に
見
え
な
い
よ
う
な
部
分
に
於
い
て 、

ま

た 、

責
任
担
当
者
に
は
感
知
し
え
な
い
と
こ
ろ
で 、
一
人一
人
の
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
力
強
い

努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は 、

想
像
に
難
く
な
く 、

そ
れ
に
対
し
て
考
え
及
ぶ
と
き 、

も
は
や

個
別
的
な
感
謝
の
表
明
は
避
け 、

皆
様
方
全
員
に
対
し
て
の
み
言
葉
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
ス
ま
す 。

皆
様 、

ど
う
も
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た 。

昨
年
の
五
月
十一
日
か
ら 、

本
日 、

三
月
二
十
八
日
ま
で
の
当
塾
の 、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

主
体
と
し
た
経
過
を 、

塾
一
期
と
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
が 、

当
然 、

そ
れ
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
批
評
が
存
在
す
る
筈
で
あ
り 、

責
任
担
当
者
と
し
て
も 、

塾
生
の
方
々
か
ら
の
多
く

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら 、

今
後
も
塾
に
関
す
る
思
考
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

と
い
う
の
も 、

当
塾
は 、

本
日
で
す
べ
て
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

り
ま
す 。

今
か
ら
塾
二
期
と
も
い
う
べ
き 、

今
後
も
た
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
し 、

ま
た 、

そ
れ
以
外
に
も
形
式
を
越
え
て
存
在
す
る
塾
の

一
面
を 、

今
後
に
於
い
て
も
無
視
し
え
な
い
も
の
と
し
て
思
慮
す
る
が
た
め
で
あ
り
ま
す 。

今 、

こ
こ
で
責
任
担
当
者
の
一
人
の
意
向
を
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が 、

単
な

塾
一
期

塾
生
の
皆
様

＊

一
九
七一一
年
四
月一
六
日 、

日
曜
日
に
第一
部
と
第一一
部
合
同（
自
由
参
加）
に
よ
る
会
合

が
持
た
れ 、

塾
の
今
後
が
話
し
合
わ
れ
た 。
「

募
集
要
項」

に
記
さ
れ
て
い
た
「

開
講
期
間」

以
後
も
継
続
し
た
活
動
を
希
望
す
る
声
は 、

七
一
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
す
で
に
一
部
の
塾
生
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る 。

そ
の
後 、
「

塾」

は
塾
生
た
ち
の
自
主
運
営
に
委
ね
ら
れ 、

高
松
次
郎
と
田
島
廉
仁
は
実

質
的
な
活
動
か
ら
は
退
い
た 。
一
九
七
三
年
七
月
に
は
「

塾
二
期
生」

募
集
の
原
案
が
纏
め

ら
れ 、

高
松
が
「

責
任
担
当
者」 、

中
原
佑
介
が
「

相
談
役
・

講
師」

と
し
て
名
を
連
ね
て

い
る
が 、

田
島
の
名
前
は
な
い 。

お
わ
り
に

l

九
七
二
年
三
月
二
八
日

塾

る
希
望
と
し
て
述
べ
る
と
す
れ
ば 、

塾
二
期
は 、

お
そ
く
と
も
来
年
五
月
ま
で
に
は
始
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

そ
れ
も 、

前
に
触
れ
ま
し
た
よ
う
に 、

塾
一
期
の
批
評
を
ふ
ま

え 、

ま
ず
第
一
に
一
期
関
係
者
の
意
向
を
よ
り
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
向
で
集
約
さ
せ
な
が

ら 、

新
し
い
可
能
性
の
追
求
を
基
礎
に
し
て
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

塾
二
期
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
い
う
に
及
ば
ず 、
一
期
の
み
で
当
塾
を
離
れ
ら
れ
る

方
々
も 、

さ
き
に
い
い
ま
し
た
よ
う
に 、

塾
が
形
式
を
越
え
て
も
存
在
し
て
い
る
部
分
を
考

え
る
と
き 、

決
し
て
こ
れ
か
ら
の
塾
と
も
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す 。

従
っ
て 、

今
後
い
ず
れ
の
方
向
を
選
ば
れ
る
に
せ
よ 、

責
任
担
当
者
と
し
て

は 、

い
ま
こ
こ
で 、

皆
様
方
全
員
に
対
し
て
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 、

と

い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す 。

責
任
担
当
者

高
松
次
郎
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l
"
「
告
知
板」『
美
術
手
帖』
第
三
四―一
号
一
九
七一
年
五
月

三
四
頁

2
"
「
再
録
文
献

高
松
次
郎

演
習
ゼ
ミ」，

藁
科
「
文
献
解
題」『
高
松
次
郎

ー一
九
七
0
年
代
の
立
体
を

中
心
に』
千
葉
市
美
術
館
―1
0
0
0
年
一
―
六
ー一
―
八，
一
―――一
頁

3
"
例
え
ば、

多
摩
美
術
大
学
で
は
一
九
六
八
年
以
降
の
学
生
運
動
の
中
で、

学
生
と
教
員
の
共
催
に
よ
る

「
自
主
ゼ
ミ」
が
組
織
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た。

4
"
「
今
月
の
焦
点

ワ
イ
ド
・
ア
ン
グ
ル

高
松
次
郎
の
「
ア
ト
リ
エ
開
放
展」」『
美
術
手
帖』
第一一
＝―-
五
号

一
九
七
0
年―
―一
月
一
三
九
頁

田
島
廉
仁
は
一
九
六
九
年
に
多
摩
美
術
大
学
油
画
科
に
入
学
し
た
後、

高
松
次
郎
を
自
宅
に
訪
ね
た
と
い

う。
以
後、
七
四
年
ま
で
高
松
次
郎
の
助
手
と
し
て
《
万
物
の
砕
き〉
(-
九
七
O
I
八
0)
な
ど
の
制
作
を
手

伝
っ
て
い
た。
田
島
の
記
憶
に
よ
れ
ば
川
井
調
吉
は
ア
メ
リ
カ
で
美
術
を
学
び、
当
時
帰
国
中
だ
っ
た
人
物
と

の
こ
と
だ
が、

不
詳。

ま
た、

自
宅
で
の
作
品
発
表
に
つ
い
て
は、

次
の
よ
う
な
高
松
の
自
筆
文
献
が
あ
る。

高
松
次
郎
「
今
月
の
焦
点

ワ
イ
ド
・
ア
ン
グ
ル

日
常
空
間
で
の
表
現
と
は
？

彦
坂
尚
嘉
の
”
自
宅＂
個

展」『
美
術
手
帖』
第
三
四
四
号
一
九
七一
年
七
月
――
―
頁

5
"
高
松（
お
よ
び
田
島）
の
記
録
に
は
五
0
人
ち
か
い
面
接（
希
望
者）
の
メ
モ
が
あ
る。
こ
の
メ
モ
は
「
塾
名

簿」
と一
部一
致
し
て
お
ら
ず、

高
松
は
最
低
で
も
六
O
S
七
0
人
を
面
接
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

6
"
こ
れ
は
他
の
メ
モ
と
の
比
較
か
ら、
次
の
書
籍
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

山
下
正
男
『
新
し
い
哲
学

前
科
学
時
代
の
哲
学
か
ら
科
学
時
代
の
哲
学
へ
』
培
風
館
一
九
六
七
年

7
"
「
チ
ェ
ル
シ
ー・
ガ
ー
ル
ズ」
は
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
主
催
に
よ
る
「
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト・
シ
ネ
マ
テ
ー
ク」

の一
閑
と
し
て、
左
記
の
通
り
上
映
さ
れ
た。

七
月
三
日（
土）

草
月
会
館
ホ
ー
ル

午
後
二
時
三
0
分、

午
後
六
時一
二
0
分

七
月
五
日（
月）

紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル

午
後一
時

な
お、
「
草
月
シ
ネ
マ
テ
ー
ク」
と
題
さ
れ
た
映
画
上
映
会
は、
一
九
七一
年
三
月
で
終
了
し
て
い
る。

本
項
の
デ
ー
タ
は、

常
見
美
智
枝
氏（
財
団
法
人
草
月
会）
の
御
教
示
に
よ
る。

8
�
「
世
界
拡
大
計
画」
は一
九
六
四
年
以
降、

高
松
次
郎
が
折
に
ふ
れ
て
発
表
し
た
文
章
で
あ
る。

当
日、

高
松
が
取
り
上
げ
た
テ
ク
ス
ト
が
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
か
は
現
在
不
明
で
あ
る。

一
九
七一
年
当
時、

書
店
で
も
比
較
的
入
手
し
や
す
か
っ
た
高
松
の
「
世
界
拡
大
計
画」
に
関
わ
る
テ
ク
ス

ト
は、

羽
仁
進
・
編
『
戦
後
日
本
思
想
大
系
―
二

美
の
思
想』（
筑
摩
書
房
一
九
六
九）
所
載
の
「
世
界

拡
大
計
画
ー
不
在
性
に
つ
い
て
の
試
論（
概
説）」（
初
出
『
デ
ザ
イ
ン
批
評』
第
三
号
一
九
六
七
年
六
月）
だ

っ
た。
こ
の
「
世
界
拡
大
計
画」
は、
一
＼
七
ま
で
の
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る。

現
在、

高
松
が
公
表
し
た
「
世
界
拡
大
計
画」
の
全
体
に
つ
い
て
は
左
記
の
著
作
集
に
纏
め
ら
れ
て
い
る。

高
松
次
郎（
編
集
委
員

高
島
直
之
・
真
武
真
喜
子）『
世
界
拡
大
計
画』
水
声
社
―1
0
0
三
年
七
月
二
0
日

9
"
当
時、

山
田
統
は
國
學
院
大
学
教
授
で
あ
り、

著
書
に
『
老
子』（
角
川
新
書
一
九
五
七）
が
あ
る。

高

松
が
彼
に
講
師
を
依
頼
し
た
経
緯
は
不
明。

10
ょ
講
師
案
と
し
て
高
松
の
メ
モ
に
は
映
画
の
飯
村
隆
彦(-
九一
二
七
生）、

演
劇
の
唐
十
郎(-
九
四
0
生）、

佐
藤
信(-
九
四
三
生）、

文
学
の
金
井
美
恵
子(-
九
四
七
生）、

富
岡
多
恵
子(-
九
三
五
生）、

倉
橋
由
美
子

註

（一
九
三
五
—
二
0
0
五）、

建
築
の
原
広
司(-
九―――
六
生）、

磯
崎
新(-
九
三一
生）、

舞
踊
の
土
方
巽（一

九
二
八
ー
八
六）、
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト」（
メ
モ
の
ま
ま）
の
刀
根
康
尚(-
九一
二
五
生）
な
ど
の
名
前
が

あ
る。
ま
た、
塗
生
か
ら
は
赤
瀬
川
原
平(-
九―
二
七
生）
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。

ll
�
一
九
七一
年
の
「
塾」
の
活
動
の
中
で
も、

高
松
の
『
老
子』
講
読
は
他
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
比
較
す
る

と
傾
向
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
た
め、

目
立
っ
て
い
る。

同
じ
年、

斎
藤
義
重
も
『
老
子』
に
関
心
を
持

ち、

彼
の
周
囲
の
肝
煎
り
で
斎
藤
に
よ
る
『
老
子』
に
関
わ
る
自
主
ゼ
ミ
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
山

下
菊
二(-
九一
九
—
八
六）
が
証
言
し
て
い
る。
斎
藤
の
『
老
子』
に
対
す
る
関
心
を
示
す
自
他
の
証
言
は
い

く
つ
か
あ
り、

高
松
と
の
関
係
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る。

斎
藤
義
重

針
生一
郎（
聞
き
手）
「
デ
ィ
ア
ロ
ー
グ
11
25

斎
藤
義
重」『
み
づ
ゑ』
第
八
〇
六
号
一
九
七――

年
三
月

五
二
頁

小
清
水
漸

菅
木
志
雄

高
橋
雅
之
―一
村
裕
子

本
田
真
吾

守
屋
行
彬

山
下
菊――

針
生一
郎（
司
会）

「
座
談
会

ゼ
ロ
の
基
軸

斎
藤
義
重
を
語
る」『
美
術
手
帖』
第
三
七一
号
一
九
七
三
年
九
月

九
三
頁

高
松
次
郎
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
11
Flash

斎
藤
義
重
氏
へ
の
手
紙

斎
藤
義
重
展
に
よ
せ
て」『
み
づ
ゑ』
第
八
〇

六
号
一
九
七
三
年
九
·
-
0
月
―
一
六
I―
一
七
頁

若
松
基
「
い
く
つ
か
の
断
片

ー
斎
藤
義
重
の
怒
り

ー」『
斎
藤
義
重
展
図
録』
斎
藤
義
重
展
実
行
委
員
会

―1
0
011一
年一
月
二
五
日
一
0
0
頁

12
�
こ
の
箇
所
二
文
字
判
読
不
能。

13
こ
註
8
に
揚
げ
た
高
松
の
著
作
集
を
参
照
の
こ
と。

14
益回
島
直
之
「〈
不
在〉
へ
の
想
像
カ

ー
「
世
界
拡
大
計
画」
を
め
ぐ
っ
て」『
高
松
次
郎

ー
思
考
の
宇

宙』
府
中
市
美
術
館

北
九
州
市
立
美
術
館
―1
0
0
四
年

01
0
頁

15
二止
式
な
「
塾」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
合
評
会）
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
が、
塾
生
に
よ
る
野
外
で
の
展
示

が
世
田
谷
区
立
烏
山
中
学
校
近
辺
で一
九
七一
年
の
九
月
二
六
日（
日）
と―
一
月
六
・
七
日（
土
・
日）
に
行
わ

れ
て
い
る。

16
る
峯
村
敏
明（
構
成）
「
作
品
構
成・
現
代
美
術
P」『
美
術
手
帖一
九
七―
1一
美
術
年
鑑』
第
三
六
三
号

七
三
年一
月（
増
刊）

Hハ
四]
頁

涵
記]

本
報
告
を
纏
め
る
に
当
た
り、

資
料
を
御
提
供
賜
り
ま
し
た
田
島
廉
仁
氏
を
は
じ

め、

高
松
靖
子、
Yu
m
i

ko
C
h
iba
 Asso
cia
tes、

常
見
美
智
枝（
財
団
法
人

草
月
会）
各
氏

の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た。

末
尾
な
が
ら
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

（

二

0
0
九
・

ニ
・
一

九

槃
科
記）

一
九
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Takamatsu Jiro's "juku" in 1971 

Hideya W arashina 

Takamatsu Jiro (1936 -1998) was an artist who played an important role in post-World War II art in Japan. In 

particular, he experimented with a reconfirmation of the visual arts through his ontological and epistemological 

approach, as seen in his series of paintings on canvas created in the latter half of the 1960s that solely depict the 

"shadows" of figures and objects, and his paintings and three-dimensional works that addressed the subject of 

perspective methods. These experiments greatly influenced his contemporaries. 

Takamatsu used his home studio (a tiny space less than 40 meters square, something possibly hard to 

imagine by those who haven't lived in Japan), and held regularly scheduled private seminars. He called this 

seminar a private school or juku, a term used in Japan from the Edo period to signify a privately run educational 

institution. Takamatsu was only directly involved in teaching students at this juku for one course, from May 

1971 through the following March, with the participants working independently after that. According to re

cords, 46 people participated in this private school. There is no detailed record of the ages of these students, but 

it can be surmised that the majority of them were around 20 years of age. 

What did Takamatsu want to happen at this juku? His own statement on this subject can be found in the 

ads he placed in the art journal Bijutsu Techo looking for for students. He offered to those interested in attend

ing, "a place for thought and experience about art in general and other various matters." This was also related 

to the fact that public educational institutions had lapsed into disarray thanks to the protests against the existing 

power structure by the Japanese university students of the day(just like similar protests by liberal students in 

America and Europe). 

In 1971, the juku curriculum that Takamatsu was directly involved in consisted of Takamatsu himself lec

turing to the students from the texts of Laozu, the ancient Chinese philosopher; special lectures by invited out

side speakers; assignments of topics and the students creating art works in the classroom, and the mutual cri

tiquing in the classroom of works that students had created at home and brought in for discussion. Takamatsu 

was assisted in this curriculum by Tashima Renji (b. 1948). Further, the art critic Nakahara Yusuke (b. 1931) 

was one of the outside speakers involved. 

This juku was not a place established by Takamatsu to disseminate his own artistic or creative theories. 

However, examination of the texts of his lectures and the memos he wrote on the creative assignments he gave 

to his students in the classroom reveal the same type of intellectualism as his own works on "shadows" and 

"perspective methods." These materials provide a much more detailed and intricate notation of his thoughts 

than the texts he published in public magazines and other forums at the time. 

This report presents Takamatsu's own thoughts as derived particularly from the records of his almost one

year period of juku activities in 1971, information that was previously not available in detail. 

(Translated by Martha J. McClintock) 
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平
成
二
0
年
度

（
一
）

企
画
展
（
八
件）

池田濃壽夫”られゴる拿●屋
― 展

覧
会

チラシ

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

七
階
展
示
室

二
0
0
八
年
四
月
五
日（
土）
ー
五
月
十
八
日（
日）

「
池
田
満
寿
夫

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」

※
油
彩、

水
彩、
コ
ラ
ー
ジ
ュ、

版
画、

彫
刻、

陶
芸、

書
な
ど――
―
二
点
に
よ
り、

多
岐
に
わ
た
る
池

田
の
制
作
活
動
の
振
幅
を、

新
発
見
や
未
発
表
の
作
品、

資
料
を
含
め
な
が
ら
展
観。
つ
ね
に
時
代
の
先

端
を
突
き
進
ん
だ
稀
有
な
芸
術
家
の
知
ら
れ
ざ
る
全
貌
を
紹
介。

（
四―一
日
間
／
入
場
者
七、
九―
二
七
人）

六
月
三
日（
火）
ー
七
月
二
十
一

日（
月）

八
階
展
示
室

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て
ー
伝
統
と
融
合
の
芸
術」

※
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
諸
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ、

国
内
全
域
を
網
羅
し、

古
い
伝
世
品
か
ら
現
代
の

新
進
作
家
の
作
品
ま
で、

空
前
の
規
模
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
紹
介。

国
士
舘
大
学
教
授
戸
津
正
勝
氏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
二
三
四
点
を
展
示。

（
四
八
日
間
／
入
場
者
七、
七
三一

人）

六
月
二
十
四
日（
火）
I
七
月
六
日（
日）

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
『
秀
作
展
二
0
0
八』」
(―
二
日
間
／
入
湯
者一
、
七
四一
人）

七
月
二
十
九
日（
火）
I
九
月
七
日（
日）

八
階
展
示
室

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
ー
歴
代
グ
ラ
ン
プ
リ
作
家
と
そ
の
仕
事」

※
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
の
首
都
プ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
で
二
年
に一

度
開
か
れ
る
絵
本
原
画
の
国
際
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
第
ニ
―

回
展
か
ら、

グ
ラ
ン
プ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
受
賞
者
と
日
本
人
の
作
品
を
展
示。

後
半
で
は
初
回
か
ら
第
二
0
回
展
ま
で
の
歴
代
グ
ラ
ン
プ
リ
作
家
と
そ
の
仕
事
も
紹
介。

（
三
九
日
間
／
入
場
者
六、
七
0
0
人）

チラシ

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

F

：
傘

，

ー

・

叩

＂

今
マ

.

.
 

’
 

丘

ロ

-
11
 

ー
、

「インドネシア更紗のすべて」展会垢
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（
四
三
日
問
／
一

〇、

五
四
七
人）

チラシ

九
月
十
三
日
（
土）
—
+
月
二
十
六
日
（
日）

?
..
 ...
 ,.,.←

シ

-
R

ばー

ラチ

「八犬伝の世界」展会場

八
階
展
示
室
・

七
階
第
五
展
示
室

「
八
犬
伝
の
世
界」

※
服
部
仁
氏
の
八
犬
伝
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に、

馬
琴
の
資
料、

近
代
日
本
画、

現
代
の
歌
舞

伎、

少
女
漫
画
に
至
る
ま
で
の
多
彩
な
作
品
二
四
三
点
を
通
し
て、

現
代
に
も
通
じ
る
「
八
犬
伝
の
世
界」

の
魅
力
を
探
る。

「プラティスラヴァ世界絵本原画展」会場

(-―1
0
日
問
／
入
場
者
九、

三――一
五
人）

チラシ チラシ

贔口
七
・

八
階
展
示
室

「雪舟と水塁画」展会場

十
一

月
一

日
（
土）
—
+
二
月
十
四
B
（
日）

「
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る

20
世
紀
の
写
真」

※
世
紀
の
変
わ
り
目
の
フ
ォ
ト
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
現
代
ア
ー
ト
の
写
真
ま
で、

国
立
美
術
館
所
蔵
の
名

品
に
よ
り
写
真
芸
術
の
百
年
を
通
蜆。

ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ、

ア
ジ
ェ
、

マ
ン
・

レ
イ、

キ
ャ
バ
、

カ
ル

テ
ィ
エ
11
プ
レ
ッ
ソ
ン
を
は
じ
め、

世
界
と
日
本
の
写
真
家
八―
―
名
に
よ
る
一

八
五
点
を
出
品。

（
四
一

日
問
／
四、

九
四
一

人）

七
階
展
示
室

十
二
月
二
十
日
（
土）
ー
ニ
0
0
九
年
一

月
二
十
五
日
（
日）

「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画」

※
岡
山
県
立
美
術
館
と
の
交
換
展
と
し
て、

同
館
が
所
蔵
す
る
中
国
宋
代
の
牧
硲、

玉
澗
か
ら、

室
町
時

代
の
雪
舟、

江
戸
時
代
の
宮
本
武
蔵、

浦
上
玉
堂、

そ
し
て
明
治
の
富
岡
鉄
斎
に
至
る
ま
で
の
名
品
六
六

点
を
出
品。
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四
八
日
間
／
入
場
者
六、

八
七
0
人）

（
二
）

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー
マ
展
（
六
件）

三
月
七
日
（
土）
I
三
月
二
十
七
日
（
金）

―
一

階
講
堂

「
第
四
十
回
記
念
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会」

※
市
民
芸
術
祭
の
一

環
と
し
て、

千
葉
市
美
術
協
会
会
員
お
よ
び
公
募
入
選
作
品
約
千
点
を、

七
部
門
に

分
け
て
展
示。

（
ニ
―
日
問
／
入
場
者一
七、

01―
三
人）

二
0
0
八
年
四
月
五
日
（
土）
I
五
月
十
八
日
（
日）

八
階
展
示
室

「
満
寿
夫
・

マ
ス
オ
・

M
A
S
u
o
|
『
池
田
満
寿
夫』
理
解
の
た
め
の一
二
章」

※「
池
田
満
寿
夫

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」
開
催
に
あ
わ
せ、

所
蔵
作
品
の
な
か
か
ら
池
田
と
関
連
す
る
作

品
八
九
点
を
選
び、

三
つ
の
コ
ー
ナ
に
分
け
て
展
示。

（
四―一
日
間
／
入
場
者
五、

七
八
0
人）

七
階
展
示
室

六
月
三
日
（
火）
I
七
月
二
十
一

日
（
月）

「
手
仕
事
の
美」

※「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て」
の
開
催
に
あ
わ
せ、

手
仕
事
の
見
事
さ、

美
し
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ

る
作
品
を
展
示。

贅
を
尽
く
し
て
制
作
さ
れ
た
江
戸
時
代
の「
摺
物」
や、

木
版
画
の
伝
統
技
術
と
美
意
識

を
見
直
し
た「
新
版
画」
な
ど、

下
絵、

版
木、

順
序
摺
も
含
め
一
五
八
点
を
出
品。

七
階
展
示
室

七
月
二
十
九
日
（
火）
—
九
月
七
日
（
日）

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

※
ひ
と
つ
の「
キ
ー
ワ
ー
ド」
で
結
ば
れ
た
2
つ
の
作
品
を―
1
0
組
展
示
し、

そ
れ
ら
の
共
通
点
と
違
い
を

示
す
こ
と
で、

現
代
美
術
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説。

（
三
九
日
問
／
入
場
者
五、

四
八
五
人）

七
・

八
階
展
示
室、

九
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー、

「ナンバーズ・数をめぐって」展会場

「カラ ーズ・色彩のよろこび」展会場

＾
で
員
見
9

九
月
十
三
日
（
土）
—
+
月
二
十
六
日
（
日）

「
ナ
ン
バ
ー
ズ
・

数
を
め
ぐ
っ
て」

※
同
時
開
催
の「
八
犬
伝
の
世
界」
展
に
関
連
し
て、
「
名
数」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
な
ど
数
に
ま
つ
わ
る

作
品
一
四
三
点
を
出
品。

当
館
所
蔵
•
寄
託
の「
八
犬
伝」
関
連
浮
世
絵
も
あ
わ
せ
て
展
示。

（
四
三
日
問
／
入
場
者一

0、
一
二
八
七
人）

八
階
展
示
室

十
二
月
二
十
日
（
土）
ー
ニ
0
0
九
年
一

月
二
十
五
日
（
日）

「
カ
ラ
ー
ズ
・

色
彩
の
よ
ろ
こ
び」

※
同
時
開
催
の「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵
雪
舟
と
水
墨
画」
の
世
界
と
は
対
照
的
な、

色
彩
の
よ
ろ
こ
び

に
満
ち
た
作
品
八
0
点
を
集
め、
「
彩
る」
と
い
う
行
為
が
見
せ
る
諸
相
を
展
観
す
る。

(-―1
0
日
問
／
入
湯
者
六、

九
九一
人）

「現代美術の夏休み」展会場

七
階
第
六
—
八
展
示
室
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「
池
田
満
寿
夫
知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展

二
0
0
八
年
四
月
二
十
九
日（
火）

記
念
講
浪
会
・

対
談」

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
七
五
人）

―
一

階
講
堂

講
師

ら
叩
田
達
彦
（
館
山
市
立
博
物
館
主
任
学
芸
員）

※
講
師
等
の
所
属
先
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
も
の
を
記
載。

「
八
犬
伝
の
世
界」

九
月
二
十
日（
土）

四
日
間
／
入
場
者
四
五、

四
六
0
人）

「新収蔵作品展」チラシ

二
月
三
日（
火）
—
三
月
一

H（
日）

「
新
収
蔵
作
品
展
—
写
楽、

夢―
-、

七
・

八
階
展
示
室

そ
し
て
房
総
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち」

※
東
洲
斎
写
楽《
三
代
目
大
谷
鬼
次
の
江
戸
兵
衛〉
を
は
じ
め、

平
成一
五
年
度
以
降
新
た
に
千
葉
市
の
所

蔵
品
と
な
っ
た
絵
画、

版
画、

書、

彫
刻、

立
体
作
品一一
五
四
点
を
展
示。

（―-
七
日
問
／
入
場
者―-、

八―
―一
人）

（
三）

そ
の
他
（
一

件）

講
演
会
等
（
八
件）

岡
山
県
立
美
術
館

二
0
0
八
年
七
月
十
八
日（
金）
—
八
月
二
十
四
日（
日）

「
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
の
美
展」

※
当
館
の
所
蔵
作
品
の
な
か
か
ら、

肉
筆
浮
世
絵、

錦
絵、

版
本
な
ど
ニ
―
0
点
を
紹
介。

岡
山
県
立
美

術
館
と
の
共
催
展。

（
参
加
者一
〇
八
人）

（
参
加
者一
―
三
人）

第
一

部
「
池
田
満
寿
夫
の
誕
生
と
成
功」

講
師

益添
川
公
二
（
佐
倉
市
立
美
術
館
学
芸
員）

第
二
部
「『
版
画
友
の
会』
と
池
田
満
寿
夫」

講
師
：

魚
津
章
夫
（
元
プ
リ
ン
ト
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表）

講
師
に
よ
る
対
談
「
池
田
満
寿
夫
の
版
画
を
語
る」

「
更
紗
と
江
戸
の
風
俗」

六
月
二
十
八
日（
土）

―
一

階
講
堂

講
師

了
小
笠
原
小
枝
（
日
本
女
子
大
学
教
授） （

参
加
者一
――――一
人）

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗（
バ
テ
ィ
ッ
ク）
の
歴
史
と
そ
の
心」

七
月
十
三
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
九
五
人）

講
師
二
戸
津
正
勝
（
国
士
舘
大
学
教
授）

「
中
辻
悦
子
の
仕
事
と
絵
本」

八
月
二
十
四
日（
日）

―
一

階
講
堂

講
師

こ
中
辻
悦
子
（
美
術
家）

（
参
加
者
五――一
人）

「
監
修
者
に
よ
る
講
演
会
J
『
八
犬
伝』
と
浮
世
絵
と」

九
月
十
五
日（
月）

―
一

階
講
堂

講
師
る

服
部
仁
（
同
朋
大
学
教
授）
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第
四
回

「
死
絵
に
な
っ
た
ス
タ
ー」

八
月
三
十
日
（
土）

―
一

階
講
堂

講
師

は
伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
二
三
人）

第一
二
回

七
月
十
九
日
（
土）

「
見
直
さ
れ
る
手
技
ー
近
代
の
錦
絵」 ―
一

階
講
堂

講
師
こ

西
山
純
子
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
四
六
人）

（
二
）

学
芸
員
出
前
講
座
等
（
六
件）

第
二
回

六
月
二
十
九
日
（
日）

「
近
代
か
ら
見
た
江
戸」

―
一

階
講
堂

講
師
1

藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
係
長）

「
二
十
世
紀
の
写
真
ー
表
現
と
技
法」

十
一

月
九
日
（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
四
0
人）

講
師
：

金
子
隆
一
（
東
京
都
写
真
美
術
館
専
門
調
査
員）

「
岡
山
県
立
美
術
館

水
墨
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

二
0
0
九
年
一

月
十
七
日
（
土）

―
一

階
講
堂

講
師
�

守
安
牧
（
岡
山
県
立
美
術
館
参
与）

市
民
美
術
講
座
・

学
芸
員
出
前
講
座
等

（
参
加
者一
五
七
人）

(
-
)

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
解
の
た
め
の
市
民
美
術
講
座
(
1

0
回）

第
一

回

二
0
0
八
年
五
月
十
七
日
（
土）

―
一

階
講
堂

「
江
戸
時
代
絵
画
の
諸
相」

講
師
＂

小
林
忠
（
当
館
館
長）

（
参
加
者
八
五
人）

（
参
加
者
二
五
人）

第
五
回

九
月
二
十
七
日
（
土）

―
一

階
講
堂

「
ナ
ン
バ
ー

ズ
ー
江
戸
時
代
絵
画
と
数
を
め
ぐ
っ
て」

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
員）

―
一

階
講
堂

第
十
回

二
月
二
十
八
日
（
土）

「
現
代
ア
ー

ト
に
生
き
る
江
戸
ー
浮
世
絵
ポ
ッ
プ」

（
参
加
者
二
五
人）

講
師
�

水
沼
啓
和
（
当
館
学
芸
員）

第
九
回

―
1
0
0
九
年
一

月
十
日
（
土）

「
地
方
画
家
と
都、

都
の
画
家
と
地
方」

―
一

階
講
堂

講
師
＂

伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

第
八
回

十
二
月
十
三
日
（
土）

「
光
悦
を
め
ぐ
っ
て」

―
一

階
講
堂

講
師
る

藁
科
英
也
（
当
館
学
芸
係
長）

第
七
回

十
一

月
八
日
（
土）

「
江
戸
の
『
写
真』」

―
一

階
講
堂

講
師
：

小
林
忠
（
当
館
館
長） （

参
加
者
九
八
人）

（
参
加
者――一
七
人）

（
参
加
者
四
七
人）

（
参
加
者
七
四
人）

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て
ー
伝
統
と
融
合
の
芸
術」

（
千
葉
市
こ
と
ぶ
き
大
学
校
美
術
学
科
校
外
学
習）

二
0
0
八
年
六
月
十
二
日
（
木）

―
一

階
講
堂

講
師

品
伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
員）

（
参
加
者
五
0
人）

第
六
回

十
月
十
三
日
（
月）

「
八
犬
伝
と
そ
の
時
代
ー
幕
末
の
錦
絵」

―
一

階
講
堂講

師

ぶ
由
辺
昌
子
（
当
館
主
任
学
芸
員）

（
参
加
者
四
0
人）
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稲
毛
図
書
館

講
師

ぶ
松
尾
知
子
（
当
館
学
芸
貝）

「
八
犬
伝
の
世
界」
（
千
葉
市
市
民
文
化
講
座）

九
月
十
六
日
（
火）

―
一

階
講
堂

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
主
任
学
芸
員）

「
『

八
犬
伝
の
世
界』
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク」

（
千
葉
市
こ
と
ぶ
き
大
学
校
美
術
学
科
校
外
学
習）

九
月
十
七
日
（
火）

七
・

八
階
展
示
室

講
師

品
m
辺
昌
子
（
当
館
主
任
学
芸
員）

二
月
七
日
（
土）

（
参
加
者
五
0
人）

（
参
加
者一
五
三
人）

（
参
加
者
三
五
人）

（
参
加
者
三
二
人）

「
第
五
回
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

こ
江
戸
娘
気
分
で
味
わ
う
浮
世
絵
の
楽
し
み」

十
一

月
二
十
日
（
木）

千
葉
市
女
性
セ
ン
タ
ー

講
師

る
m
辺
昌
子
（
当
館
主
任
学
芸
員）

「
冬
期
集
中
講
座
と

寄
想
の
画
家
ー

若
沖
・

爾
白
・

芦
雪」
（
千
葉
市
民
文
化
大
学）

二
0
0
九
年
一

月
九
B
（
金）

、

十
六
日
（
金）

、

二
十
三
日
（
金）

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
参
加
者一
―

九
人）

講
師
こ

伊
藤
紫
織
（
当
館
学
芸
貝）

「
稲
毛
図
書
館
美
術
講
座

二
十
葉
市
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
ー

千
葉
市
美
術
館
新
収
蔵
作
品
展

か
ら」

「ファッション ・ ショ ー 」

「
映
画
上
映
会
る

美
し
さ
と
哀
し
み
と」

二
0
0
八
年
四
月
二
十
日
（
日）

、

五
月
三
日
（
土）

―
一

階
講
堂

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ョ
ー」

六
月
八
日
（
日）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー

ル

※
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
を
用
い
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ガ
ム
ラ
ン
を
素
材
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ

ク
に
よ
る
玉
川
大
学
芸
術
学
部
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
・
シ
ョ
ー 。

計
ニ
ニ
0
人）

「
バ
テ
ィ
ッ
ク
試
着
会」

六
月
二
十
一

日
（
土）

、

二
十
九
日
（
日）

、

七
月
五
日
（
土）

、

十
二
日
（
土）

、

二
十
日
（
日）

九
階
講
座
室

計
六
一
人）

四

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 、

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

等
(
-

三
件
四
一

回）

※
講
師
等
の
所
属
先
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
も
の
を
記
載 。

（
計―
一
回
／
参
加
者

（
計
五
回
／
参
加
者

（
二
回
実
施
／
参
加
者

計
七
四
人）

「ジャワ舞踏」
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「
獣
紗
講
習
会」

六
月
二
十
二
日（
日）、

七
月
六
日（
日）

九
階
講
座
室

八
月
の
毎
火
・
金
曜
日

「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん」

「
ジ
ャ
ワ
舞
踏」

六
月
二
十
八
日（
土）

出
演
�

デ
ワ
ン
ダ
ル

計
二
四
人）

―
一

階
講
堂

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ
⑱」

八
月
三
十
日（
土）、

三
十
一

日（
日）

七
階
展
示
室

（
計
二
回
／
参
加
者

（
計
二
回
／
参
加
者

※
お
気
に
入
り
の
布
を
使
っ
て、

日
本
伝
統
の
包
み
布
・
敷
き
布
を
作
る。

（
参
加
者一
三
二
人）

「
フ
ァ
ミ
リー

プ
ロ
グ
ラ
ム
る

親
子
で
つ
く
る
夏
休
み
の
絵
本」

八
月
三
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
三
四
人）

講
師
こ

濱
田
清
（
当
館
嘱
託
職
員）

※
夏
休
み
の
想
い
出
を
テ
ー
マ
に
仕
掛
け
絵
本
を
制
作。

「
出
品
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�
一

枚
の
絵
か
ら
つ
く
る
お
話」

八
月
十
日（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
二
二
人）

講
師
？
た
し
ろ
ち
さ
と
（
絵
本
作
家）

※
講
師
が
設
定
し
た
最
初
の
一
ペ
ー
ジ
を
も
と
に
物
語
を
展
開
し
て、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
絵
本
を
制
作。

八
階
展
示
室

（
計
九
回
／
参
加
者

計
五一
人）

※
会
場
で
原
画
を
展
示
し
て
い
る
絵
本
の
中
か
ら
毎
回一

冊
選
び、

紹
介
す
る。

小
学
生
低
学
年
以
下
が

対
象。

計一
七
人）

（
土
曜
日
は
二
回
実
施
／
計―
二
回
／
参
加
者

※
子
供
だ
け
で
の
来
館
を
サ
ポ
ー
ト。

小
グ
ル
ー
プ
を
組
み、

リ
ー
ダ
ー
の
案
内
で
「
現
代
美
術
の
夏
休

み」

展
の
会
場
を
ま
わ
る。

「
伝
統
の
駿
河
凧
作
り

芦八
犬
伝
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
描
く」

十
月
四
日（
土）、

五
日（
日）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

講
師
る

後
藤
光
（
駿
河
凧
．

凧
八
五
代
目）

※
凧
を
作
り、

犬
山
道
節、

犬
塚
信
乃
な
ど「
八
犬
伝」
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
描
く。

（
参
加
者
三
七
人）

（
計―一
回
／
参
加
者

館
山
市
内

※
南
総
里
見
八
犬
伝
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
当
館
友
の
会
会
員
向
け
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー。

「
お
話
と
人
形
遣
い
体
験
□

八
犬
伝
の
人
形
を
つ
か
っ
て
み
よ
う
！」

十
月
の
毎
土
・

日
曜
日

七
階
展
示
室計

四
八
三
人）

「一枚の絵からつくるお話」

「
八
犬
伝
展
バ
ス
ツ
ア
ー」

十
月
十
日（
金）

「八犬伝展バスツアー」

計
三
八
人）
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二
0
0
八
年
四
月
十
九
日
（
土）

出
浪
ふ

佐
藤
陽
子

※
八
犬
伝
の
人
形
に
触
れ
た
り
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
な
が
ら、

楽
し
く
「
八
犬
伝」
へ
の
理
解
を
深
め
る。

「
映
画
上
映
会
：

キ
ャ
パ
・

イ
ン
・

ラ
ブ
・

ア
ン
ド
・

ウ
ォ
ー」

十
一

月
二
十
三
日
（
日）

―
一

階
講
堂

（
参
加
者
八
四
人）

※
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
パ
の
生
涯
を、

写
真、

ニ
ュ

ー
ス
映
像、

日
記、

著
名
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
で

構
成
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映。

コ
ン
サ
ー
ト

（
二
件）

「
佐
藤
陽
子
ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト」

五 講
師
る

劇
団
貝
の
火

一

階
さ
や
堂
ホ
ー

ル

（
参
加
者一
三
四
人）

「
池
田
潰
寿
夫

「
満
寿
夫
・

マ
ス
オ
•

M
A
S
u
o
」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て」

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」

「
手
仕
事
の
美」

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ

世
界
絵
本
原
画
展」

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

「
八
犬
伝
の
世
界」

一

回

「
ナ
ン
バ
ー

ズ
・

数
を
め
ぐ
っ
て」

「
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る

20
世
紀
の
写
真」

「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画」

「
カ
ラ
ー

ズ
・

色
彩
の
よ
ろ
こ
び」

「
新
収
蔵
作
品
展」

六

一

回
一

回

二
回

二
回

二
回

二
回 二

回
二
回

二
回

二
回

回

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
（
二
ニ
回）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー

ル

出
演

二
束
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー

交
轡
楽
団

「
東
京
フ
ィ
ル
・

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト」

（
主
催

こ
↑
葉
市
文
化
振
興
財
団）

八
月
二
日
（
土）

（
参
加
者一
四
二
人）

弦
楽
四
重
奏
団
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一

件
二
四
人

③

教
職
員
の
団
体
鑑
賞
（
研
修 、

研
究
会
に
よ
る
利
用）

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

合
計
六
校

八
四
人

学
校
と
の
連
携
事
業

(
-
)

学
校
団
体
の
受
け
入
れ

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て」

一一
校

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ

世
界
絵
本
原
画
展」

三
校
一
―
一

人

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

「
八
犬
伝
の
世
界」

五
校
一
二
七
二
人

「
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る
20
世
紀
の
写
真」

「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵
雪
舟
と
水
墨
画」

「
新
収
蔵
作
品
展」

二
校
一
―
一

人

合
計
ニ
―

校
一

、
一
七
六
人

②

児
童
•

生
徒
の
団
体
鑑
賞

「
池
田
満
寿
夫

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ

世
界
絵
本
原
画
展」

一

校
二
二
人

七

一

校
一

六
人

四
校

四
六
人

三
校
一

六
二
人

四
校
一

一

人

二
校

九
一

人

―
―

八
人

①
「

小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」

※
遠
隔
校
等
の
来
館
に
対
応
す
る
た
め 、
美
術
館
が
無
料
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
鑑
買
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供 。

(-
―)
「

職
場
体
験」
学
習

(-―-)
「

千
葉
市
図
エ
・

美
術
科
担
当
等
教
職
貝
鑑
賞一

日
研
修」

二
0
0
八
年
八
月
七
日（
木）

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
参
加
者
五
四
人）

（
四）

千
葉
市
教
育
研
究
会
造
形
部
会

美
術
館
連
携
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

※
所
蔵
作
品
の
画
像
を
用
い
た
鑑
質
授
業
を
展
開 。

※
千
葉
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業
で
あ
る「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
Wi
C
AN)」
を
実
施 。
そ
の
う
ち
千
葉
市
美
術
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
記
載 。
詳
細
は

報
告
書
を
参
照 。

二
0
0
八
年
十一

月
十
五
日（
土）
—-―-

＋
日
(

B
)

「
S
ひ
ら
が
な
ア
ー
ト
S
チ
バ
ト
リ」

「
ガ
リ
バ
ー

診
療
所」
（
木
村
崇
人
・

美
術
家）

プ
レ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�
十
月
十
八
日（
土）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
了
十一

月
十
五
日（
土）
ー

三
十
日（
日）

一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥

（
参
加
者
六
0
四
人）

八 一
七
校
五
六
人
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「
チ
バ
ト
リ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」

十
一

月
三
十
日（
日）

「
ラ
・
コ
ト
ブ
キ
上
映
会」

十
一

月
二
十
二
日（
土）

―
一

階
講
堂

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

公
奈m
誠
と
Mon
u
m
en
t

for
 No
thin
g
 II
を
作
ろ
う」

十
一

月
二
十
四
日（
月）

―
一

階
講
堂

―
一

階
講
堂 「ガリバー診療所」

（
参
加
者
五
八
人）

一

階
さ
や
堂
ホ
ー
ル

（
参
加
者一
一
六
人）

（
参
加
者
三
六
人）

（
一

六
日
間
／
入
場
者
一
、

六
0
0
人）

「
風
俗
美
術
館」

十
一

月
十
五
日（
土）
—
三
十
日（
日）

「風俗美術館」

（
一
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

※
会
期
中
毎
水
曜
日
に
行
う
定
例
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
加
え、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
行
う
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
不
定
期
に
実
施。

「
池
田
満
寿
夫

一

校
一

人

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」

「
満
寿
夫
・
マ
ス
オ
・
M
A
S
u
o」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て」

「
手
仕
事
の
美」

自
主
一

六
回

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展」

自
主
四
回自

主
二
回

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

「
八
犬
伝
の
世
界」

定
例
五
回

「
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る
20
世
紀
の
写
真」

「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵
雪
舟
と
水
墨
画」

「
カ
ラ
ー
ズ
・
色
彩
の
よ
ろ
こ
び」

自
主
二
回

「
新
収
蔵
作
品
展」

合
計

定
例
三
二
回

自
主
一

八
回

自
主
一

五
回

自
主
二
九
回

定
例
三
回

自
主
一

0
回

（
二）

鑑
賞
リ
ー
ダ
ー

※
「
小
中
学
生
鑑
賞
教
育
推
進
事
業」
（
七
ー
(
-
)
①）
等
へ
の
協
力
活
動。

学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
を
行
う。

対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
人
数
を
記
録。

「
池
田
満
寿
夫

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展」

定
例
三
回

自
主

―
二
回

定
例
五
回

自
主
四
回

定
例
六
回

※
今
年
度
は一―1
0
人
が
活
動
を
継
続。

九

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

定
例
五
回

自
主
四
回

定
例
五
回

自
主
八
回
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「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て」

一
一
校

「
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展」

四
校
―

二
人

「
現
代
美
術
の
夏
休
み」

「
八
犬
伝
の
世
界」

五
校
一
一
八
人

「
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る

20
世
紀
の
写
真」

「
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画」

「
新
収
蔵
作
品
展」

二
校
―
一

人

合
計
1

一
三
校
一
―

八
人

（
三）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
運
営
補
助

「
親
子
で
つ
く
る
夏
休
み
の
絵
本」

二
回
実
施
／
参
加
者

二
校
―
一

人

（
四）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
企
画
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
（
六
件
八
回）

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
香
り
を
楽
し
む」

二
0
0
八
年
七
月
十
二
日
（
土）

一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥

（
参
加
者一
九
人）

「
自
分
の
し
る
し
ー
蔵
書
票
づ
く
り
（
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室）
」

（
主
催
こ

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー）

七
月
十
三
日
（
日）

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
八
犬
士
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う」

十
月
＋―
-
日
（
日）

―
一

階
講
堂

八
人

―
―
一
人

（
参
加
者―
二
二
人）

計
四
七
人）

三
校
一

九
人

四
校

二
四
人

「
木
版
画
年
賀
状
を
作
ろ
う」

十
一

月
九
日
（
日）
、

十
六
日
(

H
)

1

0
階
講
座
室

「
多
色
摺
木
版
画
体
験
：

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く
る
（
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ）
」

（
主
催
：

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー）

十
二
月
十
四
日
（
日）

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
計
二
回
／
参
加
者

「自分のしるしー蔵書票づくり」

計
二
八
0
人）

「
写
楽、

夢―
一
を
摺
ろ
う
！
ー
多
色
摺
木
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ」

二
0
0
九
年
一

月
二
十
四
日
（
土）
、

二
十
五
日
（
日）

一

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
奥

（
参
加
者
二
四
0
人）

（―-
回
連
続
／
参
加
者
十
人） 「八犬士キ ー ホルダー をつくろう」
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(
-
)

展
覧
会
図
録
（
六
冊）

＋

出
版
活
動

※
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ

人
数
を
記
載

「
伝
統
の
駿
河
凧
作
り」

の
サ
ポ
ー
ト

（
五）

そ
の
他

（
計―
二
人）

「
バ
テ
ィ
ッ
ク
試
着
会」

着
付
け
手
伝
い

「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん」

の
サ
ポ
ー
ト

（
計一
0
人）

「
中
学
生
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ク
ル
ー
ズ」

の
サ
ポ
ー
ト

（
計
二
人）

発
行

こ
毎
日
新
聞
社

『
池
田
満
寿
夫

知
ら
れ
ざ
る
全
貌
展』

編
集
�

い
わ
き
市
立
美
術
館
／
千
葉
市
美
術
館
／
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

池
田
満
寿
夫
美
術
館
／
広
島
市
現
代
美
術
館
／
毎
日
新
聞
社

で；，＝二：Z

（
計一
0
人）

『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
更
紗
の
す
べ
て
ー
伝
統
と
融
合
の
芸
術』

編
集
る

朝
日
新
聞
社
／
町
田
市
立
博
物
館

発
行

二
朝
日
新
聞
社

『
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
ー
歴
代
グ
ラ
ン
プ
リ
作
家
と
そ
の
仕
事』

編
集
二

千
葉
市
美
術
館
／
足
利
市
立
美
術
館
／
う
ら
わ
美
術
館

発
行
る

美
術
館
連
絡
協
議
会
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『
八
犬
伝
の
世
界』

編
集
こ

千
葉
市
美
術
館

発
行
ら

愛
媛
県
美
術
館
／
千
葉
市
美
術
館
／
美
術
館
連
絡
協
議
会

『
国
立
美
術
館
所
蔵
に
よ
る

20
世
紀
の
写
真』

編
集
•

発
行
こ

千
葉
市
美
術
館

訪
問
者
総
数

閲
覧
ペ
ー

ジ
総
数

(
―

1
0
0
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で）

一

五
二

、

八
六

十
(-
―
)

展
覧
会
の
作
品
目
録
・

鑑
賞
補
助
の
た
め
の
小
冊
子

※
企
画
展
・

所
蔵
作
品
展
ご
と
に、

作
品
目
録
ま
た
は
解
説
付
き
小
冊
子
を
発
行。

(-―-)

定
期
刊
行
物

①

美
術
館
ニ
ュ
ー

ス
『

C'
n

』

第
四
六
ー

四
九
号
（
四
回
発
行）

②

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『

採
蓮』

第
―

二
号

③

千
葉
ア
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ニ
0
0
八
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
公
開

二
九
0 、

二
三
四

一
、

『
岡
山
県
立
美
術
館
所
蔵

雪
舟
と
水
墨
画』

編
集
•

発
行
こ

千
葉
市
美
術
館
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作
品
の
収
集二

五
件
五
五
八
点

三
岸
節
子
《
高
原
の
花》、

梶
原
緋
沙
子
《
梅
薫
る
》、

無
款
《
漁
夫
雪
景
山
水
図》、

伝
銭
舜
挙
《
鶏
図》、

伝
董
其
昌
《
山
水
図》

（
以
上、

楠
原
豊
松
氏
寄
贈）

石
井
光
楓
《
米
国
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
初
夏》
他

消
水
九
兵
衛
《
と”FI
NI
1Y》

柳
敬
助
《
辰
野
清
平（
節
梅）
翁
像》

無
款
《
静
法
楽
の
舞
二
日
寺
沢
屋》
他

山
本
王一
夫
《
断
層》
（
山
本
巌
氏
寄
贈）

無
縁
寺
心
澄
《
金
口
路
に
て》
他

（一
）

＋ 

寄
贈

全
二
九
点

全
四
八
八
点

高
田
柳
哉
《
中
次
夢
幻》、
《
忍
草
文
大
盆》、
《
面
取
華
文
研
出
蒔
絵
飾
器》、

《
鶴
首
文
八
陵
喰
籠》、
《
桜
花
文
盛
器》、
《
中
次
萩
隧
道》、
《
胎
陶
金
梨
地
四
弁
花
文
壷》、

《
平
棗
大
徳
寺
椿》、
《
茶
箱
春
宵
花
あ
か
り》、
《
金
梨
地
花
葉
文
好
日
手
文
庫》

（
以
上、

高
田
柳
哉
氏
寄
贈）

（
清
水
久
仁
子
氏
寄
贈）

（
辰
野
正
浩
氏
寄
贈）

（
石
井
万
里
子
氏
寄
贈）

（
齋
藤
琴
代
氏
寄
贈）

全
ニ
ニ
点
（
浅
野
秀
剛
氏
寄
贈）

土
屋
幸
夫
《
房
総
に
て》
他

計
二
六
点

点

喜
多
川
歌
麿
《
嶋
台
持
ち
娘
立
姿
図》
他

(
1

-

)
 

寄
託

鈴
木
方
鶴
《
四
字
「
萬
法
皆
空」》

+
1
1一

所
蔵
作
品
の
修
復
・
保
存
等

（一
）

修
復
（
九
件）

（
二）

所
蔵
作
品
の
マ
ッ
ト
装

（
村
井
み
ね
子
氏
寄
贈）

計
二
三
件

破
損
部
分
接
着

土
屋
幸
夫
《
76
|
A》
他

汚
れ
の
除
去
他

山
谷
鉄一
《
祖
母
之
像
図》

亀
裂
の
接
着
・
剥
落
部
の
補
填
・
旧
修
復
除
去
等

伝
李
唐
《
早
春
行
旅
図》

画
面
の
修
復
・
再
表
装

伝
劉
松
《
青
緑
山
水
図》

欠
損
部
の
補
填
・
再
表
装

伝
雲
松
《
四
季
山
水
図》

画
面
の
修
復

伝
狩
野
芳
崖
《
龍
図》

画
面
の
修
復

加
納
光
於
《
桃
色
の
星
座
に
沿
っ
て
吉
増
剛
造
の
た
め
に》

清
水
九
兵
衛
《
とッFI
NI
1Y》

汚
れ
の
除
去
他

元
永
定
正
《
作
品》

画
面
の
洗
浄
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十
四

（
三）

写
真
撮
影

田
岡
春
径
《
秋
晴》
他

計
二
七
カ
ッ
ト

所
蔵
作
品
の
貸
出、

特
別
利
用
等

(-
)

作
品
の
貸
出
（一
九
件
七
八
点）

※
平
成―-
0
年
度
開
催
展
に
つ
い
て
記
載

遠
藤
健
郎
《
靴
磨
き》
他

十
点

②
「

竹
久
夢
二
と『
月
映』
の
若
者
た
ち」
（
須
坂
版
画
美
術
館、

四
ー
五
月）

竹
久
夢
二
《
あ
き
つ》
他

十
八
点

③
「

源
氏
物
語
千
年
紀
展」
（
京
都
文
化
博
物
館、

四
ー
六
月）

冷
泉
為
恭
《
紫
式
部
図》

一
点

④
「

K
A
Z
A
R
I

日
本
美
の
情
熱」
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館、

五
ー
七
月）

落
合
芳
幾
《
婦
女
風
俗
図》

一
点

⑤
「

無
限
へ
の
立
ち
位
置
ー
河
口
龍
夫
の
一
九
七
0
年
代」

（
宇
都
宮
美
術
館、

六
ー
七
月）

河
口
龍
夫
《
関
係
ー
熱》

一
点

⑥
「

フ
ラ
ン
ス
が
夢
見
た
日
本
ー
陶
器
に
写
し
た
北
斎、

広
重」

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
他、

七
ー
十一
月）

葛
飾
北
斎
『
唐
詩
選
画
本
七
言
律』

他

四
点

①
「

遠
藤
健
郎
『
白
描
戯
画』
再
版
記
念
展」

（
ス
ペ
ー
ス・
ガ
レ
リ
ア、
二
0
0
八
年
四
月）

-

I
二
月）

⑦
「

大
三
国
志」
（
北
海
道
立
旭
川
美
術
館、

七
—
八
月）

堤
等
琳
《
三
国
志
図》

一
点

⑧
「

シ
リ
ー
ズ
美
術
の
遊
び
と
こ
こ
ろ
③
—
夏
—」
（一―-
井
記
念
美
術
館、

七
—
九
月）

磯
田
湖
龍
斎
《
月
下
舟
遊
図》
他

十一
点
（
寄
託
作
品一
点
を
含
む）

⑨
「

秘
蔵
の
名
品
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展」
（
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京、

八
月）

伊
藤
若
沖
《
旭
日
松
鶴
図》

一
点
（
財
団
法
人
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
寄
託）

⑩
「

北
斎一
門
肉
筆
画
傑
作
選」
（
板
橋
区
立
美
術
館、

九
ー
十
月）

蹄
斎
北
馬
《
三
囲
神
社
を
望
む
立
美
人
図》
他

十一
点
（
寄
託
作
品
七
点
を
含
む）

⑪
「

な
つ
か
し
の
千
葉
の
風
景
を
描
い
た
油
絵
展」
（
三
越
千
葉
店、

＋
月）

小
林
猶
治
郎
《
岩
窟》
他

五
点

⑫
「

源
氏
物
語
の
一
0
0
0
年
1
あ
こ
が
れ
の
王
朝
ロ
マ
ン」

（
横
浜
美
術
館、

八
ー
十一
月）

冷
泉
為
恭
《
紫
式
部
図》
他

二
点
（
寄
託
作
品一
点
を
含
む）

⑬
「

江
戸
南
画
の
潮
流
II
I
文
提
・
華
山
の
新
感
覚」

（
飯
田
市
美
術
博
物
館‘

+
|
+―
月）

諸
葛
監
《
虎
図》
他

三
点
（
寄
託
作
品
二
点
を
含
む）

⑭
「

佐
伯
留
守
夫
と
川
上
澄
生
ー
木
版
画
が
結
ん
だ
絆」

（
鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館、

十一
月
1
二
0
0
九
年一
月）

『
新
版
画』

第一
号

他

二
点

⑮
「

文
字
の
カ
・
書
の
チ
カ
ラ
ー
古
典
と
現
代
の
対
話」
（
出
光
美
術
館、

種
谷
扇
舟
《
臨
雁
塔
聖
教
序》

一
点

⑯
「

元
永
定
正
展
ー
い
ろ
い
き
て
る
！」

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児
美
術
館、
一
ー
ニ
月）

《
作
品》

一
点

⑰
Te
tsu
m
i

 

Kudo:
 Garden
 o
f

 

Me

tamorphos
is
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二
0
0
八
年
八
月
十
八
日
—
二
十
六
日

計
―

二
大
学
一

四
人

十
六

（
ウ
ォ
ー
カ
ー
・

ア
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー、

十
ー
一

月）

工
藤
哲
巳
《
あ
な
た
の
肖
像》

一

点

⑱
「
源
氏
物
語
と
宮
廷
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ」

（
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館、

ニ
ー
三
月）

葛
飾
北
斎
《
井
出
の
玉
川
図
》

他

三
点

⑲
「
芥
川
紗
織
展」
（
横
須
賀
美
術
館
他、
1
1
—
六
月）

河
原
温
《
考
え
る
男》

博
物
館
実
習

会
員

六
三
七
人
(1
1
0
0
九
年
三
月一
二
十
一

日
現
在）

十
五

友
の
会

計

七
七
件
一

七
0
点

比
田
井
南
谷
《
作
品
一
（
電
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン）
》

他

（
二
）

写
真
の
貸
出、

撮
影
等
（
所
蔵
作
品
の
特
別
利
用）

一

点

（
一
）

特
別
企
画
展

十
九

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

い
な
げ

二
六
八
日
（
三
六
団
体、

二
三、

七
八
七
人）

―

ニ
―

日
（
一

般
六
0
日、

市
関
係
四―
一
日、

美
術
館
一

九
日）

二
六
九
日
（
一

般
二
三
一

日、

市
関
係
三
0
日、

美
術
館
八
日）

さ
や
堂
ホ
ー
ル

一

0
五
日
（
一

般
四
四
日、

市
関
係
三
九
日、

美
術
館
二
二
日）

二
0
0
九
年
一

月
十
四
日
（
水）
ー
ニ
十
五
日
（
日）

「
千
葉
大
学
普
遍
教
育
科
目『
展
示
を
つ
く
る
b』
実
習
展
示

I
M
A
G
E
X
I
N
A
G
E
」

※
千
葉
大
学
の
授
業「
展
示
を
つ
く
る
b」
の
な
か
で、

学
生
参
加
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
展
覧
会。

会
場
と

な
っ
た
稲
毛
の
風
景
を
テ
ー
マ
に、

若
手
・
中
堅
の
現
代
作
家
に
よ
る
新
作
を
展
示。

浅
野
耕
平、

A
S
U
N
A、

斎
藤
美
奈
子、
m
/
s
(

佐
藤
実）、

鈴
木
泰
郎、

中
居
伊
織、

無
縁
寺
心
澄（
物
故）、

吉
田

爪
信
が
参
加。

（―
-
日
問
／
入
場
者
四一
0
人）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
堂

講
座
室

十
八

図
書
室
の
運
営

施
設
の
利
用
（
利
用
日
数）

公
開
日
数

利
用
人
数

四
七
日

、

二
八
四
人

十
七
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展
示
室

制
作
室

（
二）

一

四、

八
六
五
人

五、

六
九
一

人

施
設
の
利
用
者

二
月
十
日（
火）ー

ニ
十
二
日（
日）

「
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
作
品
展
『
日
本
風
景
版
画
』

全
作
品」

※
中
島
重
太
郎
が
主
宰
す
る
日
本
風
景
版
画
会
よ
り 、
一
九一
七
年
か
ら一
九
二
0
年
ま
で
計
十
集
刊
行

さ
れ
た『
日
本
風
景
版
画』
を
全
点
公
開 。

石
井
柏
亭 、

森
田
恒
友 、

平
福
百
穂 、

坂
本
繁
二
郎 、

小
杉
未

醒 、

石
井
鶴
三
に
よ
る 、

各
集
五
枚
の
版
画
と
木
版
タ
イ
ト
ル
の
付
さ
れ
た
タ
ト
ウ
も
含
め
展
示 。

(―
二
日
間
／
入
場
者
四
七一
人）

E
 

．．．臼ー”•一
疇＇．．．．．

罪 III Il昔
ヰ暉9l、

�·r= :-
9-

「IMAGE x IMAGE」

「『日本風泉版画』全作品」

「
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

「
ゆ
か
り
の
家
・
い
な
げ」

（
三）

施
設
の
公
開（
公
開
日
数
と
見
学
者
数）

二
五
八
日

二
九
五
日

五、

六
七
三
人

五、

七
0
一

人

97 



平成20年度利用者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

池田滴寿夫知られざる全貌展 2,804 5,133 7,937 

インドネシア更紗のすべて 3,684 4,047 7,731 

プラティスラヴァ世界絵本原画展 320 4,883 1,497 6,700 

八犬伝の世界 3,294 7,253 10,547 

国立美循餌所蔵による20世紀の写真 2,886 2,055 4,941 

i ， 
岡山県立美術館所蔵雪舟と水墨酋i 1,256 8,079 9,335 

第40回記念千葉市民美循展 17,023 17,023 

満寿夫・マスオ・MASUO 2,168 3,612 5,780 

手仕事の美 3,341 3,529 6,870 

現代美術の夏休み 247 3,993 1,245 5,485 

ナンバーズ・数をめぐって 3,324 7,063 10,387 

カラーズ・色彩のよろこび 963 6,028 6,991 

新収蔵作品展 2,679 133 2,812 

展覧会観覧者 計 4,972 8,745 7,025 8,143 8,876 9,360 14,316 2,886 4,274 14,107 2,679 17,156 102,539 

』〗
市民ギャラリ ー 576 876 2,190 2,804 757 1,224 1,993 2,237 661 7,082 3,387 23,787 

講座室 315 285 427 503 302 307 386 313 264 303 62 269 3,736 

講堂 182 319 492 336 305 824 618 359 251 370 3,376 664 8,096 

さや堂ホ ール 251 11 135 612 390 88 1,800 863 230 8,611 12,991 

貸出施設利用者 計 1,324 1,491 3,244 3,643 1,976 2,745 3,085 4,709 1,378 1,564 19,131 4,320 48,610 

そ 図害室 144 196 185 238 307 217 194 159 158 211 127 148 2,284 

講座・講浪会等 75 85 182 141 76 449 98 135 47 207 74 1,569 

コンサー ト・ワークショップ等 166 29 280 189 266 605 760 280 2,575 

学校プログラム・実習等 17 17 72 94 234 313 260 120 126 221 111 1,585 

その他利用者 計 402 327 719 662 883 979 1,157 1,174 331 919 312 148 8,013 

美術館 利用者総計 6,698 10,563 10,988 12,448 11,735 13,084 18,558 8,769 5,983 16,590 22,122 21,624 159,162 

悶； 
IMAGE x INAGE 410 410 

『日本風景版画」全作品 471 471 

展示室利用者 1,213 1,374 951 1,317 1,120 1,745 1,878 1,342 940 622 1,152 1,211 14,865 

了 制作室利用者 460 555 573 431 380 646 685 285 247 552 634 243 5,691 

芯げ
旧神谷伝兵衛稲毛別荘 566 635 419 477 406 490 900 796 358 626 5,673 

ゆかりの家・いなげ 555 584 397 407 336 262 791 706 277 528 451 407 5,701 

市民ギャラリ ーいなげ 利用者総計 2,794 3,148 2,340 2,632 2,242 3,143 4,254 3,129 1,822 2,738 2,708 1,861 32,811 
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千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要

採
蓮

第
十
二
号

―1
0
0
九
年
三
月――-
+―
日
発
行

編
集
•
発
行
ー
財
団
法
人
千
葉
市
教
育
振
興
財
団

千
葉
市
美
術
館

云0
ー
八七――――――
千
葉
市
中
央
区
中
央
三
ー
十
ー
八

電
話
0
四―ニ
ー
ニ――一
ー
ニ――――
一
（
代）

制
作

印
象
社
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